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トリシア先生、急患です！








南房秀久







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　カルテ０　登とう場じよう、説せつ得とく、診しん療りよう中ちゆう？




　その日……。

　普ふ段だんは平へい和わな王おう都とアムリオンの西にし街がい区くで、甲かん高だかい悲ひ鳴めいが上がった。

　続いて、堅けん固ごな石いし造づくりの建たて物ものが崩くずれる轟ごう音おんと、露ろ店てんの棚たなから果くだ物ものが転ころげ落ちるほどの大きな振しん動どう。

「な、何だ？」

　行き交かう人々が、悲鳴の上がった屋や敷しきのまわりに集まり始めた。

　屋敷は、この辺あたりでも特に大きな貴き族ぞくの家だ。

　塀へいに上ったり、門の隙すき間まを覗のぞき込んだりして、みな中の様よう子すをうかがおうとする。

　だが、そうした野や次じ馬うまたちも……。

「ひいいいいっ！」

「ば、化ばけ物ものっ！」

　半はん壊かいした建物と立ち上る黒こく煙えん、そしてその瓦が礫れきの上に座すわり込んだ巨きよ体たいを目にした途と端たん、我われ先さきにとその場から逃げ出した。

　同時に、奇き跡せき的てきに無ぶ事じだった家か人じんたちも、命からがら屋敷から逃げ出してくる。

　たちまち辺りは大だい混こん乱らんとなった。

　その様子を、怒いかりに燃もえる眼がん球きゆうで見み渡わたす有ゆう翼よくの怪かい物ぶつ。

　広げると太陽を覆おおい隠かくしそうな翼つばさを羽撃はばたかせる度たびに、疾しつ風ぷうが巻き起こり、屋敷のまわりに植えられた木々がへし折れそうなほど傾かたむく。

　瓦礫を蹴けり上げる鋭するどい鉤かぎ爪づめ。

　もし、こんな怪物が屋敷の敷しき地ちを飛び立って住じゆう宅たく密みつ集しゆう地ちに暴あばれ出れば、被ひ害がいは甚じん大だいなものとなるだろう。

　報を受けて急行した兵士たちが、この怪物を射い殺ころそうと一いつ斉せいに長なが弓ゆみを構かまえる。

　だが……。

「……駄だ目めだ、射うてない」

　兵士たちは弓を下ろした。

　か細い泣き声が、静まり返った屋敷の敷地に響ひびき渡る。

　怪物の湾わん曲きよくした鋭いくちばしの先には、生せい後ご数か月の赤ん坊ぼうの姿すがたがあったのだ。

　これでは余よ程ほどの弓の達たつ人じんでも、矢を放はなつことをためらってしまう。

「くそっ！　何か打つ手はないのか！」

　兵士たちは、吐はき捨すてるように言った。




　こうして、赤ん坊を引ひっ掛かけた鷲頭獅子グリフインは、王おう都とに恐きよう慌こうを巻き起こした。

　そして、王城にある〝星ほし見みの塔とう〟から伝説の魔ま道どう士しがやってきたのは、それからしばらくしてのことだった。




「アンリだ」

「ステインアドラーのアンリだ」

「アンリが来た！」

　人々の間から声が上がる。

　野次馬の群むれを擦すり抜けて現あらわれたのは、金きん髪ぱつで紫むらさきの澄すんだ瞳ひとみを持った青せい年ねん。

　帯たい剣けんしている点を除のぞけば、ごく普ふ通つうの格かつ好こうをした若者である。

　初めてアンリを見る人間は、まず、彼の若さに驚おどろく。

　ステインアドラーのアンリとその一いつ党とうが、アムリオン王国を王位簒さん奪だつ者しやの恐きよう怖ふ政せい治じから救すくったのは五年前。

　まだ、アンリが十四歳の時のことだ。

　今の彼は、王室つきの魔道士であると同時に、〝星見の塔〟と呼よばれる魔法学校の教きよう師し。

　王都で問もん題だいが起これば、真っ先に呼び出されるのはこのアンリなのだ。

「どうしてあんな生き物が……」

　アンリは屋敷の前までやってくると、興こう奮ふんした様子で瓦が礫れきを引っ搔かく鷲頭獅子を見て眉まゆをひそめた。

　目を充じゆう血けつさせた鷲頭獅子が頭を振ふる度たびに、くちばしの先の赤ん坊が落ちそうになる。

　産うぶ着ぎの衿えりの部分が辛かろうじて引っ掛かっている状じよう態たいで、いつ落ちてもおかしくない。

　無む論ろん、瓦礫の上に落ちれば、無む傷きずではすまないし、そのまま鷲頭獅子に食い千ち切ぎられてしまう可か能のう性せいもある。

「ヴェルナー卿きようが以前、商人から買い入れて街まちに運び込み、地ち下か室しつでこっそりと飼かっていたもののようです」

　市中警けい備びの兵士が報ほう告こくする。

「あの赤ちゃんは？」

「卿のご子し息そくです」

　振り返ると、身み形なりのいい壮そう年ねんの男性が木箱の上に座すわり込んで、両手で顔を覆おおっている。

　そばで悲ひ嘆たんに暮くれている女性は母親だろう。

「……あの方たちを、どこか落ち着つける場所に。誰だれかをつけてあげて」

「はい」

　兵士が去ると、アンリは魔ま剣けんヒリール・ショーヴの柄つかに手を置きながら思し案あんした。

「鷲頭獅子には魔ま旋せん律りつが効ききにくいからなあ……。かといって、赤ちゃんのことを考えれば、力ずくって訳わけにもいかないし」

「どう、アンリ先生？」

　そこにやってきたのは、王位継けい承しよう権けん第二位の王女、キャスリーン姫ひめだった。

　紫むらさきがかった銀ぎん髪ぱつを搔かき上げ、この十四、五歳に見える少女はアンリを見上げた。

「キャット、こんなところで何をしてるんです？」

　アンリは王女を愛あい称しようで呼んだ。

　アンリにとって、この少女は自分の妹いもうとのような存そん在ざいなのだ。

　キャットの方も、自分の地ち位いを気にすることはない。

「決まっているでしょ、ふふふ」

　怪あやしい笑みが王女の顔に浮かぶ。

「父上やアムレディア姉ねえ様さまが王都を留る守すにしている間、街まちの中で起こったことは第二王女である私の責せき任にんよ」

「そう言えば、アムや陛へい下かは地方視し察さつか……。まいったね、これは」

　アンリはため息をつく。

　アムレディアというのは第一王女。

　つまりキャットの姉あねで、こういう時には非ひ常じように信しん頼らいできる、有ゆう能のうな為い政せい者しやである。

　普ふ段だんから、その姉の真ま似ねをしたくてうずうずしていたキャットにとって、姉の留守中のこの事件は千せん載ざい一いち遇ぐうの機き会かいという訳だ。

「それで、それで、状じよう況きようはどうなの？」

　キャットは、アムレディアがこうした状況でやるように、胸むねの前で腕うでを組みながらアンリに尋たずねた。

「よくない。あの鷲頭獅子、かなり気が立っているからね。落ち着かせて捕とらえるのは難むずかしいな」

「じゃあ、どうするのよ！　赤ちゃんはどうなるの！」

　キャットは背せ伸のびして長身のアンリの衿えりをつかんだ。

　これは姉の真似ではない。

「しっかりしてよ、先生、セイル・グレイの再さい来らいと呼ばれる魔法使いでしょ！　私、後でアムレディア姉様に絞しぼられるの、嫌いやだからね！」

「お、落ち着いて、キャット！」

　アンリは目を白黒させた。

「……あ、ごめんなさい」

　キャットは締しめ上げていた衿を放はなす。

「本当は、手は考えているんでしょ？」

「ええ」

　と、空からになった肺はいに空気を吸すい込むアンリ。

「こんな時は、あの子の力がきっと役に立ってくれますよ」

「あの子？」

「そう、あの子です」

　魔道士はうなずいた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　さて……。

　アムリオンの南市街地には、〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていという一いつ風ぷう変わった名の酒さか場ばがある。

　セルマという気きっ風ぷのいい女主人が切り盛もりする、王都では名の知れた酒場である。

　普ふ段だんは午後遅おそくにならないと開かないその酒場の扉とびらが、昼前だというのに勢いきおい良く開いた。

　柔やわらかな日差しの下に姿を現わしたのは、籘とうの籠かごを手に提さげたひとりの少年。

　くすんだ赤毛が風にそよぐ。

　十五歳ぐらいだろうか。

　冒ぼう険けん心しんと好こう奇き心しんに瞳ひとみは輝かがやき、ひとつひとつの動どう作さにきびきびとした切れがある。

　見る人に、好このましい印いん象しようを与あたえずにはいられない少年だ。

　少年は跳はねるような足取りで角を曲がり、〝三本足の洗い熊〟亭のすぐ脇わきの路ろ地じに入っていった。

　その時チラリと、酒場の日ひ除よけを支ささえる柱はしらに、確かく認にんするように目を遣やる。

　年を経へて、日焼けしたその柱に打ち付けてある、一枚の木製の看かん板ばん。

　まだ木の匂においのするその真ま新あたらしい看板には、次のように書いてあった。




「トリシアの診療所　この奥　患かん者じやは人間、動物を問といません』




　路地を抜けると、そこは一方が街の外がい壁へきに接した酒場の裏うら庭にわになっていて、一いつ軒けんの小屋が建たっていた。

　つい最近、壁かべを塗ぬり直したらしい、ちょっと洒落しやれた建物である。

　少年は玄げん関かん前まえの短い階かい段だんを二段抜きで駆かけ上がると、籠を背に回して扉をノックした。

「パット、いるかい？　僕ぼく、レンだけど？」

　その途と端たん……。

　扉が開いた。

「どわっ！」

　レンと名な乗のった少年は跳とび退すさって、危あやうく階段から足を踏ふみ外はずしそうになる。

　扉の隙すき間まから顔を出したのは、レンの胸ぐらいのところに頭のある、やたらと大きな黒犬だったのだ。

　犬は口をだらりと開けて、ハアハアと息いきをレンに吹ふきかけた。

　狂きよう暴ぼうな炎ほのおを宿やどした瞳が、じっとレンを見つめる。

「…………」

　レンは生きた心ここ地ちがしない。

　だが、やがて……。

　黒犬は、扉の方を振ふり返って一礼すると、そのまま表おもて通りの方に消えていった。

　レンは胸を撫なで下ろすと、扉の隙間から小屋の中をうかがう。

　入ってすぐの部屋は、診療所の待まち合あい室しつ。

　衝つい立たてがあり、その前には患者が待っている間に座すわる椅い子すがいくつか並ならんでいる。

　衝立ての奥が診しん察さつ室しつだ。

「パット、いるのかい？」

　レンはもう一度声をかけた。

「いるに決まっているでしょ」

　素そっ気けない声が返ってくる。

　女医にしては、意外と若い声だ。

　その声を聞くだけで、レンの胸はときめく。

「休きゆう憩けい中ちゆうの札ふだ、掛かけておいて。午前の診しん療りようはさっきの患者さんで終わりだから」

　レンは言われた通りにして待合室に入ると、しばらくじっと椅子に座って待つ。

　しばらくして……。

「パットって呼ばないで。前からそう言ってるでしょ」

　衝立ての向こうから、ひとりの少女が姿すがたを現あらわした。

　歳としはレンと同じか、やや下。

　茶色の癖くせっ毛をリボンで無む理り矢や理りにまとめた、大きな目をした小こ柄がらな少女だ。

「ほら、これ。セルマさんから」

　レンは籠かごを差し出した。

　セルマは〝三本足の洗い熊ぐま〟亭の女主人であると同時に、この診療所の大屋である。

　こうして時々、診療所に差し入れてくれるのだ。

「うう、ありがとう！　セルマさん！」

　少女は瞳をキラキラさせて腕うでを組み、祈いのるような格かつ好こうをすると、すぐに籠に飛びついた。

「……なんだよ、僕には感かん謝しやの言葉はなしかい？」

　レンはブツブツと不ふ平へいを漏もらした。

　もっとも、本当はこの少女が喜よろこんでいる姿を見ているだけで満足なのだが。

「はいはい、あなたもありがと」

　とってつけたような謝しや意いを口にする少女だが、その手はすでに焼きたての菓か子しをつかんでいる。

「だけど、あなたって本当にヒマそうね。どうなの、魔法学校の方は？」

「君が卒そつ業ぎようする前と大して変わらないよ。新入生が三人いるけど、才さい能のうの方はまあまあかな」

　レンも焼き菓子を口に運んだ。

「……三人とも、可愛かわいい女の子でしょ？」

「ぐっ！」

　レンは菓子を喉のどに詰つまらせる。

「ど、どうしてそれを？」

「あなたの目を見れば分かるわよ」

　冷たい声。

　レンはこれでも、魔法学校の女の子の間で結けつ構こう人にん気きがある。

　成せい績せきも優ゆう秀しゆう、剣も使える。

　少女と同どう期きで、とっくに魔法学校を卒業してもいい腕前なのだが、研究熱ねつ心しんで助手としてアンリのもとに残っているのだ。

　と、本人は思っているが、本当は危なっかしくて世せ間けんに出せないだけとの話もある。

「……で、診療所の方はどう？　経けい営えいはうまくいってるのかい、パット、じゃなかった、トリシア」

　レンは話題をそらす。

　少女の名前はパトリシア。

　レンはつい幼おさない時からの癖くせでパットと呼よんでしまうが、本人はトリシアと呼ばれることを好このむ。

　アンリの魔法学校最初の卒業生で、現在はこの場所で診療所を開いているのだ。

　トリシアの魔法学校での成績は、決して優秀ではなかった。

　むしろ、卒業の前年までは、ずば抜けた劣れつ等とう生せいだったと言ってもいい。

　それでも、こうして診療所を開いているのは、トリシアの独どく自じの才さい能のう。

　人間や動物の思し念ねんを聞き取り、心で会話できる能力のためだった。

「……うまくいってない」

　トリシアは憮ぶ然ぜんとした表情になった。

「患かん畜ちくが一日に一匹ぴきか一頭。人間の患者は全ぜん然ぜん来ないわ」

「そりゃまあ、動物と人間の両方を診みる医者より、人間専せん門もんの医者に行きたいよな」

　ボソリと本ほん音ねを漏もらすレン。

「何よ、喧けん嘩か売りにきたの？」

「あっ、そう言えば……」

　にらまれたレンは、さらに話題をそらす。

「手が空あいたら、午後にでも様よう子すを見に来るって言ってたっけ、アンリ先生」

「な、何ですって！」

　トリシアは椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「ど、ど、ど、ど、どうしてそれを早く言わないのよ！　ああん、もうっ！」

　口から菓子の欠片かけらが飛び出す。

　部屋の隅すみにドタドタと走っていって立て掛かけてあった箒ほうきを手に取ると、それをレンに放ほうる。

「ほら、早く掃はいて！」

「ぼ、僕が？」

「黙だまって手を動かす！」

　トリシアは寝しん室しつに駆かけ込んで、薬やく品ひんの染しみのついた白衣から洗いたてのものに着き替がえる。

「何でこんな日に……！　キャアアアッ！　思い出したけど、髪かみ、三日も洗ってない！」

　鏡かがみを見た少女の顔が蒼そう白はくになる。

　その時。

　表おもての扉とびらが軋きしんで開く音がした。

「トリシア！」

　レンは少女を呼んだ。

「……もう、絶ぜつ望ぼう的てき」

　トリシアはヨタヨタとした足取りで診しん療りよう室しつに戻もどった。

　ところが……。

　そこにいたのはアンリではなかった。

「な～んだ、セルマさんか」

　長身の女を見て、トリシアは安あん堵どのため息をつく。

「な～んだ、はないだろ」

　目め鼻はな立だちのはっきりとした美女は、吹ふき出しそうになるのを堪こらえた。

「お呼びだよ、トリシア。あんたの大好きなアンリ先生のね」

「せ、先生の!?」

　トリシアはポカンと口を開けた。




「あれ、なんだけどね」

　トリシアがレンとともにやってくると、アンリは頭を搔かいた。

「鷲頭獅子グリフイン！　それに赤ちゃん！」

　屋や敷しきの瓦が礫れきの上に座すわり込んだ怪かい物ぶつを見て、トリシアとレンは目を丸くする。

「早く救たすけないと！」

「よし、僕が！」

　と、魔旋律を唱え始めるレン。

　衝しよう撃げき波はをぶつけて、一気に鷲頭獅子を倒たおそうというのだ。

「見えぬ風が……流りゆう星せいとなって……」

　レンを中心に空くう間かんが歪ゆがんでゆく。

「……やれやれ」

　アンリは少年の後こう頭とう部ぶをポンと叩たたいた。

「標ひよう的てきを……とっ、あれ？」

　意い識しきの集中が途と切ぎれるレン。

「どうして君はそうやってすべてを攻こう撃げき魔法で片かた付づけようとするんだ？　赤ちゃんの安全を第一に考えないと駄だ目めだろう？」

　アンリはやれやれというように額ひたいに手を当てる。

「だって先生……」

「その分じゃ、当分はトリシアみたいに卒業させることはできないな」

「え～っ！」

　がっくりするレンに向かって、トリシアはべえっと舌したを出した。

　せっかく、いいところを彼女に見せようとしたのに台だい無なしである。

「で、君の出で番ばんなんだが」

　アンリは少女を振ふり返った。

「へっ？　わ、私ですか？」

　間ま抜ぬけな返へん答とうである。

　だが、アンリは微笑ほほえんでうなずく。

「そう。あの鷲頭獅子は知ち性せいを持った生き物だ。説せつ得とくしてくれ」

　トリシアはチラリと怪物の方を見る。

　ためらいがその目に浮かぶ。

　無む理りもないよな。

　と、傍はたからレンは思う。

　自分の何倍もある巨体。

　あの爪つめでひと搔かきされれば、頭から足先まで真まっ二ぷたつだ。

「先生、やっぱりわたしじゃ……！」

　と、少女が言い掛かけた時……。

「君は、言葉を使わずに生き物と意い思しを通じ合える、希け有うな能のう力りよくの持ち主だ。君ならきっと……」

　アンリは、じっとトリシアの瞳をのぞき込んだ。

「あの鷲頭獅子を落ち着かせて、赤ちゃんを救うことができると思うんだ」

「……は、はい！」

　トリシアは頰ほほを真っ赤にして答えた。

「私、やります！」

　レンは思わずコケそうになった。

「……まったく、アンリ先生の前だと急にいい子になるんだから」

　脇わきから冷ややかな声。

　キャットである。

「あれ、いたの？」

　トリシアは振り返る。

「いたの？　じゃないわよ、あんた、アンリ先生以外、目に入らないの？」

「……そうかも」

「ええい、こいつめ！」

　キャットはトリシアの頭を抱かかえ込み、グリグリとこぶしをこめかみに当てる。

　実は、キャットも魔法学校の生せい徒と。

　トリシアとは、親友と言ってもいい仲なのだ。

　二人の間に入れないレンは、ちょっと羨うらやましい。

　アンリ先生の前だとお淑しとやかだし、キャットと一いつ緒しよだとにこやか。

　何だか自分だけがトリシアに蔑ないがしろにされている気がするのだ。

「……じゃあ、頑がん張ばってよ。信じてるから」

　キャットは真ま面じ目めな顔になって手を放した。

「パット、ここは任まかせるよ」

　と、レンは割り込んだ。

　我われながら子供っぽい行こう為いだとは思うが……。

「もう、パットって呼ぶなって言ってるでしょ。……じゃあ、行くね」

　トリシアは、鷲頭獅子の方に向かって足を踏ふみ出した。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　グルルルルッ！

　鷲頭獅子はトリシアが近づいてくるのを見ると、唸うなり声を上げた。

　ビリッ！

「…………！」

　産うぶ着ぎが裂さけ、下のくちばしに引っ掛かかった赤ん坊が落ちそうになる。

（大人おとなしくして、お願い！）

　トリシアは急いで心に語りかけた。

　暴あばれかけた鷲頭獅子の動きが一いつ瞬しゆん止まる。

　その目が、どこからの声だろうとあたりを見回す。

（わたしよ、あなたの前）

　トリシアは緊きん張ちようを隠かくせない面おも持もちで呼びかけた。

　身体からだが震ふるえる。

　少しずつ前に進もうとするが、恐きよう怖ふが重りとなって邪じや魔まをする。

　アンリの張はった〝障しよう壁へき〟の〝呪じゆ波は〟が自分を守ってくれていると分かっていても、恐こわいものは恐いのである。

（わ、わたし、敵てきじゃないわ。あなたを救たすけたいの）

　トリシアが言うと、鷲頭獅子は翼つばさを羽撃はばたかせて威い嚇かくした。

　捕とらえられ、売られ、狭せまいところに押おし込まれていたのだ。

　人間を信じろというのは無む理りな相そう談だんだろう。

　だが……。

「風かざ切きり羽ばね、切られているの？」

　トリシアは鷲頭獅子の羽は根ねを見てつぶやいた。

　ヴェルナー卿きようは鷲頭獅子が逃にげないように、翼の先せん端たんを切っていたのだ。

（可哀かわい相そうに……）

　トリシアは涙なみだぐんだ。

　大空を悠ゆう々ゆうとゆくべき鷲頭獅子が、その飛ぶ力を奪うばわれたのだ。

「怒おこるのも、無理ないよ）

　少女は怪物のそばに近づいていった。

　怪物を見た時に感じた恐怖は、いつの間まにか消えていた。

　不ふ思し議ぎなことに鷲頭獅子も、もはやトリシアのことを襲おそう気け配はいを見せなかった。

　少女の心の声に、この生き物は真しん実じつを感じ取ったのだ。

　この娘むすめが救けたいと言えば、それは噓うそではない。

　鷲頭獅子は翼をたたみ、大人おとなしく座すわり込んだ。

　トリシアは瓦が礫れきを上ると、怪物のすぐ脇わきに立った。

　鷲頭獅子は首を傾かたむける。

　トリシアは手を伸のばし、そっと赤ん坊を抱だき寄よせた。

　周しゆう囲いで上がる喚かん声せい。

　だが、アンリがそれを制する。

　トリシアは赤ん坊を抱いたまま、鷲頭獅子の身体からだを診みてやる。

　あちらこちらに傷がある。

　鞭むちで打たれたものだろう。

　鉄の枷かせが擦すれてできた傷もある。

　トリシアは魔ま旋せん律りつを詠えい唱しようし、その傷のひとつひとつを治なおしてゆく。

〝魔旋律〟とは、音おん声せい化かされた〝呪じゆ波は〟。

　一種の精せい神しん波は動どうである。

「もう、痛くないからね」

　傷が癒いえてゆくと、鷲頭獅子はその大きな頭をトリシアの身体にすりつける。

（淋さびしいの、お前？　ここじゃ、仲間もいないものね）

　トリシアはその頭を搔かいてやる。

（……わたしもだよ。わたしもひとりなんだ）

　トリシアは今でも思い浮うかべることができた。

　父と母と妹を、一瞬のうちに失うしなった日のことを……。




　転ころがった鞠まりを取りに、ヨチヨチと通りに出てゆく妹。

　そこに、ガラガラという轟ごう音おんとともに、暴ぼう走そうして突っ込んでくる馬車。

　非ひ情じような車しや輪りんに引き裂さかれそうになった妹を救おうと、立ちふさがった母。

　宙ちゆう高く跳はね上げられた二つの身体。

　三回、母の身体は石いし畳だたみの上で弾はずんだ。

　駆かけ寄る父の背。

　馬車から下りる大おお柄がらな兵士たち。

　そして、きらびやかな衣い裳しようをまとった大柄な貴き族ぞく。

　動かなくなった母と妹を抱だき締しめ、肩を震ふるわす父。

　その前に、金貨の入った袋ふくろを投げ出す貴族の、白い、無む表ひよう情じような顔。

　金貨を投げ返し、つかみかかろうとする父。

　その胸むねを、幾いくつもの鋭するどい刃やいばが貫つらぬく。

　背中まで突き通った銀色の剣けん先さき。

　兵士たちはゆっくりと剣を抜き、鞘さやに収おさめる。

　傷口から噴ふき出す血が、トリシアの顔にもかかる。

　温あたたかい印いん象しよう。

　貴族と兵士たちの乗った馬車は、トリシアの目の前をかすめるようにして去ってゆく。

　まわりを取り巻いてた野や次じ馬うまも次し第だいに消え、父と母、妹の冷たくなった亡なき骸がらと、トリシアだけが夕日のもとに残される。

　誰だれが取ったのか、金貨の袋は消えていた。




（……さあ、お行き）

　トリシアは鷲頭獅子の首くび筋すじをポンと叩たたいた。

（風かざ切きり羽ばねも治なおしたし、もう飛べるよ）

　鷲頭獅子は大きく羽撃はばたいた。

　旋せん風ぷうが巻き起こり、巨体が宙に浮かび上がる。

「い、今だ！」

　兵士たちが、飛び立とうとする鷲頭獅子に向けて矢をつがえる。

「駄だ目めっ！」

　赤ん坊を抱いたトリシアの鋭するどい声が、これを制する。

「あれは私の患かん者じやよ！　また傷つけたら許ゆるさないんだから！」

「そうだ。止やめた方がいい」

　アンリがうなづいた。

　兵士たちはしばらくためらってから、武器を下ろした。

　鷲頭獅子は、トリシアの上空を旋せん回かいした後、東の空を目め指ざした。

　捕つかまる前に住んでいた土地に、帰ってゆくのだろう。

「……はい」

　トリシアは、母親の手に赤ん坊を返した。

　ギュッと抱き締しめる母親。

　胸が疼うずく。

　そんな少女の肩に、アンリは優やさしく手を置いた。

「よくやったね」

「いいえ」

　トリシアは頰ほほを熱くしてうつむく。

　張はり詰つめていた緊きん張ちようの糸が切れて、どっと疲れが襲おそってくる。

「……君は二つの命を救った。二つとも自分の痛みや恐きよう怖ふを、人間に訴うつたえる術すべを持たないか弱い命だ」

　アンリは少女の耳にささやいた。

「…………！」

　トリシアははっと顔を上げた。

「君はそうした命を救いたくて、医者を志こころざしたんだろう？」

　その通りだった。

　トリシアの動物や街まちの人たちの思し念ねんを聞く能のう力りよくが突とつ然ぜん、開かい花かしたのは一年前。

　魔法の才能がないと諦あきらめ、魔法学校をやめようかと思っていた頃ころのことだった。

　その時、まず飛び込んできたのは、たくさんの失うしなわれてゆく命の悲しみと、もっと生きたいという叫さけびだった。

　そして、残されたものの悲ひ嘆たん。

　救たすけてあげたい。

　純じゆん粋すいな衝しよう動どうが、少女の心に沸わき起こった。

　もう、両親や妹の時のように、死を傍ぼう観かんしているのは嫌いやだった。

「……そう」

　アンリの姿すがたがゆらゆらと歪ゆがんだ。

　知らないうちに涙なみだが湧わいてきていたのだ。

「わたし、救けることができたんですよね？」

「そうだよ」

　トリシアはアンリの胸むねにすがりつくと、思い切り泣いた。

「ご苦く労ろう様さま、トリシア先生」

　アンリはそのままそっと背中を撫なでてやった。










　カルテ１　激げき怒ど、奪だつ還かん、初はつ執しつ刀とう！




　トリシアはもう半日、机つくえに向かってぼけーっと頰ほお杖づえをついていた。

　日はとっくに落ちている。

　ここ数日、患かん者じやがない。

　今日きよう、診療所を訪おとずれたのは、アンリ先生と親友のキャット、大屋のセルマと……。

（……後はどうでもいいレンだけ）

　揃そろいも揃って、完かん壁ぺきなまでの健けん康こう体たいだ。

　レンは〝星ほし見みの塔とう〟での魔法修しゆ業ぎようの合あい間まをぬって、一日一回は様よう子すを見にやってくる。

　その度たびにセルマに作ってもらった食事や、お菓か子しを持ってきてくれるのだが……。

（余よ計けいなお世せ話わだっていうの）

　レンの心こころ遣づかいのつもりの行こう動どうが、財ざい政せい逼ひつ迫ぱくのトリシアにはいちいち気に障さわる。

　とうとう今日は──いや、今日も──二度と来るなと怒ど鳴なって追い出してしまったのだ。

　それでも……。

　レンが持ってきた果くだ物ものは、とっくに皮と種たねだけになっていた。

（……オナカスイタ）

「…………！」

　トリシアはハッとして床ゆかに目を遣やった。

　診しん療りよう室しつの隅すみに置かれた、小さな家を模もした箱。

　その戸口の部分から、三匹のネズミが顔をのぞかせていた。

　トリシアよりも古い、この家の住人たちである。

（もうそんな時間なの、ごめんね）

　トリシアは机の引き出しから木の実みを取り出すと、小こ皿ざらに乗せてネズミたちの前に置いた。

「そろそろ寝ねようかな。今日はもう誰だれも来そうにないし……」

　餌えさを頰ほお張ばるネズミたちを見ながら、トリシアはつぶやく。

　通つう常じよう、トリシアの診療所は夜や行こう性せいの生き物がやってくる場合も考え、真夜中過すぎまでランプを消さないのだが……。

「残すんじゃありませんよ」

　残す訳わけなどないが、一応そうネズミたちに言い聞かせ、トリシアは白衣を脱ぬいだ。

　ハンガーに白衣を掛かけ、豊ゆたかな髪かみをきっちりと留とめていたリボンを解とく。

　パラリと腰こしのあたりまで髪が落ちる。

　女医が少女に戻もどる瞬しゆん間かんだ。

　トリシアは表おもての扉とびらの閂かんぬきを下ろすと、ランプを持って寝しん室しつに向かった。

　早はや々ばやと毛もう布ふにもぐり込むことに決め、寝しん台だいの脇わきの木製のスツールに腰こしを下ろしてサンダルを脱ぎ、下着一枚になる。

　気がつかないうちに、足の爪つめが伸のび、先が割われていた。

（お洒落しやれなんか、ほど遠い世界の話になっちゃったなあ）

　つい、漏もれるため息。

　その時……。

「……先生」

　どこかで声。

（空そら耳みみ？）

　トリシアは顔を上げた。

（疲れてるのかな？）

「先生」

　もう一度、今度ははっきりと聞こえた。

　幻げん聴ちようではない。

　トリシアは手近にあったガウンをつかむと、裸足はだしのまま診しん療りよう室しつに駆かけ戻った。

「どなた？」

　扉の覗のぞき窓まどを開けて、外を見る。

「急きゆう患かんだ。怪け我がをしている」

　扉の向こうにいるのはフード付きの緑みどりのローブをまとった長身の男と、大きな四つ足の生き物だ。

　ローブを深く被かぶっているので、男の顔は見えない。

「今、開けます」

　少女はチラリと鏡をのぞいてガウンのボタンをきちんとかけ、乱みだれた髪を直すと閂を外はずした。

「さあ、どうぞ」

　トリシアが扉を開いて診療室に通そうとすると、ローブの男は頭を振ふった。

「患かん者じやは私ではない」

　男が指さしたのは、後ろの動物だった。

「彼だ」

　その動物の長い顔には覆おおいが掛かけてあったが、ブルルと嘶いななく声がした。

　筋きん肉にくのつき方が見み事ごとだ。

　体色は真冬の雪のように白く、その肌はだはビロードのように滑なめらかで、蹄ひづめは銀色。

　その尾とたてがみは、絹きぬ糸いとのように繊せん細さいだ。

　だが今は、全ぜん速そく力りよくで疾しつ走そうした後のように泡あわ汗あせが吹ふき出し、身体からだ全体が細こまかく震ふるえている。

「馬ですね」

　トリシアはその動物の傍かたわらに行って、そっと首くび筋すじを撫なでた。

「今は……そう見えるな」

　男は謎なぞめいた言い方をした。

「顔の覆いを取ってやってくれ。私には触ふれられない」

　トリシアは不ふ審しんに思いながらも布をめくった。

　目の澄すんだ、端たん正せいな顔つきの馬だ。

　ただ、額ひたいの中心に何かが切り取られたような痕きずがあり、赤い、ゼリー状じようの骨こつ髄ずい液えきのようなものがじくじくと染しみ出してきている。

　妙みような傷だ。
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「これは？」

　傷口を観かん察さつしながらトリシアはロープの男に尋たずねる。

「角つのを……切り取られたのだ」

　男は苦にが々にがしげに答える。

「……じゃあ、これは一角獣ユニコーン？」

　少女はある種の畏い怖ふのこもった声でつぶやく。

　一角獣。

　ほとんど人の目に触れることのない、幻まぼろしの聖せい獣じゆう。

　古い文ぶん献けんで、その絵え姿すがたを見ることはあったが、本物を目にするのは無む論ろん初めてだ。

（傷は痛む？）

　トリシアは自分の能のう力りよくを使って、直ちよく接せつこの不ふ思し議ぎな生き物に話しかけた。

（ああ。だが、耐たえられぬほどではない。……どこで我われ々われの言葉を？）

　と、一角獣は尋ね返す。

（言葉じゃないわ。心を通して話しているの）

（では、小鳥や妖よう精せいたちの噂うわさは真実だったのだな。この街まちに、あらゆる生き物と意い思しを交かわすことのできる〝命の癒いやし手〟がいるという話は）

　トリシアはかぶりを振った。

（買い被かぶりよ。そうなりたいとは思っているけどね。……さあ、こっちに来て）

　少女は大型動物用の診療室に一角獣を引いていった。

　一角獣はトリシアが指し示じすると、大人おとなしく敷しき藁わらの上に座すわる。

（まず、傷口を浄じよう化かするわね）

　少女は患かん畜ちくの前に膝ひざをつくと、その額ひたいに手を当てて〝呪じゆ波は〟を音おん声せい化かした魔ま旋せん律りつを発した。

　手のひらがぼおっと緑みどりに輝かがやき、不ふ浄じようなもののみを燃もやし尽つくす聖なる炎ほのおが傷を洗う。

　トリシアの手て際ぎわを見て、ロープの男は感かん嘆たんした。

「その若さで大したものだ。アンリのお気に入りの弟で子しだけのことはある」

「先生をご存ぞんじ？」

　トリシアは男を見上げた。

「ああ。任まかせるなら君だと常つね々づね言っていた」

　男はフードを脱ぬいで顔を見せた。

「……アールヴ？」

　トリシアは男の顔を見て息を吞のんだ。

〝光の民たみ〟アールヴ……。

　人間や妖よう精せい族ぞくの創そう造ぞうよりも前に、創造神エルが己おのれ自身に似にせて作った、半はん精せい霊れい的てきな誇ほこり高き種しゆ族ぞく……。

　悲ひの打ち所のない整ととのった容よう貌ぼう。

　碧みどりの瞳ひとみに、きれいに刈かり揃そろえられた金きん髪ぱつ。

　アールヴは例外なく、金髪で緑の目だ。

（……僕ぼくらと違ちがって、アールヴには多た様よう性せいがない。その必ひつ要ようがないからね）

　魔法学校の授じゆ業ぎようでの、アンリの言葉が思い出される。

　不ふ慮りよの事じ故こや戦せん争そう以外では死ぬことのない、基き本ほん的てきに不ふ老ろう不ふ死しのこの種族には、子し孫そんを残してゆく必ひつ要ようがない。

　子供が生うまれるのは、年に二人か三人。

　目の前に立つこの若者も、十代後半か二十代前半に見えるが、実じつ際さいの年ねん齢れいは数すう世せい紀きかそれ以上だろう。

「自己紹しよう介かいが遅おくれた、若き民の娘むすめよ。私はアールヴの長おさファランの子、フェリノール。名乗りはしなかったが、何回か王城や〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていで顔を合わせたことがある」

　トリシアは思い出した。

「あっ、確たしか降こう星せい祭さいの時に先生たちとジグの演えん奏そうをされた……。フェリノール、覚おぼえていますとも！　わたし、あなたに頭を撫なでてもらったことがあります！」

　アールヴは笑った。

「あれは二年前のことか。あの頃ころの君はまだ魔法学校の劣れつ等とう生せいで、一番簡かん単たんな〝猫ねこ目め〟の魔ま旋せん律りつさえ唱となえられなかった」




　アムリオンでは人間とアールヴの交流が盛さかんであり、王おう都とに半定てい住じゆうしているアールヴさえ少なくはない。

　フェリノールといえば、アムリオンでも最も有名なアールヴのひとり。

　アンリやセルマの友人であり、アムレディア王女を助けてこの国を救った英えい雄ゆうとして、知らぬ者はない。

　フェリノールはアムリオンにいる時は、たいてい〝三本足の洗い熊〟亭に宿を取る。

　だが、やはり孤こ独どくと思し索さくを好このむ種族に相応ふさわしく、都会の喧けん騒そうを避さけて時々ふらりと旅に出ては、何か月も戻もどらぬことが多い。

　特にこの数年は、ちょくちょく辺へん境きようを放ほう浪ろうして王都にいることが少なかったので、トリシアがフェリノールに会うのは開かい院いん以い来らい、初めてのことだった。




「彼を救たすけることができたのは、幸運な偶ぐう然ぜんと呼よばねばならぬだろう」

　トリシアが一角獣ユニコーンの怪け我がの原げん因いんについて尋たずねると、アールヴは答えた。

「私は北の荒れ地での雑ざつ用ようを済すませ、友人たちとの二か月ぶりの再会を愉たのしみに旅を急いでいた。ところが、シャルヴレーヌの森の中心辺あたりまで来ると、何やら禍まが禍まがしい気け配はいが集まっているのが感じられたのだ。軽い好こう奇き心しんと冒ぼう険けん心しんから、私はその気配の出で所どころを捜さがすことにした」

（小鬼ボーグルどもだ！　あの醜みにくいっ！）

　一角獣は興こう奮ふんして立ち上がり、敷しき藁わらを蹴けった。

　アールヴはうなずいて、話を続けた。

「そう、私が出くわしたのは、十数匹の小鬼が彼を幾いく重えにも荒あら縄なわで縛しばりつけ、その角つのを斧おので切り落とそうとしているところだった。

　私はとっさに弓を引いて何匹かの小鬼を倒たおした。だが、どうした運うん命めいの皮ひ肉にくか、斧を構かまえた小鬼からは矢が逸それてしまったのだ。斧は無む残ざんにも、角めがけて振ふり下ろされた。

　小鬼を全部射い殺ころしても良かったが、まずは一角獣の傷をと思い、私は彼のいましめを解ほどきにかかった。その身体からだに直ちよく接せつ触ふれないように解くには、時間がかかった。その間に、生き残った小鬼どもは、切り取った角を持って逃げてしまったのだ」

「なぜ、そんな……」

　こんな美しい生き物を傷つけようとするものがいるとは、トリシアには信じられなかった。

「森の守しゆ護ご者しやとして知られる一角獣は、創造神エルの祝しゆく福ふくを受けた存そん在ざいだ。この祝福の力はあまりにも強く、わずかでも汚けがれた、邪よこしまな考えを抱いだく者はそれに耐たえることはできない。アールヴでさえ、この高こう貴きな生き物に触れることは恐おそろしいのだ」

「心正しき民たみであるアールヴも？」

「ああ、若き民の娘むすめよ」

　フェリノールの顔に皮肉な笑みが浮かぶ。

「我われ々われ〝光の民〟は、知らず知らずのうちに高こう慢まんの罪つみを犯おかしていることが多い。私も不ふ用よう意いに触れれば、無む傷きずではいられまい」

　自みずから高慢と言う割わりには、謙けん虚きよな言葉である。

「ましてや、若き民ともなると、一角獣に触れて死なずに済すむのは、君のような汚れを知らぬ乙おと女めぐらいのものだろう。一いつ方ぽう、小鬼たちは冥めい府ふの女め神がみスヴァニルダの呪のろいを受け、日の下に出ることを拒こばまれた妖よう精せいの一族。一角獣の存そん在ざいは、それ自体が彼らの命を脅おびやかす脅きよう威いなのだ。だが、角を失うしなった一角獣は、もはや一角獣ではない。エルの寵ちよう愛あいと祝福を次し第だいに失い、ただの馬と変わりがなくなってしまう」

（シャルヴレーヌの森は、太たい古こから私が守ってきた。私が力をなくせば、小鬼は思いのままにあの森を破は壊かいし尽つくすだろう。癒いやし手よ、早く私の傷を治なおし、祝福の力を取り戻もどしてくれ。急がなければ取り返しのつかないことになる）

　一角獣の思し念ねんには、焦あせりの色が顕あらわれていた。

（……まず、診みてみるわ）

　トリシアは、興こう奮ふんする角なし一角獣の背せを撫なでて落ち着かせると、薬やく品ひん棚だなから鎮ちん痛つう薬やくを取り出した。

「飲んで」

　少女は暗あん褐かつ色しよくの薬やく液えきを匙さじに取ると、一角獣の口に運んだ。

「苦にがくないから」

（……苦いな）

　一角獣は不ふ平へいを漏もらした。

　薬くすりはすぐに効きき始めた。

　乱れていた呼こ吸きゆうが一定になり、吹ふき出ていた汗あせが引き出す。

　震ふるえが収おさまった身体からだに丁てい寧ねいにブラシをかけてから、トリシアは改あらためて額ひたいの傷口を観かん察さつした。

「……こんな器き官かんは見たことないわ」

　トリシアはため息をつく。

　角の断だん面めんを観かん察さつすると、一番外側には厚い外がい殻かくがあり、その内側には赤いゼラチン状じようの骨こつ髄ずいに似た物ぶつ質しつが詰つまっている。

　そのまた中心にあるのが、脊せき椎つい並なみの太さの神しん経けいの束たばだ。

　角というより、猫ねこのヒゲのような一種の感かん覚かく器き官かんみたい。

　少女は思った。

　正しよう直じきな話、治ち療りように取りかかる目め処どが立たない。

　何しろ、一角獣の解かい剖ぼう記き録ろくなどない。

　他の似たような動物の例から類るい推すいするには、この高こう貴きな獣けものは特とく殊しゆ過すぎた。

　取りあえずは、検けん査さ。

　徹てつ底てい的てきな。

「どうだ？」

　フェリノールがそっと尋たずねた。

「アンリ先生を呼んできてください。ひとりだけじゃ、検けん査さの手も足たりないの」

「分かった」

　アールヴは急ぎ足で出ていった。

　トリシアはその間に、角の断面の組そ織しきの各かく層そうから、拡かく大だいして分ぶん析せきするための標ひよう本ほんを取る。

　それから、一角獣の鼻はな先さきと後こう頭とう部ぶに手を当てて魔ま旋せん律りつを唱となえ、頭とう骨こつを透とう視ししてみた。

　トリシアは小さくあっと声を上げた。

　この角状の器官は、頭骨の内側にも突き出ていて、脳のうの中心まで食い込んでいる。

（たぶん、この根のような部分が、外界からの刺し激げきを直ちよく接せつ脳に伝えて、祝しゆく福ふくの力と呼ばれる魔力を引き出すんだわ。そう考えれば、角を失うしなうことと、祝福の力の喪そう失しつとの関係も説せつ明めいができる。……まあ、問題は治ち療りよう法ほうなんだけど）

　見かけは角でも、切る度たびに生はえてくる鹿しかの角とは訳わけが違う。

　副ふく甲こう状じよう腺せんに魔旋律による刺激を与えるのが有ゆう効こうかも知れないが、これほど繊せん細さいで複ふく雑ざつな器官に、海星ひとでの足のような再生は望のぞめないだろう。

「……トリシア」

　そうこうしているうちに、フェリノールがアンリを連つれて戻もどってきた。

（先生……）

　戸口に立つアンリの姿すがたを認みとめた途と端たん、トリシアの張はり詰つめていた気持ちが一いつ瞬しゆん弛ゆるむ。

　しかし、若い魔ま道どう士しの後ろに、大きなカバンを持った少年が立っているのを見ると、少女の顔は強こわばった。

「レン……！　二度と来ないでって言ったはずだけど？」

　トリシアが少年に食ってかかろうとするのを、アンリが制した。

「僕ぼくが、ついて来るようにと言ったんだ」

「先生が？　どうしてこんな奴やつを!?」

「悪かったね、トリシア大先生！」

　レンもむっとして、カバンを持ったまま帰りかける。

「落ち着け、レン」

　アンリがその腕うでをつかんだ。

「ちょっとここで待っているんだ。……トリシア、君も良くない」

「でも、先生！」

　少女は唇くちびるを尖とがらせた。

「知っている。また喧けん嘩かしたんだろう？　いいかい、レンだって君のことが心配だから、毎日時間を作っては様よう子すを見にきているんだ。やり方は不ぶ器き用ようだけど、その気持ちは気持ちとして受け取って上げなくてはね」

「悪わる気ぎはないのは分かってます。でも、あいつのやることなすこと、私の神経を逆さか撫なでして……」

　愚ぐ痴ちである。

　一人前の医者になったつもりのトリシアだが、相手がアンリだとどうしても甘あまえてしまうのだ。

「トリシア？」

「……はい」

　アンリにじっと見つめられ、少女は渋しぶ々しぶレンを振ふり返った。

「ごめん」

「こ、こっちこそ……ごめん」

　レンも頭を下げる。

　アンリの前だと、二人ともなかなか神しん妙みようである。

　その時。

「トリシア！」

　と、フェリノールの緊きん張ちようした声。

「……一角獣ユニコーン！」

　トリシアは慌あわてて駆かけ寄って一角獣の傍かたわらにしゃがむと、首くび筋すじに手を置いた。

「また、痛いたみ始めているようだ」

　アールヴが言った。

　見ると、また泡あわ汗あせが吹ふき始めている。

「……鎮ちん痛つう薬やくが切れかけてるわ。まだしばらくは保もつはずなのに」

（ごめんね、痛いんだね）

（そうでも……ない）

　一角獣の思し念ねんは弱々しい。

「フェリノールさん、診しん療りよう室しつの薬品棚だなにもっと強力な鎮痛薬があるから取ってきて！　上から二段目の右から五……、じゃなかった、四番目！　ああ、それから薬やく匙さじも！」

　トリシアはアールヴにそう指し示じすると、アンリの方に向き直って手て短みじかに状じよう況きようを説明した。

「……なるほど」

　話を聞くとアンリはうなずいた。

「確かに、組そ織しきの分ぶん析せきが終わらないことには手の出しようがないな。見込みだけで下へ手たに治ち療りようにかかると命取りになりかねない」

「だから、至し急きゆう組織の分析をしたいんです。二人でかかれば時間が半分で済みます。手伝って頂いただけますか？」

「もちろん。そのために来たんだからね」

「じゃあ、こっちへ！」

　トリシアは、組織標ひよう本ほんが置いてある人間用の診療室への扉とびらを開けた。

「レン！」

　アンリは少年を呼ぶ。

「手伝ってくれ」

「えっ？……っと」

　トリシアは戸と惑まどった。

　まだ少し、心の隅すみにしこりが残っているのだ。

　だが、レンは屈くつ託たくのない笑顔を見せる。

「まっかせなさい！　僕だって先生の講こう義ぎ取っているんだから」

（……こういうところが、こいつのいいところなのかもね）

　トリシアはため息をついた。




　三人の共きよう同どう作さ業ぎようによって、分析は能のう率りつよく進んだ。

「この角つのの外がい殻かくは、骨こつ組織と感かん覚かく上じよう皮ひの両方の性せい質しつを持っているね」

　自分の分ぶん担たんを終えて、トリシアの補ほ佐さに回ったアンリは言った。

「時間はかかるけど、〝魔ま旋せん律りつ〟で細さい胞ぼうを活かつ性せい化かし、再生することは可か能のうだと思うな」

「でも、この骨こつ髄ずい液えきに似にた物ぶつ質しつと神しん経けい束そくが問題ですよ」

　レンが異い論ろんを差し挟はさむ。

「どういうことよ？」

（先生に逆さからうなんて、生なま意い気き！）

　トリシアは眉まゆをひそめる。

「腐ふ敗はいが進んでる。君の〝浄じよう化か〟だけじゃ、食い止めきれなかったみたいだね」

　レンは自分で書き留とめた記き録ろくを見て考え込む。

「たぶん……この赤い物質は、魔力と深いつながりがあるんだ。で、魔力が衰おとろえるにつれてこの物質が腐敗し、この物質が腐敗するにつれて魔力が衰えるっていう悪あく循じゆん環かんが起きてる。その上、神経にも腐敗が回りかけているし……。僕としては、角の根の部分の神経を殺して抜いた方がいいと思うな。残った穴は充じゆう塡てん剤ざいで埋うめればいい」

「そんなの駄だ目めよ、レン！　そんなことになったら、一角獣ユニコーンは永えい遠えんに祝しゆく福ふくを失うしなうことになっちゃうじゃない！」

「けど、命は確かく実じつに助かる。たとえ角が治なおったって、魔力まで回かい復ふくする保ほ証しようはないんだし、馬と変わらない姿すがたになろうが、生き延のびられるほうがずっといいさ」

　レンの言葉にも一いち理りある。

「先生？」

　トリシアはすがるような目でアンリを見る。

　だが、アンリは頭を振ふった。

「腐敗が脳に達する可能性を考えれば、僕もレンに賛さん成せいするしかないな。だけど、決めるのは君だ、トリシア。ここでは君が先生なんだよ、忘れないように」

「……もう一度、彼を見てきます」

　トリシアは重い足取りで裏うらに向かった。




　一角獣は藁わらの上に脚あしを折おって座すわっていた。

　その身体からだにはアールヴの手によって、寒さ避よけの毛もう布ふが掛かけてある。

　もう首を起こす気力もないようだ。

　その傍かたわらで三人を待っていたフェリノールが顔を上げる。

「容よう体だいが良くない。鎮ちん痛つう薬やくも効きいていないようだ」

　トリシアはうなずくと、一角獣の正しよう面めんに膝ひざをついて屈かがみ込む。

　少女がそっとその首を撫なでると、一角獣は目を開き、わずかに頭を上げた。

（……どうかね？）

（命は救たすけられると思うの。だけど……）

（そうか）

　一角獣はゆっくりと目を閉じた。

（では、このまま逝いかせてくれ。私の亡なき骸がらは君の研究に役立ててくれればいい。後で私の仲間を治ち療りようすることになった時に、参さん考こうになるだろう）

（何言うの！）

（神の蹄ひづめの音が遠くに聞こえる。君たは人間はどんな神を信じる？　私たちの神は三本の角と三対ついの脚を持ち、時を支し配はいする。三本の角は現げん在ざい、過か去こ、未み来らいを表わし、生も死も常つねにその背の上にあるのだ。……もうすぐ神の御み前まえに出られる。安らかな気分だ）

　トリシアはうつむいてわなわなと肩を震ふるわせていたが、そこまで聞くといきなり一角獣の長い顔を平ひら手てでひっぱたいた。

（ふっざけないでよね！　そんな簡かん単たんに諦あきらめられてたまるもんですか！　森はどうなるのよ!?　そこに住む小鳥やリスたちは!?　小さい無む力りよくな生き物たちの命に対するあなたの責せき任にんはどうするのよ!?　死と戦たたかって、戦い抜いて負けるんならともかく、安らかに、ですって!?　死は悲しく、痛く、辛つらく、醜みにくいものよ！　生きることと同じにね！　楽に逝かれてたまるもんですか！　あんたのその三本角の死しに神がみなんか、くそっくらえだわ！）

　トリシアはキッとアールヴの方を振り返った。

「フェリノールさん！　こいつを見つけたところまでどのくらい!?」

「えっ？……ああ、めいっぱい飛ばせば、夜明け前には着つける……と思う」

　剣けん幕まくに驚おどろいたフェリノールは、しどろもどろになる。

「そこから、小鬼ボーグルの足取り、追おえるわよね!?」

「……おそらく」

　隣となりの部屋から大声に驚おどろいたアンリとレンが駆かけつけてくる。

「レン！　大型動物用の手しゆ術じゆつ用具を大だい至し急きゆうカバンに詰めて！」

「いったいどうすんのさ？」

「決まってるじゃない！この腰こし抜ぬけ馬の角の先を、小鬼どもから取り返してくっつけるのよ！」

「そんなことが……」

「ええいっ！　できるかなんて聞くんじゃないの！　やってみるまで分かんないわよ！　フェリノールさん、ついてきてくれるわよね!?」

　ほとんど脅きよう迫はくである。

「あ、ああ」

　フェリノールはうなずかざるを得えない。

「小鬼相手だ。僕らもついていくよ。セルマのところにいって馬を用意しておこう」

　アンリはニヤニヤしながらそう言うと、戸口に向かった。

「先生！　何が可笑おかしいんですか!?」

「いや、だいぶ医者らしくなったと思って」

　アンリが慌あわてて閉めた扉とびらに桶おけが命めい中ちゆうし、コーンと音を立てた。

　トリシアは腰こしに手を当てて、横たわる一角獣ユニコーンの前に仁に王おう立だちになる。

（さあ、あんたも走るのよ！　わたしを乗せてね！）

（何な故ぜ大人おとなしく死なせてくれぬ？）

（ごちゃごちゃ言わずに立つのよ！）

　トリシアは一角獣のたてがみをギューッと引ひっ張ぱった。

（神よ！　この期ごに及およんでなおも私に試し練れんを与えようというのですか!?）

（うるさいわね！　こんなの、馬ば車しや馬うまの試練に比くらべれば、軽い食後の運動よ！　さあ、行くわよ、意い気く地じなし！　変な格かつ好こうの死神の話はもうたくさん！）

（何たる暴ぼう言げん！）

　一角獣は鼻の穴あなを大きくして立ち上がった。

　トリシアはその背にひらりと飛び乗のる。

　一角獣は嫌いやがって振ふり落とそうとするが、少女はたてがみを両手で強く握にぎってしがみついた。

（落としたら、承しよう知ちしないわよ！）

　トリシアが脇わき腹ばらを蹴けると、一角獣は渋しぶ々しぶ従したがい、前進して外に出た。

「レン！　カバンを！」

「はいっ！」

　少年が直ちよく立りつ不ふ動どうで診しん療りようカバンを差し出すと、トリシアはそれを引ったくった。

「先生はまだ!?」

「用意はいいよ」

　アンリが三頭の馬の手た綱づなを引いて戻もどってきた。

「いつでも出発できる」

　少女はうなずいた。

「フェリノールさん、先せん導どうして」

　アールヴの駆かる栗くり毛げを先頭に、三頭の馬と一匹ぴきの一角獣は、月光が織おりなす静せい寂じやくと平和のヴェールに包つつまれた王都を発たった。




　四人はシャルヴレーヌの森を目め指ざして道を急いそいだ。

　三頭の馬と一匹の一角獣は、闇やみを切って疾しつ風ぷうのように進む。

（見えたわ！）

　トリシアは全力疾しつ走そうする一角獣の首くび筋すじをポンと叩たたいた。

　赤い満月の下、前方に鬱うつ蒼そうとした黒い森の影かげがせり上がってきた。

　予よ想そうよりもだいぶ早く到とう着ちやくできそうだ。

「何ということだ！森が形を変え始めている！」

　先行するフェリノールが息を吞のんだ。

「昨日きのうここを発った時には、木々はあれほど醜みにくく捻ねじ曲まがってはいなかった」

　アールヴの鋭するどい目には、すでに一本一本の木々の変へん化かが映うつっていた。

（私の力が衰おとろえたためだ）

　喘あえぐ一角獣。

（小鬼ボーグルの邪じや悪あくな意い思しが、森に少なからぬ影えい響きようを与えているのだ）

（だったら急ぎなさい、のろま！）

　トリシアは脇わき腹ばらを蹴けった。

（森の守しゆ護ご者しやとしての自じ覚かくがほんの少しでも残っているならね！）

（もし傷が治なおったら、絶対にその生なま意い気きな足に嚙かみついてやる！）

　一角獣は悪あく態たいをつきながらも速そく度どを上げた。

　フェリノールは後こう方ほうを走るひとりと一匹の様子を見ながら頭を振ふる。

「どうも悪態をつきあっているように思えるのだが？」

「同感」

　レンが相あい槌づちを打つ。

　しかし、しんがりをゆくアンリは満足そうに微笑ほほえんでいた。

　あの瀕ひん死しだった一角獣が、見み事ごとに駆かけている。

　これが、トリシアの力。

　魔道士は心の中で少女に敬けい意いを示しめした。
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　森の正しよう面めんにたどり着つくと、フェリノールは馬を止めた。

「ここからは歩きになる」

　アールヴは馬から下りると、弓と矢や筒づつをつかんだ。

「道が細く、馬では動きが取れぬ」

　森の中は暗い。

　アンリがトリシアとレン、そして自分に〝猫ねこ目め〟をかけ、夜よ目めが利きくようにした。

　その間にフェリノールが、獣けもの道みちらしきものを見つける。

「これなら通れるだろう」

　アールヴは足元を確たしかめながら、奥に分け入っていった。

　その後をアンリが、そしてレンが続く。

（あなたはついてくるのよ）

（言われるまでもない）

　トリシアと一角獣は並んで三人の後を追った。




　シャルヴレーヌの森は、侵しん入にゆう者しやを温あたたかく迎むかえ入れはしなかった。

　捻ねじれた枝が絡からみ合って行く手を阻はばむ。

（私の森が……）

　一角獣は悲痛な面おも持もちであたりを見回した。

　黒く変へん色しよくした木々からは尖とがった茨いばらが突つき出て、不ふ用よう意いに踏ふみ込む者を傷つける。

　空気はあくまでも冷たく、漂ただよう霧きりはまるで瘴しよう気きのように、喉のどや目にしみる。

「……小鬼ボーグルたちはどこ？」

「まだ分からぬ。最初に連中を見つけた場所に行ってみよう」

　フェリノールに続いてしばらく早足で進むと、トリシアたちは細い、濁にごった湧わき水の流れにぶつかった。

　おそらく元は、澄すんだ岩いわ清し水みずだったのだろう。

　そこから流れに沿そって下ってゆくと、ちょっとした空あき地が眼前に現われた。

「ここね」

　と、トリシア。

　フェリノールがうなずく。

　空き地には矢に貫つらぬかれた小鬼が六匹、冷たくなって転ころがっていた。

　千ち切ぎれた縄なわの切れ端はし。

　下した生ばえが踏ふみ荒らされ、土が掘ほり起こされた跡あと。

　わずかに残る血の匂におい。

　踏ふみ消された焚たき火びの燃もえかす。

　横たわる小鬼の憎にくしみに満ちた眼は、死んでもなお、この世のすべてを忌いみ嫌きらっているかのようだ。

（殺し合い……）

　トリシアは胃いがキリキリと痛むのを感じた。

（どんな命でも……奮うばわれていい訳わけがないのに）

「生き残った小鬼たちはこちらに向かったようだ」

　足あし跡あとを調べていたフェリノールは立ち上がると、蛇だ行こうする流れの下流を指さした。

「何匹びき？」

　と、アンリ。

「足跡から確かく認にんできたのは、十三、いや十四だな」

　フェリノールは答える。

「追いつけるんでしょ？」

　腰こしの剣に手をかけ、勇いさむのはレンである。

「邪じや悪あくな気を確かに感じる。そう遠くはない」

「……急ぎましょう」

　トリシアは促うながした。




　少女と仲間は、流れに沿そってさらに進んだ。

　次し第だいに流れは幅はばを増まし、小川となって一いつ行こうを森の奥へと誘いざなう。

　だが、気ははやるものの、悪あく路ろでなかなか思うようには足が進まない。

　その上、一角獣ユニコーンが遅おくれ始めた。

（大だい丈じよう夫ぶ？）

　トリシアは一角獣の歩ほ調ちように合わせてゆっくり歩きながら、頭の膏こう薬やくと包ほう帯たいを新しいものと取り替かえた。

（例の鎮ちん痛つう薬やくはまだあるか？）

　トリシアは診しん療りようカバンから瓶びんを取り出すと、彼の口に持っていった。

（一口だけよ）

（……先に行ってくれ）

　一角獣は薬を飲み下すと言った。

（私はここで待っていた方が良さそうだ）

（そうね）

　前方に目を遣やると、三人からはもうだいぶ引き離はなされている。

（ちょっとここで待っていて。すぐに角つのを取り戻もどしてくるから）

（ああ、頼たよりにしている）

　一角獣は首を伸のばしてトリシアの頰ほほに口づけした。

（三本角の神様が来ても、ついていっちゃ駄だ目めだからね）

　トリシアは彼の頭をギュッと抱だき締しめる。

（追い返してやるとも）

　一角獣は、早く行けと少女の背中を鼻はな先さきで押した。




　四人となった一行は、フェリノールの探たん索さく能のう力りよくだけを頼りに進む。

　密みつ集しゆうした木々の間では明るさがよく分からないが、夜明けも近いはずだ。

（急がなくっちゃ）

　焦あせるトリシア。

　接せつ合ごう手しゆ術じゆつは時間の経けい過かとともに難むずかしくなってゆく。

　何としても、日が高く昇のぼるまでに手術を始めたい。

「…………」

　突とつ然ぜん、フェリノールが立ち止まった。

　どうした、と問うようにアンリが片かた眉まゆを上げる。

「……どうやら追いついたようだ」

　三人に伏ふせて待つように指し示じすると、フェリノールはふっと姿すがたを消した。

　アールヴは森における隠おん密みつ行こう動どうの専せん門もん家かといっていい。鈍にぶい人間がついていっても、邪じや魔まになるだけだ。

　少し経たって、フェリノールは戻ってきた。

「やはり十四匹だ。この先の崖がけ下したで、野や営えいの準じゆん備びをしている」

　アールヴは告つげた。

　小鬼ボーグルは夜や行こう性せいである。

　夜明けに眠りに就つき、日ひ暮ぐれに目を覚さます。

「角は？」

　トリシアは小声で尋たずねる。

「中の一匹が革かわ帯おびに差していた。この前は逃がしたが、今度は全部しとめてやる」

　フェリノールは矢や筒づつから矢を抜いて弓につがえた。

「よっしゃあっ！」

　血けつ気き盛さかんなレンも、剣の柄つかに手をかける。

「ち、ちょっと待って！」

　トリシアは二人を止めた。

「お願い、殺さずに……。小鬼たちを殺さずに取り戻して」

「不ふ可か能のうだ」

　フェリノールは頭を振った。

「あのねえ、四対十四なんだ。手て加か減げんしたらこっちが危あぶないだろ？」

　レンも同どう調ちようする。

「ったく、女ってのは、いざって時に甘あまくなるから」

「わたしは医者なの」

　普ふ段だんならレンの頭に思いっきりカバンを叩たたきつけているところだが、今は忍にん耐たい強く説せつ得とくする。

「たとえ、わたしたちと分かり合えない生き物だって、無む闇やみに命を奪うばっては駄だ目め」

「君にやれとは言っていない。ここで待っていればいい」

　フェリノールは優やさしい視し線せんをトリシアに向ける。

「こう考えるのだ。ここで十四の汚けがれた命を奪うことによって、この森の何百、何千といった無む垢くな命が救われる、と」

「…………」

　トリシアは唇くちびるを嚙かんだ。

　罪つみなきたくさんの命を守るために少数の悪を断たつ。

　正せい論ろんである。

　だが……。

「汚れた命だなんて……誰だれが決めたのよ！」

　トリシアはアールヴを見上げた。

「醜みにくいとか、悪いとか、汚きたないとか、自分の目から見てのことに過すぎないじゃない！　小鬼ボーグルたちにしてみれば、こっちが邪じや悪あくで、恐おそろしい生き物かも知れないのに！」

「トリシア？」

　呆あつ気けに取られるフェリノール。

「やばっ、パットが切れた」

　レンがアンリの陰かげに隠れて難なんを逃のがれようとする。

「そっちの好こう戦せん的てきなガキも逃げるんじゃない！」

「……はい」

「フェリノールさん、お願い！　小鬼たちを殺して血に塗まみれた手じゃ、わたし、一角獣ユニコーンを癒いやせない！」

　アールヴは弓を握にぎった手を下ろし、魔ま道どう士しを見た。

「君の弟で子しは無む茶ちやを言うな？」

「無茶じゃないだろ、フェリの腕ならさ」

　アンリはさらりと言った。

「レン、剣を収おさめなさい」

「え～っ！　せっかく戦たたかえると思ったのに……」

「レン」

「……はい、先生」

　レンは渋しぶ々しぶ剣を鞘さやに戻もどした。




　少し行くと、小川は小さな崖がけにぶつかって滝たきになっていた。

　トリシアたちは崖の脇わきの茂しげみから、滝たき壺つぼの方をうかがう。

　滝壺の周しゆう囲いでは、ボロ布をまとった、小さな人間のような生き物が何匹か動き回っていた。

　小鬼である。

　栄えい養よう失しつ調ちようの子供のような体たい格かくで、背は高いものでもトリシアぐらい。

　つるつるの頭に尖とがった耳。その耳のあたりまで裂さけた大きな口と、そこから覗のぞく黄色く長い牙きば。指先には鋭するどい爪つめがあり、ぬらついた緑みどりと灰色の斑はんがある肌はだは両りよう棲せい類るいを思わせる。

　腹はら這ばいになり、川の流れに口をつけて水を飲むもの。

　鷲わしづかみにした小鳥を頭からバリバリと丸まる嚙かじりにするもの。

　自分の頭が入るほど口を大きく開けて、鼾いびきをかきながら眠り込むもの。

（衛えい生せい的てきとは言えないわね）

　というのがトリシアの感想だ。

「もともとこの辺には、小鬼なんかいないはずなのにな」

　レンがトリシアにささやく。

「同感だね」

　と、アンリ。

「で、フェリ、角つのを持っているのは？」

「あいつだ」

　アールヴが指さした先には、他の小鬼よりもひと回り大きな、腹の出た奴やつが岩を枕まくらに寝そべっていた。

　目を凝こらすと、そばの岩いわ陰かげに銀色の鎗やりの穂ほ先さきのようなものが突つき立ててある。

「あれよ！」

　トリシアの胸が高たか鳴なる。

「よし、角さえ取り戻せば小鬼たちは逃がしていい訳わけだ。フェリ、君は右手に回って連中を追い立ててくれ。僕は奴やつらの左手で待ち伏ぶせる。うまく角を置いて逃げ出してくれるか角を持った奴が僕の懐ふところに飛び込んでくれればよし」

　アンリは二人の弟で子しを振り返った。

「角を持った小鬼が川かわ下しもに向かった時には君たちに任まかせる。いいかい？」

　トリシアとレンはうなずき返す。

「……でも、攻こう撃げき魔法も剣も駄だ目めならどうやって？」

　バコッ！

「そのくらい自分で考えるの！」

　アンリに尋たずねようとしたレンの後こう頭とう部ぶを、トリシアは叩たたいた。

「準じゆん備びができたら教えてくれ」

　フェリノールはまた姿すがたを消した。

　トリシアとレンは、アンリについて滝を大きく迂う回かいしながら崖がけを下り、灌かん木ぼくの陰を通って小鬼たちの左手に出る。

　アンリは自分から離はなれるようにと二人に手で合あい図ずする。

　トリシアたちが後ろに下がると、アンリは二回、高く口くち笛ぶえを吹いた。

　すると、小鬼たちの向こうの茂しげみからアールヴが飛び出し、ビュンビュンと立て続けに矢を放はなった。

　あっという間まに、三匹が木の幹みきに矢で縫ぬいつけられ、身動きが取れなくなる。

　トリシアはひやりとしたが、小鬼たちはかすり傷ひとつ負おっていない。

　フェリノールは服だけを狙ねらって、見み事ごとに命めい中ちゆうさせたのだ。

　もともと臆おく病びような小鬼たちは恐きよう慌こうをきたし、アンリが待ち構かまえている方向に殺さつ到とうする。

　そこで、魔ま道どう士しはパッと立ち上がり、行く手をふさいだ。

　驚おどろき、立ちすくむ小鬼たち。

　やけくそになって斧おのや剣を振り上げたものだけに対し、アンリは魔ま旋せん律りつを唱となえた。

　四匹がばったりと倒たおれる。

「眠らせただけだ」

　アンリは振り返り、トリシアを安心させるように言った。

　その間に、レンが川下に向かった一匹に飛びかかり、縄なわでグルグルに縛しばり上げようとする。

「こ、こら！　動くなっての！」

　結けつ構こうてこずっている。いい勝しよう負ぶだ。

「角つのは!?」

　トリシアは一角獣ユニコーンの角を目で捜さがす。

（あった！　まださっきの岩いわ陰かげに突き立てられたまま！）

　トリシアは走った。

　それを見た小鬼たちは、倒し易やすそうな敵てきだとばかりに一いつ斉せいに少女に殺到する。

「危ない！」

　レンの声が後ろから飛ぶ。

　トリシアは振り向いた。

　錆さびついた剣を振りかざし、一匹の小鬼が突とつ進しんしてくる。

「邪じや魔ましないでよね！」

　少女の指先から、〝呪じゆ波は〟の稲いな妻ずまが迸ほとばしり、小鬼の剣を直ちよく撃げきする。

　剣は砕くだけ、小鬼は目を回した。

「あ、ごめん！」

　トリシアはそう声をかけてから岩陰に走った。

　角はまだ、その場所で朝日を浴あびて冷たく輝かがやいている。

　少女には見えた。

　切り落とされた角が、神しん秘ぴ的てきな銀色の光をまとい、不ふ思し議ぎな生命力を保たもっているのが。

　トリシアはその前まで来ると、膝ひざをつき、そっと手を差し出した。

　だが、その手が触ふれようとした瞬しゆん間かん。

　脇わきから緑みどり色いろの腕うでが伸のびて角を引ったくった。

「…………！」

　少女が見上げると、そこには顔がん面めんに無数の傷を負おった小鬼が、左手に角、右手に大おお斧おのを持って立っていた。

　小鬼は唸うなり声を上げながら斧を構かまえ、トリシアの方に一歩踏ふみ出す。

（角を返して！　それはあなたのものじゃないでしょ！）

　トリシアは語りかけた。

　小鬼は一瞬、驚おどろいたように動きを止めたが、すぐに斧を握にぎり直して少女の頭めがけて振り下ろした。

　思わず目を閉じるトリシア。

　その時……。

　ドーンッ！

　突とつ然ぜん、小鬼の足の下の地面が膨ふくらみ始めたかと思うと、凄すさまじい轟ごう音おんとともに爆ばく風ふうが小鬼を吹ふき飛ばした。

「…………？」

　どうやら生きている。

　トリシアはもうもうと立ち上る土つち煙けむりの中であたりを見渡した。

　斧を握ったままの小鬼は、少女の足元に大の字になって倒れている。

　そのそばに、ぼんやりと銀色に輝くもの……。

「……角！　そう、角よ！」

　トリシアは角を拾ひろい上げると、そっと土を払はらった。

　フェリノールたちが集まってくる。

　全員無ぶ事じのようだ。

「トリシア」
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　アリンが声をかける。

「先生、見えますか、この輝き？　まだ、命を保たもっているんです」

　トリシアは両手にのせた角をアンリの方に差し出した。

　アンリはうなずいたが、それを受け取ろうとはしなかった。

「君が持っていた方がいい。ごらん、君の手の中だと、次し第だいに輝きが増ましてくる」

「このような癒いやしの力は初めて見る」

　フェリノールが感かん嘆たんしたようにつぶやく。

「……ところで、小鬼たちだが、君が言った通りに逃がしてやった。。アンリが吹ふき飛ばした奴やつも、目が覚さめれば森から出て行くだろう」

「さっき助けてくれたの、やっぱり先生だったんですね」

　トリシアはアンリの顔を見た。

「先生、ずるいじゃないですか！　僕には剣も攻こう撃げき魔法も使うなって言っておいて！」

　レンが膨ふくれっ面つらになる。

「あれは、まあ……」

　アンリは頭を搔かいた。

「ほら、狙ねらったのは小鬼じゃなくて、その下の地面だから」

「そういうの、詭き弁べんっていうんですよ。……先生のくせに」

　レンはにらんだ。

　普ふ段だんやり込められてばかりだから、ここぞと反はん撃げきに出たのだ。

「そ、そうだ！　そんなことより一角獣ユニコーンだろう？　さあ、彼が待っている」

　アンリは誤ご魔ま化かすのがあまりうまくなかった。




　一角獣はトリシアと別れたところで横になっていた。

　少女たちが駆かけ寄ると、彼はわずかに頭を上げた。

（早かったな）

（取り戻もどしてきたわ）

　トリシアは一角獣の頭を膝ひざに乗せて休ませてやると、角を目の前に差し出した。

（ほら、これ……。時間がないから、ここで手術を始めるね。いい？）

（是ぜ非ひもない）

「先生お湯を。レンとフェリノールさんは風よけの天幕テントとランプを用意して」

　各自が仕事にかかると、トリシアは一角獣の首くび筋すじに手を当てて、魔ま旋せん律りつを詠えい唱しようした。

　麻ま酔すいと等ひとしい効こう果かを持つ〝呪じゆ波は〟である。

　一角獣の身体からだから力が抜ける。

　トリシアは毛もう布ふを敷しいた上にその頭を下ろし、カバンから消しよう毒どく済ずみの手術用よう具ぐを取り出して並べる。

　お湯が運ばれ、周しゆう囲いに天幕が張はられ、ランプが一角獣の頭部を明るく照てらす。

　これで準備はいい。

　初めに、角と額ひたいの傷がうまく合うかどうか当ててみる。

　断だん面めんはきれいだ。

　ピタリと合う。

　角の外がい殻かくは生きた細さい胞ぼうでできているから、断面の細胞を活かつ性せい化かして成長を促うながせば自然と固こ着ちやくするだろう。

　腐ふ敗はいして失うしなわれた赤いゼリー状の物ぶつ質しつは、組そ成せいの似にた骨こつ髄ずい液えきで補おぎなう。

（問題は神しん経けい束そくだわ）

　トリシアは思った。

　糸よりも細い神経を一本一本つながなくてはならないのだ。

　手でできる作業ではない。

〝呪波〟に頼たよることになるだろう。

　だが、この一ひと晩ばんの間に、トリシアはかなりの回数、魔旋律を使っている。

　精せい神しん力りよくは限げん界かいに近いはずだ。

　神経をつなぐ作業は繊せん細さいであり、それが百本以上ともなれば、疲ひ労ろうは術じゆつ者しやの命をも脅おびやかしかねないだろう。




　レンがランプの高さを調ちよう節せつする。

　トリシアの手の中の角が、その明かりを反はん射しやしてキラキラと光る。

「眩まぶし過すぎるわ。もう少し離はなして」

　トリシアが指し示じすると、レンは逆ぎやつ光こうにならないように注意しながら少し下がった位置にランプを持ってゆく。

「先生、骨髄液を」

　アンリは、一角獣の脊せき椎ついから抜いた骨髄液に〝活性化〟をかけたものを、銀の鉢はちに取ってトリシアの傍かたわらにそっと置く。

　トリシアはひとつ大きく息をつくと、自分自身に言い聞かせるように言った。

「これから、手術を始めます」

　まずは手術刀とうを手に取って、慎しん重ちように、断面の腐敗したゼリー状物質や、死んだ神経の先の部分を取りのぞく。

　神経は案あん外がい弾だん力りよくがあり、多少切り取ってもつなぐ時に支し障しようはないが、やはり最小限に止とどめる。

　それから、角と傷口を合わせる。

　ここまでは手作業。

　問題なくこなせる。

　次に、神経の正しい端はし同士を選び出して引き寄せ、接せつ合ごうする段だん階かいに入る。

　静かに魔ま旋せん律りつの詠えい唱しようが始まる。

　新しい神経細胞を切り口と切り口の間に形けい成せいさせる繊細な〝呪波〟である。

　右手が緑みどり色いろに輝かがやきだす。

　その手を接合する部分にかざす。

　目には見えないが、角の内部で神経が一本一本つなげられてゆく手て応ごたえがある。

　確かく実じつ、かつ迅じん速そくに。

　一本接合する毎ごとに、一晩徹てつ夜やしたのと同じくらいの疲ひ労ろうを感じる。

　森全体が、手術の経けい過かを静かに見守っている。

　微び風ふうひとつ吹かず、木この葉一枚たりとも揺ゆらがない。

　ただ、頭上の太陽のみがじりじりと微動を続けている。

　夏はまだだというのに、異い常じようなほど暑あつい。

　汗あせが吹き出し、肌はだがべとついて不ふ快かいだ。

　額ひたいを伝わって流れる汗が目に入り、しみる。

　横から白い清せい潔けつな布を持った手が伸のび、額をそっと拭ぬぐってくれる。

　アンリである。

「替かわろうか？」

　肩かた越ごしにアンリの声。

　トリシアの首はほんのわずかのためらいの後に、はっきりと横に振られる。

（これはわたしの患かん者じや。今、先生に頼たよっちゃったら、これまで何のために修しゆ業ぎようしてきたのか分からないじゃない。絶ぜつ対たい、やり通してみせるわ！）

　トリシアは自分の中で新たな力が沸わき起こるのを感じた。




　神経の接合が完かん了りようしたのは、真昼近くになってからのことだった。

　予定よりもかなり遅おくれている。

　それでも、トリシアは安あん堵どから全身の力が抜けるような気がした。

　意い識しきがふっと闇やみの中に溶とけ込んでしまいそうになるのを辛かろうじて踏ふみ止とどまる。

（まだ……仕事は残ってる）

　角つのの外がい殻かくの隙すき間まから、骨こつ髄ずい液えきを充じゆう塡てん。

　それからやっと、最後の段階。

　堅かたい外殻部分の接合だ。

　トリシアの詠えい唱しようする魔ま旋せん律りつが変へん化かする。

　断面の組そ識しきを活性化する喜よろこびに満ちた調しらべに。

　肉にく眼がんでは分からない作用を及およぼす〝呪じゆ波は〟だが、結果はすぐに視し認にんできる形で現われる。

　新しい細胞の形成が促うながされ、骨こつ折せつした骨がつくように、角とその基き部ぶは接合した。

　つないだ痕あとがわずかに盛もり上がっている。

　トリシアは手を離した。

　角は落ちない。

　しっかりとくっついているようだ。

　一いち応おう、添そえ木を当てて包ほう帯たいを巻く。

　安定するまで、しばらくはこの方がいいだろう。

　あとは一角獣ユニコーンの目め覚ざめを待つのみだ。

「……えっ？」

　いや、その必ひつ要ようはなかった。

　眠っている一角獣の落ち着いた呼こ吸きゆうに合わせるかのように、森の木々が、花が、草がその形を変え始めた。

　小鬼ボーグルたちの憎ぞう悪おの影えい響きようで歪ゆがんだ草木が、本ほん来らいの姿すがたを取り戻もどしつつあるのだ。

　曲がった幹みきは真っすぐに伸のび、枝から突き出た刺とげは枯かれ落ちる。

　代かわりに新しん芽めが萌もえ出て、瞬またたく間に青々とした葉と芳かぐわしい花を結むすんでゆく。

　真っ黒だった權かん木ぼくや下した生ばえも、生命の輝かがやきを取り戻す。

　どこかに身を隠かくしていた小鳥やリス、針はりネズミたちが姿を見せ始めている。

　祝しゆく福ふくの力が戻ったのだ。

「……成功？」

　惚ほうけたようにぺたんと腰こしを落としたトリシアの肩を、アンリが叩たたく。

「おめでとう、先生」

　続いて、レンとフェリノールが少女の手を握にぎる。

（……わたし、やったんだ！）

　トリシアは立ち上がった。

「先生！　わ、わたし……！」

　アンリの方を振り返った途と端たん、トリシアは目の前の風ふう景けいがグラグラと揺ゆれるのを感じた。

（えっ？　立ちくらみ？）

　よろけた少女はアンリの腕うでの中に倒れ込む。

　普段なら、真っ赤になって離れるところだが……。

（今日は許ゆるしてもらおうかな）

　何といっても、初めての手術をやり遂とげた日なのだ。

（甘あまえちゃえ！）

　トリシアの意識はそのまま心ここ地ちよく、白いヴェールに包つつまれていった。




　気持ちのいい眠りから目を覚ました時、トリシアは一角獣の背の上にあった。

　まわりには馬に乗ったアンリたちがいる。

　日はもう、西の山の端はにかかっていた。

（おはよう）

　角に包帯を巻いた一角獣が声をかけた。

（何してんのよ！　医者が患かん者じやに乗ってたんじゃ立場がないじゃない！）

（よく言う。行きは平気で乗っていたくせに……。いい夢だったようだな、アンリ、アンリとうるさいぐらいだった）

（わたし、声に出してた？）

（安心しろ。まわりの連中には聞こえちゃいない）

「トリシア、お目め覚ざめかい？」

　アンリが馬を寄せてきた。

　少女の顔が真っ赤になる。

「君を乗せるんだって聞かなかったんだ」

「不良患者ですよ」

（寝ね言ごと、バラすぞ）

　一角獣が鼻を膨ふくらます。

（あなた、本当に祝しゆく福ふくされた森の守しゆ護ご者しや？）

（君が医者であるのと同どう程てい度どに）

「……何を話してるんだい？」

　アンリは訝いぶかしげな顔でトリシアと一角獣を見る。

「な、な、何でもありません！」

　少女は慌あわてて言った。




　そうこうしているうちに、アムリオンの街まちが見えてきた。

「じゃあ、僕ぼくとレンはこのまま〝星ほし見みの塔とう〟に戻るよ」

　アンリはレンとともに馬を王城に向けた。

「いい仕事だったね」

「やったじゃないか、パット！」

　二人はそう言い残して去っていった。

「……トリシアって呼べって言ってるのに、あの馬ば鹿か」

　トリシアは遠くなってゆく二人の姿を見送りながらつぶやいた。

（もうすぐ日が暮くれる。悪いが送れるのはここまでだ）

　一角獣が言った。

（いいのよ、ありがと）

　トリシアはひらりと飛び下りた。

「わたしの乗っていた馬を使うといい」

　フェリノールが鞍くらから降りて手た綱づなを渡す。

「でも、あなたは？」

「〝光の民たみ〟は自分の足を使う方が性しように合っている種族でね」

　フェリノールは微笑ほほえんだ。

「一角獣が森に帰るのを見とどけてから〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていに戻ると、セルマに伝えてくれ」

　一角獣はトリシアの肩に顔をすり寄せてきた。

（世せ話わになった。森もいつもの姿を取り戻すことができた。君はまさに〝命の癒いやし手〟だ）

（だから、そんなに大した者じゃないって。今回だって、先生たちの助けがあったからうまくいったけど）

（君は私に生きる勇ゆう気きを与えてくれた。生死の境さかいを彷徨さまよって、生きることを諦あきらめかけていた時、君は私を叩たたき、怒おこってくれた。そのお陰かげで、私は死の誘ゆう惑わくに勝つことができたんだ。今では傷を負おう前よりも命が漲みなぎっている。傷を治なおしてくれたことにも無む論ろん、感かん謝しやしているが、私は君が怒ど鳴なった時の顔を忘れることはないだろう）

（ありがと、一角獣）

（〝大地の息い吹ぶき〟）

（えっ？）

（それが私の〝真しんの名〟だ。私は君に払う治ち療りよう費ひに見合うものを持ってはいないし、感謝を表わす方法を他に知らない。何かあった時にはこの名を呼び給たまえ。必ず、すぐに君のもとに駆かけつける。〝真の名〟の盟めい約やくだ）

　トリシアは一角獣を力いっぱい抱だき締しめた。

（森が待っている）

（そうね、さよなら。今度は健けん康こうな時にね）

（シャルヴレーヌの森はいつでも君を歓かん迎げいする。さよなら、トリシア）

　一角獣はこうして、アールヴと並ならんで森に帰っていった。

　その姿が地ち平へい線せんの向こうに消えるのを、トリシアは夕ゆう暮ぐれの淡あわい光線の中、静かに見守っていた。










　カルテ２　貧びん乏ぼう、妖よう精せい、大おお儲もうけ！




　患かん者じや、および患かん畜ちく。

　人間約二名。

　馬一頭。

　羊ひつじ二頭。

　豚ぶた一匹ぴき。

　犬八匹！うち七匹がノラ。

　猫ねこ三匹、すべてノラ。

　ネズミ十七匹。

　そして一角獣ユニコーン一頭。




　治ち療りよう費ひ収しゆう入にゆう……計、銀貨九十五枚。




　諸しよ経けい費ひ……計、銀貨百四十九枚と銅どう貨か五十六枚。







　トリシアはここまで書くと、紙をくしゃくしゃに丸めてクズ籠かごに放ほうり込んだ。

　こうして捨すてた紙でクズ籠は溢あふれている。

　何回計算し直しても、赤字は赤字だ。

（ううっ、不ふ毛もうな作さ業ぎようだわ）

　少女は気を取り直して、夜の診しん察さつの準じゆん備びにかかることにした。

　トリシアの診療所の診しん療りよう時間は、数か月にわたる試し行こう錯さく誤ごの末、二つの時間帯に分けられた。

　正しよう午ごから夕方までと、真ま夜よ中なかから夜明けまでである。

　動物は夜や行こう性せいのものが多いので、夜や間かんの方が結けつ構こう忙いそがしい。

（そうよ！　経けい理りの問題なんて、月末になってから考えればいいんだわ！）

　少女は自分に無む理り矢や理りそう言い聞かせながら、白衣に袖そでを通した。

「やっほー、トリシア！」

　突とつ然ぜん、扉とびらが開いた。

　大屋のセルマである。

　この年ねん齢れい不ふ詳しようの美人は、ノックというものを知らない。

　彼女にとって、扉などないのも同じだ。

「焼きたてのマフィンを持ってきたよ」

　セルマはハンカチのかかった籠を机つくえの上に置いた。

　トリシアがハンカチを取ると、香こうばしい匂においがあたりに漂ただよう。

「わ～、ありがとう！」

　早さつ速そく、ひとつつまみ上げて口に運ぶ。

「おいしいっ！　あなたが作ったの？」

「当たり前」

　ちょっと誇ほこらしげなセルマ。

「待って。お茶、用意する」

　お湯が沸わかされ、ポットとカップが来らい客きやく用ようのテーブルに並ならべられる。

　取って置きのシディーア産の茶葉を匙さじに三杯、ポットに入れて湯を注そそぎ、砂すな時ど計けいを逆さかさにして砂が落ちるのを待つ。

　それから静かにポットを傾かたむけると、琥こ珀はく色いろの液えき体たいがカップに移うつり、高こう貴きな香りが立ち上って部屋を満みたす。

　二人は向かい合ってテーブルにつくと、取りとめのない話をしながらカップを傾かたむけ、マフィンをつまんだ。

　何といっても、トリシアはまだ十四歳の少女だし、セルマも気だけは若いので、話題は最新の流りゆう行こうから男の子の趣しゆ味みまであちこちに飛ぶ。

　そのうち、セルマが仕事の話を持ち出した。

「このところ、患者の数も順じゆん調ちように増ふえてるじゃない。良かったわね」

「ええ、まあ」

　そう答えたトリシアの表情は、多少引きつっていたかも知れない。

「……その顔じゃ、そうでもないか」

　セルマは肩をすくめた。

　少女は立ち上がって部屋の隅すみに行くと、クズ籠からさっきの丸めた紙を取り出してセルマに見せる。

「今月の、今日きようまでの収しゆう支し記き録ろく。ひどいものでしょ？」

「へえ～。……この人間のところの約二名ってのは？」

　紙をのぞき込みながらセルマが尋たずねる。

「レンみたいな半人前は、一名とは数えないから」

　トリシアは吐はき捨すてるように言った。

「あいつ、動物以下！」

「言うねえ。相あい変かわらず、ヒマ潰つぶしに来てるのかい？」

「ううん。今回は本当に具ぐ合あいが悪かったみたい。といっても、二ふつ日か酔よいだけど」

「なら、別に……」

「まったく、ふざけてるのよ！　ここで、それもわたしの膝ひざの上に吐いたんだから！」

　トリシアは憤ふん懣まんやる方ないといった表情である。

「そりゃ悪いわ、やっぱり」

　セルマは大笑いしそうになるのを辛かろうじて堪こらえた。

「でも、結けつ構こう繁はん盛じようしてると思うよ、この患者の数。……何でこんなに赤字になるのさ？」

「ノラ犬、ノラ猫じゃ、お金が取れないんだもん」

「そっか。農のう家かの家か畜ちくの患かん畜ちくでも増えないと、話にならないか」

　商売上じよう手ずで有名な〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていの女主人も、さすがに唸うならざるを得えない。

「増えないでしょうね。農村からここまで家畜を連つれてくるより、地元の呪まじない師しのお婆ばあさんのところに行った方が安上がりですもん」

　少女は頭を振ふる。

「わざわざ街まちの高い医者に診みせるより、インチキ呪い師に安い祈き禱とう料りようを払はらった方がマシって訳わけだね……。でも、これじゃ食っていけないだろ？」

「問題は薬くすりよ。まだ在ざい庫こを使っているからしばらくはやりくりできるけど、新しく仕し入いれられる当てがないのが辛つらいとこ。あと一か月もすれば治ち療りように支し障しようが出るかもし知れないの」

「真っ先に薬の心配とはね。大した娘むすめだよ」

　セルマは苦にが笑わらいする。

「それが仕事ですもの」

　ため息をつく少女。

「じゃあさ」

　セルマが顔を寄よせて声をひそめた。

「あたしがアンリかアムレディア王女に、援えん助じよしてくれるよう言ってみようか？」

「駄だ目めよ！　先生には迷めい惑わくかけ通しなのよ。もうこれ以上は頼たよれないわ」

　トリシアは即そく座ざに頭を振る。

「なら、あたしが手を貸かす分にはいいだろ？　アンリたちには黙だまって、こっそりとさ」

「じゃあ……、家や賃ちん待ってくれる？」

　トリシアはためらいがちに小さい声で尋ねる。

「もちろん！　前に出しゆつ世せ払ばらいでいいって言ったろ？」

　セルマは屈くつ託たくのない笑顔で答える。

「ありがとう！　もう、大好き！」

　少女はセルマの肩を抱だき締しめた。

「こらこら」




　セルマが帰った後、トリシアは夜の診しん察さつを開始した。

　この夜は猫が一匹、それと珍めずらしいことに人間の赤ん坊ぼうの患者がひとりあった。

　髪かみの毛を振り乱みだした母親の話によると、真夜中過すぎに突とつ然ぜん熱を出し、咳せき込み始めたらしい。

　夜も遅おそいし、母親がみすぼらしい格かつ好こうをしていたせいもあり、人間専門の医者はどこも診てはくれず、たらい回しにされたのだそうだ。

　トリシアが胸むねに湿しつ布ぷ薬やくを当てて煎せんじ薬を飲ませると、しばらくして発ほつ作さは治おさまり、赤ん坊はすーすーと静かな寝ね息いきを立て始めた。

　肺はい病びようである。

　この子の住んでいるあたりはいわゆる貧ひん民みん街がいで、衛えい生せい状じよう態たいも良くない。

　母親も栄えい養よう失しつ調ちよう気ぎ味みなのが、子供の健康にも影えい響きようを与えているのだ。

　トリシアは弱い〝浄じよう化かの魔ま旋せん律りつで、時間をかけてゆっくりと体内の菌きんを減へらすことにした。

　子供の体力が落ちているので、一気に強い魔旋律を使う訳わけにはいかない。

　これは一回で終えられる治療ではなかった。

　トリシアは泣いて感かん謝しやする母親に、これからしばらくは毎日診せにくるように言うと、子供のミルク代にと銀貨をそっと一枚握にぎらせた。

　赤ん坊の母親は、何度も礼を言いながら帰っていった。

　治療費は取れなかった。




　母子を送り出すと、トリシアはほっとため息をついてソファーに腰こしを下ろした。

　疲つかれ切っていて、寝しん室しつまで行く気力がない。

（今日はこのままここで寝ちゃおうかな？　どうせ患者ももう来ないだろうし……）

　そう思ってゴロリと横になろうとした時……。

　コンコンと小さなノックの音がした。

「今こん晩ばんは、今晩は」

「…………」

　トリシアは扉とびらを開いた。

　だが、外は真っ暗で誰だれの姿すがたも見えない。

「……空そら耳みみだわ。もう、過か労ろうの薬を調ちよう合ごうしなくちゃ」

　トリシアは頭を振り、扉を閉めようとした。

「待ってください！　下ですよ！　足元！」

「……えっ？」

　目線を落とすと、床ゆかの上には……。

「どうも……」

　緑みどりのとんがり帽ぼう子しを被かぶって白く長い髭ひげを伸のばした、手のひらにのる大きさの老人の姿があった。

「もしかして……あなた、小しよう妖よう精せい？」

　少女はしゃがみ込み、尋たずねてみる。

「もちろん！」

　とんがり帽子はトリシアを見上げて精せいいっぱい大きな声を出した。

　意い外がいと若い声だ。

　こうした妖精の年ねん齢れいはよく分からないが、見た目より若いのかも知れない。




　ひとくちに妖精といっても、その姿は千せん差さ万ばん別べつである。

　アールヴのように、美しく、人間とあまり変わらない体格を持つもの。

　一いつ般ぱんに妖精族と呼ばれる、人間の半分ほどの背のがっしりとした体格のもの。

　小鳥ほどの大きさで、蝶ちようのような薄うすい羽は根ねを備そなえた、無む垢くな子供の姿をしたもの。

　それに、今、目の前にいるような、小さな老人に見えるもの、などだ。

　こうした姿や大きさの違ちがう種しゆ族ぞくが〝妖精〟と総そう称しようされるのには理り由ゆうがある。

　彼らはみな、他の生き物には見られないような自然との強い結びつきを持っているのだ。

　例たとえば、〝光の民たみ〟とも呼ばれるアールヴたちは、森の木々と共きよう存ぞんしている。

　自みずから〝秘ひ密みつを知りし者〟と名な乗のる妖精族は、雪深き山々の恵めぐみとともに生きている。

　また、羽は根ねを持つ小妖精は、花から生まれ、月の光を糧かてに育つと言われているのだ。




「家つき妖精ブラウニイですよ！　足を怪け我がしたんです、診みてもらえませんかね？」

　と、小さな老人は言った。

　よく見ると、小枝の松まつ葉ば杖づえをついている。

　急きゆう患かんなら、もちろん診なくてはならない。

　トリシアは妖精を手にのせると、診しん察さつ室しつに運んだ。

　机つくえの上にハンカチを折り重ねて寝しん台だいを作ると、その上に妖精を座すわらせる。

「さあ、どこが痛いの？　見せてみて、ええと……？」

「〝暖だん炉ろの煤すす〟と呼んでください。郊こう外がいのマコーレイの農のう場じように住んでいます」

　とんがり帽ぼう子しの妖精はフェルト地でできた緑みどりの靴くつを脱ぬぎ、ズボンをたくし上げた。

　膝ひざの少し下が腫はれ上がっている。

「家つき妖精って、確たしか人間が寝静まってから家の手伝いをしてくれるのよね。……ここ、痛い？」

　トリシアは、腫れ上がった個か所しよの近くを触さわってみる。

「……平気です。牛乳一杯で一ひと晩ばん働く。それが私たちの仕事ですから。……あっ、そこが痛いです」

「そう、大変ね。……こっちは？」

「やっぱり、痛いです。私はまだ駆かけ出しなもんで、いろいろと気き苦ぐ労ろうも……、あっ、ててててっ！」

　トリシアは手を放はなした。

「折おれてるわ。でも、大だい丈じよう夫ぶよ。添そえ木を当てて、二週間も安あん静せいにしていれば治なおるから」

「……あの、出で来きれば今晩から働きたいんですが？」

　妖精はおずおずと言った。

「う～ん」

　トリシアは考え込む。

　魔ま旋せん律りつを使えば難むずかしいことではないが、魔法はよほどの緊きん急きゆう時じか、重じゆう傷しようの時以外は使いたくない。

　基き本ほん的てきには、その患者自身の回かい復ふく力りよくに頼たよるのが一番いいと、トリシアは考えている。

　薬や魔法は強力過すぎて、使用法を間ま違ちがえれば身体からだに予想外の副ふく作さ用ようをもたらす可か能のう性せいがあるからである。

　回復を早める〝活かつ性せい化か〟や、傷口の清せい浄じようを保たもつ〝浄化〟の魔旋律など、今こん日にち、治ち癒ゆの魔法として残っているもののほとんどが、人間の治療を目的として編あみ出されたもので、他の生き物に対して用もちいる場合には精せい妙みような修しゆう正せいを必ひつ要ようとする。

　治ち療りようの対たい象しようとなるものの体力や、組そ織しきの構こう造ぞう、器き官かんの能のう力りよくに見合った増ぞう幅ふく率りつの魔旋律を使わないと、まったく効きき目がなかったり、下へ手たをすると患者を死に至いたらしめることもあり得るのである。

　だから、魔法による治療の前に精せい密みつな検けん査さが必要となる。

　この費ひ用ようが実は馬ば鹿かにならない。

「……いいわ」

（ここまで赤字が嵩かさんじゃえば、あと少しぐらい損そんしたって大した違いはないもの）

　トリシアは自分に言い聞かせた。




　ひと通りの検査を済ませ、トリシアは治療にかかった。

　家つき妖精ブラウニイはその存そん在ざい自体が魔法的なせいか、魔旋律が効き過ぎるくらいによく効く。

　あくまでも控ひかえめに魔法を使わねばならない。

「痛いからね」

　トリシアが言うと、妖精は引きつった笑顔を返した。

　まず、ずれた骨を合わせるところから始める。

　少女は妖精の足首と太ももを押さえて、グイッと引いた。

「…………！」

　さすがに痛そうな顔をするが、声は上げない。

「いくよ！」

　トリシアは骨をはめた。

　ゴキッ！

　妖精は目を白黒させた。

　これで骨が正せい常じような位置に入った訳わけで、あとは魔旋律の出番だ。

　トリシアは指先に意い識しきを集中し、詠えい唱しようを開始する。

　小さな光がぽっと爪つめの先の一点に灯ともる。

　指先を腫はれ上がった個か所しよに持ってゆき、そっと二、三回撫なでると、腫れの赤みがだんだん薄うすくなってきた。

　効いている証しよう拠こだ。

「……これでいいわ」

　患かん部ぶ全体に効こう果かが出るのを見てから少女は言った。

「もう歩けるんですか？」

　妖精はピョンと机つくえの上に下り立った。

　数回足あし踏ぶみして調ちよう子しを見ると、両手を大きく広げてトリシアの顔を見上げ、クルリと回った。

「うわっ！　すごい、さすが名めい医いだ！」

「腫れは少し残るけど、歩くのに支し障しようはないわ。でも、無む理りはしないようにね」

「これで働けますよ！」

　妖精はトリシアの手にのせてもらって床ゆかに下りた。

「じゃあ、仕事ですからもう行きます。お礼れいは机の上に置いておきましたから。本当にありがとうございました！」

　とんがり帽ぼう子しの妖精は何度もお辞じ儀ぎをすると、元気に、飛び跳はねるようにして出ていった。

「……やれやれ」

　トリシアは背せ伸のびをしながら首を回した。

　今度こそ、本当に寝られる。

　とにかく眠い。

　戸と締じまりをすると、ランプの火を落とし、重い目ま蓋ぶたを必ひつ死しに上げながら這はうようにしてソファーにたどり着つき、クッションを枕まくらにゴロリと横になる。

（……今日もやっぱり赤字。世せ間けんには、一日に何千も稼かせぐ医者だっているっていうのに。もう、自じ己こ嫌けん悪お！）

　少女は寝返りを打つ。

　眠いが、寝ね苦ぐるしい。

（……さっきの妖精、お礼って言っていたけど、何かな？）

　また這うようにして机のところまでゆくと、手を伸のばして机の上を確かく認にんする。

　爪つめの先に、何か冷たく硬かたいものが当たって、カチンという音を立てた。

「……えっ！」

　慌あわててランプを点つける。

　揺ゆれる炎ほのおに照てらし出されたのは、一枚の黄色く輝かがやく丸い金きん属ぞく片へん。

　摘つまみ上げてみると、ズッシリと重い。

「……金貨」

　トリシアは息を吞のんだ。




　それから……。

　毎日のように家つき妖精ブラウニイはやって来た。

　初めは〝暖だん炉ろの煤すす〟だけだったが、二人、三人と訪おとずれる患者の数は増ふえていった。

「はい、これでいいわ。次は誰だれ？」
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「僕ぼくですよ」

「ええと、〝鍋なべの焦こげ付き〟さんだったかしら？」

「〝燭しよく台だいの錆さび〟です。この腕うでなんですが……」

「打ち身ね。湿しつ布ぷで十分だわ」

　トリシアは、ハッカの葉など数種類の薬やく草そうを擦すり潰つぶして作った軟なん膏こんを布に塗ぬり、患部に張はりつける。

「でも、家つき妖精の仕事って大変なのね。こんなに怪け我がが多くって」

「いえ、これは仕事の怪我というよりは……」

「おい！」

　後ろで順番を待っていた妖精のひとりが、〝燭台の錆〟の頭を小こ突づいた。

「余よ計けいなこと言うな」

「駄だ目めよ、叩たたいたりしちゃ！　診みてあげないわよ」

「……すいません」

〝燭台の錆〟を殴なぐった妖精は首を縮ちぢめて謝あやまったが、怪我の原げん因いんについては口をつぐんで話そうとはしなかった。

　トリシアも追つい及きゆうはしない。

（まあ、みんな大した怪我じゃないし、きちんと治ち療りよう費ひ払はらってくれるんだもの。立ち入る必ひつ要ようなし！）

　少女は治療を続けた。

　結けつ局きよく、この夜に診た妖精の患者は二十八人。

　金貨二十八枚が、トリシアの手に入った。

　そして……。




　数日後の昼過すぎ。

　トリシアは久しぶりに〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていに顔を出した。

「あら、どうしたのさ？　しばらく来なかったじゃない」

　カウンターの奥でカップを磨みがいていたセルマが、少女の姿すがたに気がついて声をかけた。

「ここんとこちょっと忙いそがしくって……。でも、見て！」

　トリシアはカウンター席に腰こしかけると、カバンの中から首くび飾かざりを取り出した。

　血のように赤い宝ほう石せきを列つらねたものだ。

「わっ、すっごいじゃない！　石榴ざくろ石いしだね？　いくらした？」

「金貨でね、二十枚！　ちょっとお酒落しやれしてみたくなったの」

　少女は首の後ろに手を回して、首飾りを着つけてみる。

「どう？　似に合あう？」

「うん、とってもいいよ。……けど、よくそんな高いもん買えたね。半月前までは破は産さん寸すん前ぜんだったのに」

「ようやく経けい営えいが軌き道どうに乗ったのよ。だから、これ」

　トリシアは金貨の入った袋ふくろを差し出した。

「今月までの家や賃ちん。待っててくれてありがとう、セルマさん。でも、これからは毎月払はらえそうよ」

　セルマは怪あやしむように目を細めた。

「いったい何が起きたのさ？」

「ええとね……」

　トリシアは、お得とく意いさんの妖精たちのことをかいつまんで話した。

　セルマは浮うき浮きとした調ちよう子しで語る少女の言葉にじっと耳を傾かたむけていたが、話が終わるとどうも腑ふに落ちないといった様よう子すで頭を振った。

「まるで街まち中じゆうの妖精が集まってきてるみたいだねえ」

「そう思うでしょ？　わたしも不ふ思し議ぎでしょうがないの」

「特とく別べつの事じ情じようがあるに違ちがいないね。それを突つき止めた方がいいよ」

　セルマは言った。

「もともと家つき妖精ブラウニイってのは、悪戯いたずら好きって言われてるけどさ。異い常じようだよ、その怪け我が人にんの多さは」

「う～ん」

「あんた、まさか、患者が減へるのが嫌いやで、原げん因いんを調べないんじゃないだろうね？」

「うっ……」

　図ず星ぼしである。

「あのねえ」

　セルマは額ひたいに手をやった。

「手て当あても大切だけど、怪我人が出ないようにするのもあんたの務つとめじゃないのかい？」

「……そうだよね」

　金貨の山に舞まい上がっていた気分が急きゆう降こう下かした。

「大だい事じなことを忘れてたわ。お金儲もうけのために、この仕事、始めた訳わけじゃないんだよね」

　セルマはうつむく少女をカウンター越ごしに抱だき締しめた。

「ほら、頑がん張ばんなよ」

「……何とか調べてみる」




　その晩ばん……。

　トリシアは、やってきた妖精ひとりひとりの診しん断だん記き録ろくを慎しん重ちように取った。

　妖精たちは何な故ぜか、怪我の原因については口が固い。

　だから、細こまかく診断記録を取り、そこから原因を探さぐろう、というのがトリシアの考えだった。

　些さ細さいな会話もすべて書き留とめ、どんな動きも見み逃のがさないようにする。

　そして、明け方近くになって患者が全員帰った時、五十数枚の記録が手元に残った。




「くったびれた～」

　トリシアは机つくえに突つっ伏ぷした。

　儲けに浮かれて最近まじめに記録を取っていなかったので、疲つかれは倍ばい増ぞうである。

　だが、こうして見ると、毎晩五十人以上は確たしかに多い。

　少女は山積づみの書しよ類るいをパラパラとめくりながら、何か共きよう通つう点てんはないものかと目を通す。




〝暖だん炉ろの煤すす〟……右みぎ上じよう腕わん打だ撲ぼく。

〝鍋なべの焦こげ付き〟……左足首捻ねん挫ざ。

〝風ふ呂ろ桶おけの水みず垢あか〟……頭部打撲。

〝靴くつの泥どろ……右肘ひじ脱だつ臼きゆう。

〝銀食器の黒ずみ〟……左鎖さ骨こつ骨こつ折せつ。




「……あーっ！　何のつながりもないじゃないの！」

　トリシアは床ゆか中じゆうに書類を撒まき散ちらし、手足をバタバタさせた。

　年ねん齢れいや身長体重、目や髪かみの色。

　どれをとっても、どうというような法ほう則そく性せいは見られない。

　お手上げだ。

「そもそも謎なぞ解ときなんて得とく意いじゃないのよ！」

　少女の口からあくびが出る。

　外はもう明るい。

　そういえば、このところ妖精たちのおかげで夜は眠れていない。

「……少し寝よ」

　トリシアはそのまま机に顔を落とすと、すぐに軽い寝ね息いきを立て始めた。




「パット、おはよ～！」

　能のう天てん気きな声と、扉とびらをドンドン叩たたく音が、少女の休きゆう息そく十分とは言えない頭を揺ゆさ振ぶった。

「……あの声」

　トリシアは顔を上げ、糊のりづけされたように開かない目ま蓋ぶたを無む理り矢や理りこじ開けた。

「僕ぼくだよ、レンだ！　気持ちいい朝だし、散さん歩ぽに行かないか？」

（……名な乗のらなくたって分かるっていうの！　あれほど言ってるのに、またパットって呼んで！　まだ眠ったばっかりだったのに～っ！）

　トリシアはむらむらと込み上げてくる怒いかりに、昨さく晩ばん水を汲くみ置いていた桶おけの把とつ手てをつかんだ。

　扉の閂かんぬきを外はずすと、数歩下がって猫ねこ撫なで声を出す。

「鍵かぎは掛かかっていませんわ～。どうか、お入りになって～」

　扉がゆっくりと開く。

「トリシ……」

「一昨日おとといおいで！」

　トリシアは開いた扉めがけて桶の水をぶちまけた。

　バシャッ！

　確かく実じつな手て応ごたえ。

　やった！

　と、勝ち誇ほころうとしたトリシアの顔が凍こおりついた。

「あ……」

　戸口に立っていたのは……。

「……やあ、トリシア」

　水すい滴てきをポタポタとたらしながら、呆あきれ顔でこちらを見ているアンリだった。

　その横には、パリッと乾かわいた服を身に着つけたレンが、これまた目を丸くして立ち尽つくしていた。

「ご、ごめんなさい！」

　トリシアは真っ赤になって、その場に座すわり込んだ。




「それで困こまっているんだね？」

　アンリは〟呪じゆ波は〟で身体を包つつみ、服を乾かしながら笑った。

「はい……」

「しかし、骨こつ折せつや捻ねん挫ざが一度に五十人以上ともなると、これは異い常じような事じ態たいだとしか言いようがないな。セルマは正しいよ。……何かに襲おそわれたのかな？」

「みんなで喧けん嘩かしたとか？」

　レンが口を挟はさむ。

「五十人で？　ちょっと、こっちはまじめなんですからね。そんな馬ば鹿かなこと……当たり前過すぎて考えもしなかったわ」

　トリシアはもう一度、記録書しよ類るいを見なおす。

「あ～っ！　住所が全部、同じになってる！　マコーレイの農場ですって！」

「ったく、肝かん心じんなとこが抜ぬけてんだからな」

　つぶやくレン。

「何ですって！」

「いや、別に……」

　トリシアににらまれ、レンはこそこそとアンリの後ろに隠かくれた。

「家つき妖精ブラウニイは……」

　仕し方かたがないといった様よう子すで、アンリが書類に目を通しながら話題を軌き道どう修しゆう正せいする。

「一家にひとりが普ふ通つうだ。これはどういうことなんだろう？」

「そ、そうですよね」

　レンに対する時とはまったく違ちがう声を出すトリシア。

「こんなに過か密みつになったら……」

「喧嘩になるかも。仕事やミルクの取り合いでさ」

「何な故ぜ、一か所にこんなに集まったのか、調べないとね」

　アンリは言った。

「現げん場ばを押さえよう。家つき妖精が仕事を始めるのは真ま夜よ中なか過ぎだ。マコーレイ家の人に話して、その時間に張はり込ませてもらおう」




「ほお、家に妖精がいることは知ってたんですが、まさか五十人とは」

　マコーレイ農場の主人はびっくりした顔をした。

　その日の午後、トリシアたちはマコーレイ農場を訪おとずれた。

　王おう都とからそう離はなれていない、南東の平原にその農場はあった。

　小こ作さく人にんを何十人も雇やとっている大農場ではない。

　小さな畑と家か畜ちくが十数頭の、こぢんまりとした快かい適てきな農園だ。

　母おも屋やは木造の二階建だて。

　台所を入れても、部屋数は五つ、六つといったところだ。

　ただ、納な屋やや家畜小屋もそうだが、手入れはゆきとどいていた。

　庭にわの大きな楡にれの木は青々と葉をつけ、芝しば生ふはきれいに刈かり込まれ、屋根や窓まどのまわりも風雨にさらされて埃ほこりを被かぶった様子はない。

「素す敵てきなお屋や敷しき」

　屋敷と呼べる規き模ぼではないのだが、トリシアがそう言うとレンも素す直なおにうなずいた。

　突とつ然ぜんの訪ほう問もんを快こころよく迎むかえてくれたこの家の主人も、農場に遜そん色しよくない、気持ちのいい朗ほがらかな人物だった。

　日ひ焼やけした、がっしりとした体たい格かくのこの農夫は、トリシアたちの話をまじめに取ってくれた。

　せいぜい笑われるだけだわ、とここに来ることを尻しり込ごみしていたトリシアにとって、主人が自分の話を信じてくれたことは驚おどろきであった。

「アンジェラ、出ておいで」

　農夫は、先ほどから楡の木の陰かげに隠かくれてこちらをうかがっていた小さな人ひと影かげに声をかけた。

　六つぐらいだろうか。

　金髪の可愛かわいらしい女の子が、はにかみながら姿すがたを現あらわした。

「うちの一番下の娘むすめです」

　マコーレイは女の子を抱だき上げながら言った。

「私は貧まずしい農夫ですが、どの王様にも負けない宝たからを四つ持っています。この子はそのひとつですよ」

　誇ほこらしげな浅黒い顔に、白い歯が眩まぶしく光った。

「こんにちは！」

　トリシアが笑いかけると、アンジェラは照てれた様子で父親の胸むねに顔を埋うずめる。

「恥はずかしがり屋で困こまったものです」

「でも、女の子はそのくらいの方がいいですよ。あんまり図ずう々ずうしくなると手に負おえな……、いてっ！」

　トリシアはすました顔で、一ひと言こと多いレンのすねを蹴けった。

　アンリは二人を無む視しして話を続ける。

「それでどうでしょう、今夜ぜひ、彼らと話してみたいんですが……？」

「よろしいですとも。むしろ光こう栄えいですよ、アンリさん。あなたはこの国を救すくってくれた英えい雄ゆうですからね」

「いえ、僕はアムレディア姫ひめを助けただけで……」

　アンリは英雄扱あつかいされるといつも恥ずかしそうな顔になる。

「もちろん、夕食は一いつ緒しよに取って頂いただけますね？　夕方には働きに出ている息子むすこたちも帰ってきますから、ぜひ、女によう房ぼうの手料理を食べてください」

「喜よろこんで！」

　トリシアとレンが声を揃そろえた。




　その日の夕食は決して豪ごう華かなものではなかったが、味は最さい高こうだった。

　蕪かぶのスープ、塩漬づけの豚ぶたと豆の煮に物もの、茹ゆでた腸ちよう詰づめの芥から子し添ぞえ、そして羊ひつじの乳ちちのチーズと黒パンだ。

「おっいし～っ！」

　トリシアは思わず声に出していた。

「そうですか？　お代かわりいかが？」

　農夫の妻つまは微笑ほほえんだ。

　美しいが、どことなく夫に似にた逞たくましさがある人だ。

　着ているものは麻あさ製せいの、十年も前の流りゆう行こうの型だが、よく似合っている。

　お代わりの誘ゆう惑わくに、少女は恐おそる恐るアンリの方を見る。

　アンリは笑ってうなずく。

「……もう一杯だけ」

　トリシアはそっと皿さらを差し出した。

　農夫の妻の手料理は、母の香かおり。

　温あたたかい豆料理の湯ゆ気げの向こうに自分の母の姿すがたが見えたような気がして、ほんの少しだが胸が締しめつけられる感じがした。

「温かな、いい家庭ですね」

　と、アンリ。

「妖よう精せいたちがここに住み着つくのも、分かる気がします」

「いいえ、今日はお客様がいるからですよ。いつもはトミイもジャイルズも、こんなに行ぎよう儀ぎよく食べちゃいませんもの」

　農夫の妻は、二人の息子を見て笑う。

　そばかすだらけの男の子たちが、顔を見合わせて頭を搔かいた。

　二人とも、トリシアより年下に見える。

　それでも毎日畑に出て、父親の仕事を手伝っているそうだ。

「あなた、親おや御ごさんは？」

　農夫の妻はアンリに尋たずねた。

「いえ、僕は……」

　若き魔ま道どう士しは言葉を濁にごす。

（そうだったわ）

　トリシアは思い出した。

（先生って、小さい時に……）

　見ると、レンも顔を伏ふせている。

　詳くわしい経けい緯いは知らないものの、レンもトリシアと同じ頃ころに家族を亡なくしているのだ。

（わたしだけじゃないんだよね……）

「ごめんなさい」

　農夫の妻は三人の様よう子すから事じ情じようを察さつした。

「どうでしょう、時々家に遊びにきてくれませんか？　うちの家族は賑にぎやかなのが好きなんですよ」

　マコーレイは妻の肩かたに手をかけると、優やさしい声で言った。

「ありがとう。きっと寄よらせてもらいますよ」

　アンリはうなずいた。

　トリシアも同じ気持ちだった。




　その夜……。

　アンリ、レン、トリシアの三人は、台所の大きなテーブルの下にもぐり込み、頭からすっぽりと黒い布を被かぶって妖精たちを待った。

　この黒い布には、完全に闇やみに溶とけ込むように〝呪じゆ波は〟がかけられている。

　もちろん、内側からははっきりと外の様子を見ることができる。

「バレないかしら？」

「大だい丈じよう夫ぶだって。……君、手が冷たいね」

「えっ、何！　これ、レンの手だったの！　いやっ、触さわんないでよ！」

「何だよ、じゃあ、先生の手だったらいいのかよ！」

「当ったり前でしょ！」

「二人とも静かに」

　アンリが注意する。

　と、その時。

「…………！」

　暗くら闇やみの中で、何か小さいものが動いたような気がした。

　トリシアとレンは息を殺した。

　すると、台所のあちこちで、何かネズミのような生き物が活かつ動どうを始める気け配はいがはっきりと分かった。

　立ち上がりかけたレンを、もう少し様子を見るようにとアンリが制する。

「〝銀食器の黒ずみ〟さんよ、そいつはおいらの仕事だせ！」

　三人が隠かくれているテーブルの真上で声がした。

「何言ってんだ、この薄うすのろが！　早いもん勝ちだ！　今夜は俺おれ様さまがここを仕し切きる！」

　流しの方から答えが返ってくる。

「仕切るだって？　はっ！　言ってくれるぜ」

　陶とう器きの並ならんだ食器棚だなの中から別の声がして、ひとりの妖精がひょっこりと姿を現わす。

「待ったあ！」

「おいらにやらせてくれよ！」

　梁はりの上、床ゆか板いたの隙すき間ま、水みず桶おけ、野や菜さい籠かご……。

　台所のあらゆるところから妖精が出てきて、議ぎ論ろんを始めた。

　どうやら、誰だれが今こん晩ばん台所の片かた付づけをするかで揉もめているらしい。

「お前らは大人おとなしく牛乳だけ貰もらって、寝ちまえばいいじゃないか？」

「んな訳わけにいくか！　俺だって仕事はしたいんだぞ！」

「職しよく業ぎよう倫りん理りってものがあらあな！」

「だいたい、この狭せまい家に五十三人もいるのが問題なんだ！」

「五十五人だ！　一昨日おとといから二人増ふえたろ！」

「こんなことをしてても埒らちがあかん！　いつものように腕うでずくで決めようじゃねえか！」

「お～し、いいだろう！」

「みんな表おもてに出ろ！　この家に迷めい惑わくはかけられん！」

「おうっ！」

「外だ！」

　妖精たちはぞろぞろと戸口に向かった。

「そこまでよ！」

　トリシアはそう叫さけんで、勢いきおいよく立ち上がった。

　……立ち上がろうとした。

　そして、テーブルの天板の頭のてっぺんを打ちつけた。

　ゴンッ！

「つつつつつっ……」

　頭を抱かかえてしゃがみ込む少女を、慎しん重ちようにテーブルの下から出たレンとアンリ、そして五十五人の妖精たちはぽかんと見つめる。

「……ありゃあ、トリシア先生、だよな？」

「しまった！」

「逃げろ！」

　妖精たちは一いつ斉せいに、元いた場所に隠かくれようと走った。

「みんな動くんじゃない！」

　トリシアは目を潤うるませたまま、鋭するどい声で命じた。

　ピタリと動きを止める妖精たち。

「……ここに全員集まりなさい」

　少女は目の前の床ゆかを指さした。

「…………」

　妖精たちはおずおずとこれに従したがう。

「あんたはいいの！」

　トリシアは妖精に混まじって目の前に立ったレンをにらんだ。

「……さて、あなたたち」

　トリシアは静かな声で言った。

　妖精たちはギクッと肩を震ふるわせる。

　この落ち着いた声は、怒ど鳴なった時よりも迫はく力りよくがある。

「こうして毎日喧けん嘩かしてたのね。……それで、わたしのところにやってきて、毎晩後あと始し末まつをさせてた訳わけ？」

「あの、決してそんなつもりじゃ……」

　妖精のひとりが口を挟はさむ。

「許ゆるせないっ！」

　トリシアはテーブルをドンッと叩たたいた。

「ただの喧嘩！　仕事の取り合いですって!?　馬ば鹿からしいったらありゃしない！　わたしはそんなのに付き合ってるほど暇ひまじゃないわよ！」

「……十分暇だと思うけど」

　と、レンは言いかけ、恐こわいので止やめた。

「トリシア」

　アンリが声をかけると、少女はキッと振ふり返る。

「信じられます！　何か秘ひ密みつや危あぶないことがあるんじゃないかって、あんなに心配したのに！　五十人で仲良く喧嘩！」

「まあ、待ってくれないか？」

　トリシアの剣けん幕まくに押されながらも、アンリは言った。

「彼らの言い分だってあるだろうし、僕にはまだ分からないことがあるんだ」

「……何です？」

　少女の怒いかりはまだ収おさまっていない。

「仕事をしてひと皿さらの牛乳を貰もらうのが家つき妖精ブラウニイの習しゆう慣かんで、住み着つかせてもらって牛乳も貰っているのに仕事をしないのは性しように合わない。だがここでは妖精が余あまっているため、仕事が足たりない。それで少ない仕事を取り合って喧嘩になる。ここまでは分かった。でも、何な故ぜ五十人以上もの妖精がここに集まっちゃったんだ？」

「それは……」

　トリシアは口ごもる。

「……こうなっては何もかもお話ししましょう」
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〝暖だん炉ろの煤すす〟が一歩踏ふみ出した。

「実は我われ々われの発生の秘密に関かかわることで、先生に怪け我がの原げん因いんを説明できなかったのもそのためなんです」

　妖精はよっこらしょっと床に胡坐あぐらをかく。

「私ら家つき妖精は普ふ通つうの生き物と違ちがって、結けつ婚こんして子供を産うんで増えてゆくんじゃありません。まあ、何というか、もっと精せい神しん的てきなものから生まれるんです」

「精神的なものというと？」

「人間の幸福です」

　レンがぷっと吹ふき出した。

「あなたみたいな人が増えるから、私らの居い所どころがなくなるんです」

〝暖炉の煤〟はレンをにらんだ。

「人々が幸福になると、その幸福から私らは生まれます。そして、幸福な家庭が私らの住みかとなるんです」

「この家に妖精が増えたのは、ここがとっても幸せだからなのね」

「いえ、正せい確かくにはちょっと違います。私らのほとんどは、前にいた家を追われた者たちです」

「追われた！」

「私らは幸せな家庭にしか住むことはできません。もし、初めに住んでいた家から幸福が消え、憎にくしみや、悲しみや、不ふ満まんがその家を支配するようになると、私らは出てゆかざるを得えません。この家はそうして住みかを追われた妖精たちの、いわば最後の避ひ難なん所じよなんです」。

「ええと、つまり不幸な人が増えたってこと？」

　トリシアの問いにうなずく妖精。

「街まち中なかではほとんど幸せを見つけられなくなってしまいましたねえ」

「待ってくれ、それは信じられないな」

　アンリが異い議ぎを唱となえる。

「少なくともアム、いや、アムレディア王女が平和を取り戻もどしてからは、以い前ぜんより幸せな人は増えたはずだ。そうでなければ、僕らはいったい何のために……」

　妖精は悲しそうな目でアンリを見た。

「人間というものはね、悲しい生き物なんですよ。そう、確たしかに国に平和が戻った時には、みんなが幸せになりました。だから、私らの仲間もたくさん生まれたんです。アムレディア王女は国王陛へい下かの代だい行こうとして、いい政まつりごとを行なってらっしゃる。国中の人はある程てい度どまで満たされ、明日の食物に心配は要いらない暮くらしを営いとなめるようになりました」

〝暖炉の煤〟はここでひとつ息をついた。

「ですが、ここで人間の一番醜みにくい面が表おもてに現あらわれてきました。〝欲よく〟ってやつですよ。つまり、人よりいい暮らし、人と違う暮らしがしたくなる訳わけです。人と違うものを着たい、違うものを食べたい、違うものを見たい、違うところへ行きたい……。この欲が満たされないと、今までの幸福な暮らしなんて紙かみ屑くず同どう然ぜんです」

「その上」

〝銀食器の黒ずみ〟が口を挟はさんだ。

「この欲ってやつが生み出す不幸には、決して終わりがありません。まあ、塩水みたいなもんですな、飲めば飲むほど渇かわきがひどくなる一方で。王女の善ぜん政せいも残ざん念ねんな話……」

「そんな！」

　トリシアが声を上げた。

「まあまあ」

〝暖炉の煤〟が宥なだめる。

「欲だって、まんざら悪い点ばかりじゃありません。あなたたちの言う、進歩ってやつの原げん動どう力りよくでもあるんですから。……もっとも、進歩がいいものだとは、私らは思いませんがね」

「反はん論ろんできないよ」

　アンリが頭を振ふった。

「……でも、きっと人間はその醜みにくい欲よく望ぼうを乗り越こえられる。そう僕は信じたい」

「期き待たいしますよ」

〝暖炉の煤〟は言った。

「ですが……」

　と、その時である。

　急に〝暖炉の煤〟の表情が変わった。

「ですが、どうやら私らは、その日を見ることはできそうにないですね」

　他の妖精たちも騒ざわめき始める。

「どうしたの？」

　トリシアが尋たずねた。

「……とうとう来るべきものが来てしまったんですよ。聞えるでしょう、ほら」

〝暖炉の煤〟は答えた。

　トリシアたちは耳を澄すませる。

　だが、聞こえてくるのは、窓まどの隙すき間まから漏もれてくる物もの悲がなしい夜風の音だけだ。

「……何も聞こえないわ。風の音だけよ」

「あれは風じゃありません」

　妖精はかぶりを振った。

「あれは〟悲しみの女妖精シイが近づいてくる声です」

「シ……イって？」

　レンが聞く。

「冥めい府ふの女王スヴァニルダの娘むすめ、時の初めよりすべての死を見つめてきたお方です。永久に彷徨さまよう運命の妖精。あの人の悲しみの叫さけびが、行き場のない私らに休きゆう息そくをもたらしてくれるんです」

「休息？」

　トリシアには〝暖炉の煤〟の言う休息が何を意味するのか分からなかった。

「あの人の声が、この世から私らを解かい放ほうしてくれるんですよ」

「じゃあ、あの声の主ぬしがやってくると、あなたたち、死んじゃうってこと!?」

「死ぬと言うよりはね、消えるんですよ。……どのみち、この家にも、先生にも、もう迷めい惑わくはかけられませんからね。あの人に会うのもいいでしょう」

「馬ば鹿か！　迷惑なんて言ってないじゃない！　何回でも治なおしてあげる！　お金だって要いらないわよ！　だから、だから消えたりしないで！」

「……ありがとう。とてもうれしいですよ。私ら、あまり人前に出ないもんですから、そんな優やさしいこと言われたの初めてで……、いけない、涙なみだが」

　五十五人の妖精が一いつ斉せいに鼻はなをすすった。

「わたし、シィを止める！　医者が患かん者じやをみすみす死なせるもんですか！」

「ですから、死ぬのでは……」

「同じことよ！　見てらっしゃい、どんな化ばけ物ものが来たってあなたたちには指一本触ふれさせないんだから！」

　トリシアは表に飛び出そうと扉とびらに手をかける。

　だが、その手をアンリがつかんだ。

「先生！」

「トリシア、もう僕らの出番じゃないよ。これは自然の理ことわりなんだ。妖精たちがそれを静かに受け入れようとしているんだから、大人おとなしく見守ろう」

「先生までそんなことを！」

　トリシアはアンリの手を振ふり解ほどこうとする。

「君は……この不幸な時代に妖精たちを縛しばりつけておく気なのか？」

　アンリは抵てい抗こうする少女の肩をつかむと、じっとその瞳ひとみをのぞき込んだ。

「……これは死じゃない。次の誕たん生じように至いたる休きゆう息そくなんだ。見とどけてあげよう」

「…………」

　トリシアは力を抜くと、唇くちびるを嚙かんだままこっくりとうなずいた。

「ありがとう、トリシア先生。……さて、私らは行くとしますか」

〝暖炉の煤すす〟は立ち上がると、とんがり帽ぼう子しを脱ぬいで一礼した。

「ここから見ていてください。こんなに早く、お別れの時がくるとは思ってなかったんですが……。先生、みなさん、お元気で」

　妖精たちは〝暖炉の煤〟を先頭に、ぞろぞろと台所を出ていった。

　三人は窓を少し開けて、外をのぞいた。

　妖精たちは満まん天てんの星の下、農場の入り口あたりに整せい列れつして解かい放ほう者しやであるシィを待った。

　そして……。

　トリシアたちの見守る中、シィはトウモロコシ畑の向こうに姿を現わした。

　丸い月を背に、ゆっくりと進むその影かげは、死を招まねく不ふ吉きつな妖精というより、気け高だかい貴き婦ふ人じんのようだ。

　シィは畑を真っすぐ、まるで氷の上を滑すべるように突っ切ると、最後の時を待つ〝暖炉の煤〟たちの前に立った。

　この距きよ離りまで近づくと、女妖精の姿はトリシアたちにもはっきりと見える。

　シィは背が高く、薄い碧みどりのローブからのぞく肌はだは透すき通るように白かった。

　目と髪かみは、真夏の南の海よりも青い。

「きれい……」

　トリシアは思わず口にしていた。

「不ぶ気き味みだよ」

　レンがすぐさま否ひ定ていする。

「き、君の方が……」

　少年は小声で付け加えたが、トリシアの耳には入らなかった。

　家つき妖精ブラウニイたちはじっとシィを見上げていたが、女妖精の方はそんな彼らなど眼がん中ちゆうにないかのようにあたりを見渡した。

　シィの顔が母おも屋やの方を向いた時、一いつ瞬しゆん、窓から見ていたトリシアと目が合った。

（……シィ？）

　その時、トリシアは理り解かいした。

　シィの瞳の碧は、たとえようもなく深い絶ぜつ望ぼうと、永えい劫ごうの悲ひ嘆たんが織おり成なす色であることを。

　裏切り、別ベつ離り、反はん目もく、憎ぞう悪お、嫉しつ妬と、諍いさかい、軽けい蔑べつ、嫉ねたみ、死……。

　人間の生み出したすべての悲しみ。

　あの碧は、その悲しみを孤こ独どくに背せ負おってきた色だったのだ。

（いつか……あなた自身が休める日が来ますように）

　トリシアはシィにそっと語りかけた。

　シィはかすかに微笑ほほえんだ。

　それから、もとの表情に戻もどると、妖精たちに視し線せんを移うつす。

（解かい放ほうの時よ……）

　シィは歌った。

　悲しみの唄うたを。

　その調しらべは、トリシアの胸むねを辛つらい思い出の糸で締しめつける。




　石いし畳だたみの上に倒たおれて冷たくなった父、母、そして妹いもうと……。

　独ひとりぼっちになって雨の中にたたずむ自分の姿すがた。

　あまりのひもじさに、金持ちの商家のごみ箱ばこをあさり、そこの使用人に棍こん棒ぼうで殴なぐられた時の痛み。

　殴られる自分を見る、商家の、同い年くらいの娘むすめの蔑さげすみの視線。




　涙なみだが溢あふれた。

　シィと妖精たちの姿が歪ゆがみ、よく見えない。

　隣となりですすり泣く声。

　レンである。

　振り向いてみると、しゃがみ込み、両手で顔を覆おおっている。

　ただ、アンリだけは涙を流すことなくじっと外を見ていた。

　しっかりしなくちゃ。

　ここで見ててくれって、頼たのまれたんだもの。

　トリシアはぐいっと袖そで口ぐちで涙を拭ぬぐうと、外に視線を戻した。




　シィの歌う悲しみの唄が最さい高こう潮ちように達たつした時、妖精たちの中心に立っていた〝暖だん炉ろの煤すす〟の姿が輝かがやきだした。

　妖精はそのまま光の柱はしらと化して空高く噴ふき上がり、そして朝日の下の雪のように、はかなく消えた。

　唄が転てん調ちようする度たびに、ひとり、またひとり……。

　喜よろこびから生まれた妖精たちは光の粒つぶとなって月の明かりの中に溶とけ込んでいった。

〝銀食器の黒ずみ〟も。

〝鍋なべの焦こげ付き〟も。

〝燭しよく台だいの錆さび〟も。

　そして〝靴くつの泥どろ〟も。




（今のは腕うでを治なおしてあげた子……。次のは、鼻はな筋すじを折おった子……）

　妖精がひとり消えてゆく度に、トリシアは自分の身を切られるような痛みを覚おぼえる。

（もう堪たえられない！）

　少女は目を逸そらそうとした。

　その時。

「……トリシア。みんなが君に最後の挨あい拶さつを送っている」

　アンリが肩を支ささえて言った。

　トリシアはもう一度、目を凝こらして妖精たちの方を見た。
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　みんな、消える直前にこっちを見て微笑ほほえんでいる。

　言ってる！

　ありがとうって！

「……忘れないよ、みんなのこと」

　トリシアはアンリの手を握にぎった。

　そして……。

　唐とう突とつに唄が止やんだ。

　もう妖精たちの姿はなかった。

　使し命めいを終えたシィは、もうトリシアの方を見ようとはしない。

　女妖精は現われた時と同じように、静かに何処どこかへ去っていった。

　新たな悲しみを背せ負おって……。




「何か残ってないかと思ったんだが」

　外に出たアンリは、妖精たちが立っていたあたりにしゃがみ込んで、草の間を調べながら言った。

「何も……」

　トリシアは頭を振った。

　夜明け間ま近ぢかの風がそっと頰ほほを撫なでる。

「暖あたたかい……。みんな、ここにいたんだわ。先生、またこんな悲しいことが起こらないように、わたしたちが努力しないといけないんですよね？」

　アンリはうなずいた。

「みんながそう考えるようになれば、きっと、妖精もシィも一いつ緒しよに微笑むことができる日が来るさ。……おや？」

　魔ま道どう士しは草を搔かき分ける手を止めた。

「どうしたんです？」

　トリシアはアンリのそばに来て屈かがみ込んだ。

「……わおっ！」

　そこには小さな、本当に小さな、親指の先ほどの妖精が、葉っぱの上に横になってスヤスヤと眠っていた。

「生き残りかしら？」

「いや、生まれたばかりだよ」

「こんなお爺じいさんなのにね、うふ」

「この農場にはまだ幸福がたくさん残っているから、たぶんシィが去った後に生まれたんだ」

「ここが気に入るといいですね」

「気に入るさ。妖精が五十五人も集まったところだもの」

「どうします？」

「放ほうっておいてやろう。目を覚さましたら、自分で台所まで行くさ」

「そうですね。でも良かった！　この家の人に、妖精がみんな消えちゃったって言うの、辛つらかったんです」

「僕もさ」

　二人は顔を見合わせて笑った。

　トリシアとアンリは、妖精を起こさないようにそっと立ち上がると、その場を離はなれた。

「……ところでレンの馬ば鹿かは？」

　少女はあたりを見渡した。

　アンリは黙だまって農場の門の方を指さした。

　レンは柵さくに寄よりかかり、昇のぼってくる朝日をひとり眺ながめていた。

　いつになく、苦く渋じゆうに満ちた表情で。

「……シィの唄うただな」

　アンリが言った。

　トリシアは思い出した。

（そう、確かあの時……）

「ああ、あの唄ですね。わたし、聞いているうちに昔むかしのことが頭に浮うかんできて」

「僕もだ」

「でも、先生は泣きませんでしたよ」

「歳とし取った分、感かん受じゆ性せいが鈍にぶっているんだろう。でも、レンはね……」

「あんなあいつ見るの、初めて……」

　トリシアはつぶやく。

「君はレンの家族を知っているんだろう？」

　アンリが尋たずねる。

「ええ。小さい時は近所でしたから」

「レンがひとりになった時の状じよう況きようは？」

「いいえ？」

「……あいつは、自分の手で両親と姉さんを殺さなくてはならなかったんだ」

「！」

「貴き族ぞくのやり方に逆さからったために、一家で鉱こう山ざんに送られてね。そこでレンを除のぞく全員が流行はやり病やまいに罹かかったんだ。それも、ひどい苦しみ方をするやつにね。家族は毎晩、幼おさないレンに殺してくれと懇こん願がんしたそうだ。囚しゆう人じん仲間は感かん染せんを恐れて看かん病びようを手伝ってはくれない。監かん視し人にんはレンを家族四人分酷こく使しする。そんなある日、レンは、血の海でのたうち回っていた家族を発見した。レンが坑こう道どうで鞭むちを受けながら働いている間に、自殺しようとして食事用のナイフで喉のどを突ついたんだ。それでレンは……」

「そんな……そんなこと、あいつ一ひと言ことだって」

「レンは僕だけに話してくれた。本当は君にも話しちゃいけなかったんだが」

「……単たん純じゆん馬鹿で、いつもあんなに陽よう気きで。……自分が不幸だなんて、一度も弱よわ音ねを吐はいたことないのに」

　ちょっとでも辛つらそうな顔をすると、すぐに飛んできて慰なぐさめてくれるレン。

（そのレンが……？）

「先生、わたし……」

　アンリはうなずいた。

「行っておあげ。かけがえのない友達だろう」




「こら！」

　トリシアは少年のところに駆かけ寄よると、後こう頭とう部ぶを平ひら手てで叩たたいた。

「って！」

　レンは振り返る。

「ぼおっとしてるんじゃないの！　先生が先に帰ってなさいって！」

　トリシアはからかうように少年の顔をのぞき込む。

「もう、寝ね呆ぼけた顔して……さすがに徹てつ夜やはきつかったのかな？」

「いや」

　レンはその視し線せんを外はずして頭を振った。

「……妖精がひとり、新しく生まれたの。ここに住み着つくと思うわ」

「本当？……良かった」

　少し顔が明るくなる。

　トリシアは背せ伸のびをする。

「あ～あ、天気もいいし、お祝いわいしたい気分。……〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていでいいから、朝食おごってよ」

「……へっ？」

　レンは目を大きく見開いた。

　今までトリシアからこんな誘さそいを受けたことはなかったからだ。

「で～も、お酒は抜き」

　少女は釘くぎを刺さす。

「え～っ！」

「当ったり前でしょ！　また膝ひざの上に吐はかれたら嫌いやだもん」

　トリシアはレンの腕うでを取った。

「っとと！」

　いつもと調子が違うので戸と惑まどうレン。

「さあ、行きましょ！」

「……どうなってるんだ？」

　レンはまだ怪あやしんでいる。

「いいの、いいの！」

　トリシアは朝焼けの中、少年を引きずるようにして街まちに向かった。










　カルテ３　蔓まん延えん、訴そ訟しよう、王女様!?




　初しよ秋しゆうの夕ゆう暮ぐれ……。

　北部のオルクシア郡ぐんから王おう都とへと続く街かい道どうを、ひとりの男が早足で南西に向かっていた。

　男は香こう木ぼくを扱あつかう行ぎよう商しよう人にんだった。

　香木は、王都アムリオンでは贅ぜい沢たく品ひんだ。

　貴き族ぞくの奥おく方がたや、裕ゆう福ふくな商人の妻つまは、これを薫たいて服にいい香かおりをつける。

　無む論ろん、庶しよ民みんの手に入るものではない。

　この男も自分で使ったことはないが、自分が引くラバの背にある荷にの価か値ちはよく知っている。

　この袋ふくろ二つ分の木もく片へんは、山に住む妖よう精せい族ぞくから二に束そく三さん文もんで仕し入いれたものだが、王都では金貨千枚で売れるのである。

　男はほくそ笑えんだ。

　今夜中には王都に入れるだろう。そうすれば、翌よく朝ちよう早くから得とく意い先さきを回って、夕方までには売りさばける。

　と、そんなことを考えながら歩いていると……。

　男とラバの眼がん前ぜんに、突とつ然ぜん、銀色の水面が現あらわれた。

　イニスの流れである。

　北ほつ方ぽう山さん脈みやくの雪ゆき解どけ水を集めたイニス川は、途と中ちゆう、小レーヌ川と合ごう流りゆうして大レーヌと名前を変え、王都の南を通って遥はるか西方の海に向かう。

　街かい道どうは、この辺あたりからイニスに沿そって王都に進むことになる。

　ラバがブルルと嘶いなないた。

　男は足を止める。

「休みたいか？　もう少し気き張ばってくれ。街まちに着ついたら、たらふく飼かい葉ばを食わせてやるからな」

　男はラバにそう言い聞かせると、道を少し外はずれて川かわ岸ぎしに下り、両手で水をすくい上げてゴクリと喉のどを潤うるおした。

「ふう……。お前も水で我が慢まんしてくれ」

　ラバは主人に倣ならって頭を下げ、川かわ面もに口をつけた。

　よほど喉が乾かわいていたのか、ラバは喉を鳴らしてなかなか顔を上げようとしない。

　それでも、ようやく渇きが満たされると、水に濡ぬれた鼻はな先さきを持ち上げ、主人の胸むねに甘あまえるように擦すりつけた。

「よしよし」

　男は二、三回ラバの頭を撫なでてやると、手た綱づなを取った。

　アムリオンまであとわずかである。

　男は暖あたたかい寝しん台だいを、ラバは飼い葉を思い浮うかべならがら街道に戻もどり、歩ほ調ちようを速めた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




「……それでね、あんまり壊え疽そがひどいもんだから、どうしても切らない訳わけにはいかなくなったの。でも、その黒く腫はれ上がった患かん部ぶに手しゆ術じゆつ刀とうを入れた時の凄すごさったらなかったわ」

　少女は茹ゆでたてのパスタを頰ほお張ばりながら、目をキラキラさせて語った。

「中からガスが吹ふき出したから、もう、そこらじゅうに腐くさった肉にく片へんや体液が飛び散ちっちゃって……」

「……パット」

　赤毛の少年はテーブルの上にナイフを置いた。

「僕ぼくが今、何をしてるか分かるかい？」

「パイを食べてるわ。腎じん臓ぞうのパイよね。……そうそう、腎臓といえばね、レン」

　トリシアはレンの顔色など見てもいなかった。

　仕事の話となると、他のことなどまるで、眼がん中ちゆうになくなってしまうのだ。

「ぶっ！」

　レンは慌あわてて口元を手で覆おおった。

「……どうしたの？　食しよく欲よくなさそうね？」

　少女は眉まゆをひそめてレンの顔をのぞき込む。

「診みたげようか？」

「……いいから。これ、下げてもらって」

　少年はうつむいたまま、パイの残った皿さらを脇わきに退のけた。

「変なの」

　トリシアは肩かたをすくめ、お茶の入ったカップを口に運ぶ。

「……へえ～、こうして見ると、お似に合あいの二人って感じだね」

　店の女主人のセルマが、皿を下げに二人のテーブルにやってきた。

「おやおや、レン。あたしの自じ慢まん料りよう理りを残すとはいい度ど胸きようだね」

　セルマはパイの皿を一いち瞥べつすると、真っ青な顔の少年をにらみつけた。

「今は勘かん弁べんしてよ」

　レンは情なさけない声で訴うつたえた。

　レンの頭の中では総そう天てん然ねん色しよく刷ずりの解かい剖ぼう図ずが広がっていた。

　あと一回でも腎臓という言葉を聞こうものなら、確かく実じつに胃の内ない容よう物ぶつが逆ぎやく流りゆうする。

「なにさ、せっかく腕うでによりをかけたのに」

　トリシア同どう様ように鈍どん感かんなセルマは、ふんと鼻を鳴ならして皿に手を伸のばした。

　と、その時。

　店の表おもての扉とびらがバタンと開いて、生はえ際ぎわが後こう頭とう部ぶまで後こう退たいした小こ肥ぶとりの男が息急せき切って飛び込んできた。

「ああ、よかった！　先生、ここでしたか！」

　小肥りはトリシアの顔を見ると、ブフウと豚ぶたが餌えさを喰くい終わったような鼻はな音おとを立てた。

「誰だれかと思たら、〝唄うたう梟ふくろう〟亭ていの親父おやじじゃないか。どうしたんだい？」

　セルマは不ふ審しんげに片かた眉まゆを上げ、商売敵がたきの宿屋の主人を見る。

「いやもう、急にお客が倒れちまって。店の信しん用よう問題になりかねないんで、ここに先生をお呼びに来た訳わけでして」

　小肥りは汗あせを拭ふき拭き、トリシアに向かって話しだした。

「何か悪いもんでも出したんじゃないのかい？」

　と、セルマ。

「お前さんとこほど、如何いかがわしいものは出しとりゃせんわい。ほれ、大おお方かたそのパイだって犬やら猫ねこやら、ひょっとすると人だってことも……」

　レンが両手で口を押さえて裏口に走った。

「ともかく、行きましょう」

　トリシアは横の椅い子すに置いてあった診しん療りようカバンを手に取って立ち上がった。




　患かん者じやは〝唄う梟〟亭の二階の一室で、寝しん台だいに寝かされていた。

　トリシアが入ると、中はむっとするほど甘あまい匂においがした。

「何、この匂い？」

「香こう木ぼくのようですな」

　小肥りの親父は、人より四十五度ほど上を向いた鼻をヒクヒクさせて答える。

「自分で薫たいたんでしょう。悪い流行はやり病やまいに効きくという話ですから」

「そんなのでたらめよ。……でも、よくこんな高こう価かなものを」

「いえ、お得とく意いだから知ってるんですが、この方、香木の行ぎよう商しようをやっていましてね。それにしても、商品に手をつけるとなると、よっぽど苦しいんでしょうな」

　トリシアは患者の脈みやくを取りながらうなずいた。

　熱は高く、脈は異い常じように速い。

　一見したところ、感かん染せん性せいの熱ねつ病びようのようだ。

「ずっとこんな感じ？」

「初めは、そう、夜遅おそくやってきてすぐのことでしたが、寒さむ気けがするとおっしゃって、二、三杯引ひっ掛かけられましてな。その日はまあ、そのままですわ。で、今朝けさですが、昼近くになっても起きてこられないんで、わしと甥おいっ子で部屋に入ってみると、そりゃあもう、あたり一面吐はき散ちらかして床ゆかに伸のびていたという次し第だいで……」

「ロリーナ……」

　行商人が呻うめいた。

「奥さんの名前かしら？」

「いえ、確たしか娘むすめさんですよ」

「……可哀かわい相そうに」

　トリシアは患者の胸むな元もとを開いて手を当てた。

　取りあえず〝浄じよう化か〟をかけてみる。

　一いつ般ぱん的てきな熱病ならば、これである程てい度どの効こう果かがあるはずだ。

　しかし……。

「おかしいわね」

　しばらく手当てを続けてから、少女は首を捻ひねった。

「効きかないわ」

　他の魔法も試ためしてみる。

　だが、行商人は一いつ切さいの治ち療りよう魔法を受けつけなかった。

　手元にある薬くすりも、症しよう状じようを緩かん和わすることさえできない。

「やばいんで？」

〝唄うたう梟ふくろう〟亭の主人は二重アゴを震ふるわせた。

「ただの熱病じゃないわね」

　トリシアは答え、唇くちびるを嚙かむ。

（甘く見たわ）

　特とく異い体たい質しつかも知れないし、思いもよらないような奇き病びようの可か能のう性せいもある。

「ともかく、ここじゃ駄だ目め。診しん療りよう室しつに運んで」

　トリシアは小こ肥ぶとりの親父おやじに指し示じした。

　親父はブツブツ言いながらも、人手を借りに下に降おりる。

　患かん者じやは夢を見ているようだった。

　さっきからずっと何なに事ごとかをつぶやいている。

　トリシアは固く絞しぼった布で男の顔と胸を拭ふいた。

「……ジュディス、君なのか？」

　男は突とつ然ぜん、布を持ったトリシアの手をつかんだ。

「……そうよ、あなた」

　トリシアは落ち着ついて答える。

　おそらく、もう目が見えないのだ。

「嫌いやな夢だった。……もう家に帰っていたんだな」

　男は擦かすれる声で笑った。

「そうよ」

「ロリーナは、あの土産みやげを喜よろこんでくれたかい？」

「……ええ。とっても」

　トリシアは優やさしく、男の額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。

「ジュディス、さっきからどうも……うっ！　ぐぐっ！」

　行商人は突とつ如じよ、身体からだを震ふるわせた。

　寝しん台だいが動くほどの、凄すさまじい痙けい攣れんである。

　トリシアは男の手を強く握にぎってやる。

「ジュ……ディ……」

　やがて、痙攣は止やんだ。

「……先生、運びましょう」

　少しして、店の親父が屈くつ強きようそうな使用人を二人連つれて入ってきた。

　トリシアは男の手を放はなすと、ゆっくりと立ち上がった。

「お願い」

「いいか、そっと運べよ」

　親父は一いつ緒しよに入ってきた連中に命じた。

　二人は行商人の頭と足の下に手を入れて、そっと持ち上げようとする。

「……多少乱らん暴ぼうに扱あつかっても、本人はもう気にしないでしょうけど」

　トリシアはぽつりと言った。

　行商人は事こと切きれていた。
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　行商人の遺い体たいは遺い族ぞくが引き取りにくるまで、トリシアの診療所で預あずかることになった。

　遺族への手て配はいはセルマが取った。

〝唄うたう梟ふくろう〟亭の主人は、死んだ客の財さい布ふから宿しゆく泊はく費ひと称しようして金貨を抜き取ったばかりか、死体がトリシアのところに運ばれると、もう関係ないと言わんばかりの知らん顔を決め込んだのだ。

　行商人のラバも、主人より少し前に死んでいた。

　この死体もトリシアの診療所に運び込まれた。




「解かい剖ぼう！」

　レンは椅い子すを引っ繰くり返しそうな勢いきおいで立ち上がった。

「そんな非ひ道どいこと！　後に残された奥さんや子供のことを考えたら……」

「落ち着いてよ」

　トリシアは整せい理り中ちゆうの診しん療りよう記き録ろくの山から目も上げずに言う。

「わたしが解剖するのはラバの方よ。棺ひつぎに入っている人間の方じゃないわ」

　いい加か減げんうんざり、といった顔である。

（まったく、毎日毎日どこも悪くないのにやってきて、本当にヒマな奴やつ！）

「ラバにしてもさ！」

　レンはトリシアがお義ぎ理りで出したお茶に口をつける。

「……本当は人間の方がいいんだけどね」

「ぶっ！」

　レンは咽むせた。

「まあ、取りあえずはラバでいいわ」

「何な故ぜさ！　死んじゃったものは、もう治なおせないだろ！　これ以上切り刻きざんで、どうしようって言うんだよ!?」

「原げん因いんを知りたいの」

　トリシアは診療記録の一番上の一枚を手に取る。

「〝浄じよう化か〟の〝呪じゆ波は〟が効きかなかったし、まったく手の下くだしようがなかったのよ。もし、今後同じ症しよう状じようの患かん者じやが出た場合、原因が分からなければ、また死なせることになるわ」

「医者の理り屈くつかい？」

　いつになくレンの口く調ちようは辛しん辣らつだった。

「このところの君は異い常じようだよ。溢あふれ出る血を見ることや、内ない臓ぞうを引き出すことを顔色ひとつ変えずにやってのける。まるで楽しんでるみたいだ」

「…………！」

　思ってもみない非ひ難なんだった。

　トリシアは胸を刃は物ものでえぐられるような感じを覚おぼえる。

「あなたに手伝ってくれとは言っていないけど？」

　怒いかりを抑おさえて静かに話すトリシア。

「また、アンリ先生に頼たのむのかい、トリシア先生？」

　皮ひ肉にくげな言葉が返ってくる。

「……いつも迷めい惑わくかけてばかりだから、今度はひとりでやるつもり」

「そうだね。もう甘あまえない方がいいだろうね」

　レンは大げさに肩かたをすくめた。

「……ひとつ、お願いがあるの」

　トリシアは呼こ吸きゆうを整ととのえながらゆっくりと立ち上がる。

「……急に何だよ」

「出てけーっ!!」

　少女は診療記録の束たばを力いっぱい投げつけた。
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　この王国で解かい剖ぼうが行なわれるのは、非ひ常じように珍めずらしいことだった。

　現げん存ぞんする解剖記録はすべて、古代のものか、北ほつ方ぽうの帝てい国こくから伝わったものであり、アムリオンの近きん隣りんでは、もう何世紀にもわたって解剖は一いつ切さい行なわれていない。

　そもそも、アムリオンの医い療りよう水すい準じゆんは低い。

　この国の医者がやることといえば、骨ほね接つぎ、傷口の消しよう毒どく、痛み止めの投とう薬やく、あとはせいぜい瀉しや血けつぐらいのものである。

　当とう然ぜん、解剖の持つ意い義ぎなどは、ほとんど誰だれにも理り解かいされていない。

　理解できないものは、不ふ信しんと不安、反はん発ぱつを生うむ。

　レンの反はん応のうは、この国のたいていの人が解剖に対して抱いだく感情を代表したに過すぎないのだ。

　しかし、トリシアはアンリから古代の優すぐれた医術を学まなんでいた。

　単なる好こう奇き心しんから解剖を言い出したのではない。

　ただ、必要だということを知っていたのだ。

　初めて患者を亡なくした昨さく夜や、トリシアは毛もう布ふを引ひっ被かぶり、血が滲にじむほど唇くちびるを嚙かみ締しめて嗚お咽えつした。

　もう医者なんか辞やめてやると、何度も叫さけんだ。

　そして、ようやく明け方になって、自分の患者の命を奪うばった病気と立ち向かう勇気を取り戻もどしたのだ。

　だが、ひとりでやるとなると、解剖はなかなかの重じゆう労ろう働どうである。

　大型動物用の診しん察りよう台だいで、夜や半はん過ぎから解剖は始められた。

　当然、今夜は休きゆう診しんである。

　レンに手伝って欲ほしくなかったと言えば噓うそになる。

　やはり、真夜中の静せい寂じやくの中、女の子がたったひとりでやるには不ぶ気き味みな作さ業ぎようだ。

　だが、あんなことを言われては口が裂さけたって頼たのめない。

　カッと目を見開いたラバが、大きな木製の台の上に横たわっている。

　部屋のどこにいても、その視し線せんがついて回るような気がする。

（死んでいるのよ、目が動く訳わけないじゃない！）

　トリシアは自分にそう言い聞かせながら、診療台の前に立つ。

（レンの馬ば鹿か！）

　少女は白く冷たい手しゆ術じゆつ刀とうを握にぎった。
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　朝になった。

　外では小雨がぱらついて、家々の屋根を濡ぬらしている。

　げっそりとした少女が、診療室の窓まどを開けた。

　さすがのトリシアも、この一晩のうちに三回、吐はいた。

　胃いはもうとっくに空からだが、しばらくは物を食べる気がしない。

（二度とごめんだわ）

　トリシアは思った。

　顔を洗いに外に出たものの、どちらかといえばお湯ゆがたっぷりの風ふ呂ろに入りたい気分だ。

（でも、今お風呂に入ったら、きっとそのまま寝ちゃうだろうなあ……。お湯を沸わかすのも面めん倒どう臭くさいし）

　そんなことを考えながら井い戸ど端ばたで灰色の空を見上げていると、〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていの方から誰だれかがやってくる気け配はいがした。

　トリシアは振ふり返る。

（ああん、もう！）

　こんなやつれた姿すがたを一番見せたくない人物、アンリだ。

「手伝いに呼んでくれれば良かったのに」

　魔ま道どう士しは少女の顔を見るなり言った。

「大変だったろう？」

「いいえ」

　トリシアの頰ほほが赤く染そまる。

「わたし、こんなひどい格かつ好こうで」

「これから少し眠るといい」

　アンリはトリシアの肩に優やさしく手をかけた。

「その間に君の取った記き録ろくを見せてくれないか？　この一件では、僕ぼくも気になることがあってね」

「じゃあ、診療室の机つくえの上にあるから、持ってきますね」

「ああ、僕が行くよ」

　アンリは駆かけ戻もどろうとする少女を止める。

「君は〝三本足の洗い熊〟亭に行って休みを取ること。セルマが胃に優やさしい重おも湯ゆと熱いお風呂、それにふかふかの寝しん台だいを用意しているから」

　トリシアは恩おん師しの顔をまじまじと見つめた。

（どうしてわたしが一番欲しいものが分かったんだろう？）

「僕はそんなに気が回る方じゃない」

　本当はきめ細やかな気き配くばりの達たつ人じんであるアンリは笑う。

「ありがとうって言うんなら、レンに言うといい」

「…………！」

　アンリの言葉に、トリシアの頰がピクリと引きつる。

「あいつ、昨日きのうはごめんってさ」

（ったく、先生に伝でん言ごんを頼たのむなんて……）

「……男らしくない？」

「えっ？」

「そう思っていたんだろう？　君はすぐに顔に出るね」

「すいません、わたし……」

　アンリの笑顔を見ていると、つまらないことですぐに腹を立てる自分が恥はずかしくなってくる。

「……まあ、喧けん嘩かもいいさ。ただ、仲直りの時を誤あやまってはいけない。今度レンに会ったら、先に微笑ほほえんでおやり」

「……はい」

「さあ、セルマのところに行くんだ。重おも湯ゆが冷さめるぞ」




「大変！」

　トリシアが目を覚さましたのは、もう日が落ちた後だった。

　少女は慌あわてて寝台から飛び出すと、診療所に駆かけ戻もどった。

　診しん療りよう室しつでは、アンリとアールヴのフェリノールが、検けん死し記録を見ながら話し合っていた。

「フェリノール、お久しぶり」

　トリシアは背せ伸のびして、長身のアールヴの頰に口づけする。

　アールヴの長の息子むすこ、フェリノールと顔を合わせるのはほぼ三か月ぶりである。

「トリシア、今日は君に相そう談だんがあって来た。どうやらそれは正せい解かいだったようだ」

　フェリノールは診察台を目で示しめした。

　何か、白い布のかかった物ぶつ体たいがのっている。

　トリシアは布を取った。

　そこにあったのは、冷たくなった仔こ鹿じかの死体だった。

「……これと同じような犠ぎ牲せい者が数限りなく出ている。カドルンの森の半分は死の土地と化した」

　フェリノールの声は苦く渋じゆうに満ちていた。

　アールヴにとって、森とそこに棲すむ生き物は自分の命の一部なのだ。

「……行ぎよう商しよう人にんやラバと同じ死に方」

　再ふたたび、手術刀を握にぎって腹ふく部ぶを開いた後で、トリシアは言った。

「粘ねん膜まくからの出血に、胃いの爛ただれと肝かん臓ぞうの腫はれ……。間ま違ちがいないわ」

「トリシア、改あらためて検死の結けつ果かを僕らに解かい説せつしてくれないか？」

　と、アンリ。

　トリシアはうなずいて記録を手に取り、緊きん張ちようした面おも持もちでその概がい要ようを説明した。

「まず第一に、ラバと行商人の死し因いんは同じです。第二に、〝浄じよう化か〟が効きかなかったことから考えて、不ふ衛えい生せいな環かん境きようで発生する類たぐいの伝でん染せん病びようでもなく、蛇へびや蜘く蛛もなどの動物やトリカブトなどの植物の毒どくでもありません。非ひ生せい物ぶつ系けいの毒どく物ぶつ摂せつ取しゆが死因である可か能のう性せいが一番高いと思います」

　アンリが視し線せんでその所しよ見けんを肯こう定ていした。

　トリシアは、ほっとして続ける。

「健けん康こう時の三倍に近い肝臓の腫れと、鼻び腔こうその他からの出血、消しよう化か器き系けいの内ない臓ぞうの色の異い常じようを見ると、これは体内に蓄ちく積せきする種しゆ類るいの、例たとえば砒ひ素そのようなものに近い毒の多た量りよう摂取による急きゆう性せい中ちゆう毒どくと見ていいでしょう。もっとも、砒素よりはかなり強い毒ですけど」

「毒か……。組そ成せいが分からないと、解げ毒どく剤ざいの作りようがないな」

　アンリは仔鹿の亡なき骸がらに白い布を元通りにかけてやった。

「摂取ということは、その毒が入った何かを食べたということだね？」

　アールヴが確かく認にんする。

「あるいは飲んだか、ね」

　トリシアは補ほ足そくした。

「もし、この毒を微び量りように長い間取り続けるとどうなる？」

　アンリは少女の顔を見た。

「そう、鉛なまりや水銀の中毒からの類るい推すいですけど……」

　トリシアは考え込む。

「吐はき気、発熱、悪お寒かん、脱だつ毛もう、皮ひ膚ふの変へん質しつ、失しつ明めい……、ええと、痙けい攣れんなどが起こり、脳や神しん経けいに障しよう害がいが出る可能性もありますね」

「脳や神経に……やはり」

「アンリ、何か知っているな？」

　フェリノールは眉まゆをひそめる。

「このところ南街がい区くを中心に、貧まずしい人たちの間で妙みような症状の病人が多くてね。主おもに女性や子供なんだが」

「そんな話は初耳です。わたしの診療所にはひとりも来ないのに」

「みんな貧しくて、病院に来るお金も時間もないんだよ」

　アンリは頭を振った。

「それだけじゃない。大人おとなしく屋や敷しきで飼かわれていた鷲頭獅子グリフインが突とつ然ぜん暴あばれ、臆おく病びようなシャルヴレーヌの小鬼ボーグルたちが狂きよう暴ぼう化かして一角獣ユニコーンを襲おそい、温おん厚こうなはずの家つき小妖精ブラウニイが仲間内で諍いさかいを起こす……」

「先生、それって？」

　トリシアははっとした。

「そう。以前から心に引っ掛かかっていたけれど、ようやく謎なぞが解とけてきた。今回犠ぎ牲せいとなった行商人は何らかの理由で一度に多量に摂取したために急死したが、このアムリオン王国がじわじわとその毒に冒おかされているとしたら？」

「一体、誰だれがそんな毒を？」

　フェリノールの瞳ひとみに怒いかりの炎ほのおが宿やどる。

「まず調べなくちゃいけないのは、どうやって、何のために、よ」

　トリシアはこぶしを握にぎり締しめた。

「森と行商人、南街区を結ぶ糸を発見しなくちゃ！」




　それから数日の間、アンリは南街区の中ちゆう毒どく患かん者じや数すうの正確な割わり出しのため、一件一件しらみ潰つぶしに家を当たり、フェリノールはカドルンの動物たちを他の森に移うつそうと躍やつ起きになっていた。

　そして、トリシアは毒物の確かく定ていを急ぐとともに、次し第だいに増ふえてゆく患者への対たい応おうに追われていた……。

　その間、南街区では新たに六人の犠ぎ牲せい者しやが出ていた。




　四日後の夕方……。

　三人は〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていに集まってテーブルを囲かこんでいる。

　アンリが有力な手て掛がかりをつかんだと、二人を呼び寄よせたのだ。

「水だ」

　魔ま道どう士しは自分の結けつ論ろんを端たん的てきに報ほう告こくする。

「ここ数日、水しか口にしていない女性が発病した。水以外には考えられない」

「南街区は井い戸ど水と川の水の両方を使っているわ。どっちかしら？」

「ヴェルナー卿きようは地下で飼かっていた鷲頭獅子グリフインのために、川から直ちよく接せつ水すい路ろを引いていた」

　と、アンリ。

「シャルヴレーヌの森は大レーヌに面し、カドルンはイニスの上流にある。小鬼ボーグルや動物たちは当とう然ぜん、その水を飲んでいるな」

　フェリノールの顔に憂うれいの色が差す。

「それに、行商人が街かい道どうを通ってきたのなら、途と中ちゆう、川と並へい行こうしている場所で水を口にした可か能のう性せいは高い。症しよう状じようの程てい度どを比ひ較かくすると、汚お染せん源げんはイニスの上流か……。川を遡さかのぼって調べるべきだな」

「三人でね」

　トリシアは付け加えた。




　翌よく朝ちよう早く、一いつ行こうは大レーヌ川沿ぞいに街道を北東に向かった。

　馬上の三人は全員軽けい装そうだが、アンリは魔ま剣けんヒリール・ショーヴを帯おび、フェリノールはイチイの弓を携たずさえていた。

　トリシアはといえば、標ひよう本ほん採さい取しゆのための用具一式が入ったカバンを携けい帯たいしている。

　大レーヌの流れは静かで恵めぐみ深い。

　アムリオンの街まちが建けん設せつされるずっと以前より、この大たい河がは数多あまたの木々を、動物を、そして人や妖よう精せいを養やしない、見守ってきた。

　今もその川かわ面もは銀色で、その水は千年前と変わらず澄すんでいるように見える。

　だが、その岸きし辺べの葦あしは枯かれ、腐くさって黒ずんだ葉が、戦場の兵士のように折り重なって倒れている。

　小レーヌとの合ごう流りゆう点てんを過すぎ、さらにイニスを遡さかのぼると、街道は川と分かれて真北に向かう。

　川を辿たどるのならば、街道を外はずれなくてはならない。

　一行は街道を出て小道に入った。

　イニスを常つねに右手に見るようにして進むが、悪あく路ろで足取りは遅おそくなる。

「合流点からこっち、景け色しきは不ぶ気き味みになる一方ね」

　トリシアは馬を慎しん重ちように歩ませながらつぶやく。

「生き物の気け配はいがまったくない。川原かわらは完全な枯れ野だ」

　アールヴはあたりを見回した。

「木々も立ち枯れが多い。これほどとはね」

　アンリがうなずく。

「……そろそろカドルンだと思うけど？」

　トリシアはフェリノールに尋たずねた。

「もう見えている」

　アールヴは前方を指さす。

「あれがカドルンの森だったものだ」

　それは一見、何の変わったところもない、普ふ通つうの森だった。

　川に近くでは立ち枯れて灰色になった木々も何本か見えたが、他は緑みどりの濃こい、元気な木ばかりに見えた。

　ただ、その緑の木々を除のぞけば、この森には何もなかった。

　森は本ほん来らい、都市の人間が思っているよりも騒そう々ぞうしいものである。

　小鳥の声、木の葉を揺ゆする微び風ふうの音、小物動が木の葉を踏ふむ音、それを狙ねらう肉食動物の息いき遣づかい……。

　そうした森の鼓こ動どうを、ここでは一いつ切さい感じることができない。

　森特とく有ゆうの暖あたたかさがない。

「移い動どうできない木々は別として、命あるものはみな他に移うつした。残っているのは墓はかだけだ」

　フェリノールは吐はき捨すてた。

「……許ゆるせん」

　三人はそれ以上何も言わずに森を抜け、さらに上流へと進んだ。

　日が高く昇のぼり、じりじりと照てりつけ始めた頃ころ、川の畔ほとりにこつ然と巨大な方はこ形がたの建たて物ものが姿すがたを現あらわした。

　窓まどひとつないその建物は、外からの侵しん入にゆう者しやを防ふせぐ柵さくでまわりを囲かこまれている。

　壁かべが厚いのか、中の音はまったく聞こえない。

「ねえ、あそこで何か飲み物もらえないかしら？」

　トリシアは提てい案あんした。

　残ざん暑しよがきびしい上に、目の前の川の水は飲めない。

　となると、喉のどの渇かわきもひとしおである。

「どうかな」

　アンリは頭を振った。

「川かわ辺べを見てごらん」

　トリシアは建物の川に面した壁に目を向けた。

　壁からは二本の太い管くだが伸のびていて、その開かい口こう部ぶからドロドロとした黒い排はい水すいが川に流れ込んでいる。

「……あれが元げん凶きようだな」

　アールヴは弓を握にぎって、馬の腹はらを蹴けった。

「待つんだ、フェリ！」

　アンリがアールヴの馬の手た綱づなを握って制せいした。

　フェリノールは信じられないといった顔つきで友人の魔道士を見る。

「このまま垂たれ流しを見み逃のがす気か！　こうしている間にも森は死んでゆくんだぞ！」

「分かってる！　だが、ここで流しているのが本当に病気の原因なのか？　あの穴あなから出ているのはただの泥どろ水みずで、原因が別にある場合だって考えられる。正しいと信じることを行なうときだって、慎しん重ちようさは必ひつ要ようだ。独どく善ぜんは単なる悪より始し末まつが悪い」

「……そうだな」

　フェリノールは渋しぶ々しぶうなずいた。

「で、どうする？」

「僕が道に迷まよった振ふりをして、それとなく中の様よう子すを探さぐる。君とトリシアは排水を採さい取しゆするんだ」

　アンリは言った。

　アールヴは肩をすくめて同意すると、トリシアを振り返る。

「なあ、トリシア。君の先生は最近冷れい静せいすぎて嫌いや味みだとは思わないか？」

「どうでしょう？」

　トリシアは純じゆん粋すい無む垢くな表情を作って、にっこりとする。

「でも、そうして真しん剣けんに議ぎ論ろんなさってるお二人は素す敵てきですよ」

「……食えない娘むすめだ」

　フェリノールは鼻はなを鳴ならした。




　アンリは柵さくを迂う回かいして建物の正しよう面めんに向かい、残った二人は川岸に下りた。

　川をすぐ目の前にして立ってみると、水がわずかに濁にごり、小さな泡あわが無む数すうに立っているのが認みとめられる。

　トリシアは小こ瓶びんに半量、水を採とってコルクの栓せんをした。

「……若き民たみは面おも白しろい」

　フェリノールはポツリと言った。

「えっ？」

　少女は手を止めて、アールヴの顔を見上げる。

　フェリノールは目を細めた。

「いや、アンリのことだ。君は彼と知り合ってどのくらいになる？」

「もうすぐ四年かしら？」

「私はもう七年になる。あの時のアンリは、君よりもっと若かったな。だが彼は、弓を構かまえた私に対して言ったものだ。『それでもあなたは光の民なのか！』とね。大した勇気だった」

　アールヴは川かわ面もを見つめながら過か去こに思いを馳はせる。

「私はアールヴ、創そう造ぞう神しんエルが最初に生み出した〝光の民〟だ。天空の星々がその光を失うしなう時まで死ぬことはないだろう。だが、その命をもってしても償つぐない切れない負おい目が、アンリに対してはある」

「負い目？」

　こんな話を聞くのは初めてである。

　アールヴはうなずいた。

「七年前、幼おさないアンリとその姉あねが、アールヴの庇ひ護ごを求めて私の一族の森に入ってきた。二人は追われていたのだ。……だが、私はそれを聖せい域いきへの不ふ法ほうな侵しん入にゆうとみなし、追い払はらってしまった。結けつ果か、アンリの姉は捨すて身みで弟を庇かばい、命を落とした。何とも酷ひどい……」

　フェリノールは目を閉じた。

「ダニエラという名だったらしい。美しい娘だった。身体からだ中を斬きり刻きざまれ、血ち塗まみれで事こと切きれていても、不ふ思し議ぎと穏おだやかな死に顔だった」

「そんなことが……」

　普ふ段だんのアンリとフェリノールの友情からは、想そう像ぞうもできないことだった。

「……あれから私も学まなんだが、アンリはもっと多くのことを姉の死から学んだようだった。私はあの時以来、アンリが自分のことで涙なみだを流すのを見たことがない。ひとつ危き機きを乗り越こえる度たび、ひとつ大切なものを失う度、あいつは大きくなっていった。いつかアンリは、若き民という種しゆが持つ、醜みにくい業ごうそのものを変えてしまうかも知れない。そんな気さえする。七年は私たちにとってはほんの一瞬だが、その間に若き民はこうも大きくなれるのだろうか。ときどき、私は君たちが羨うらやましくなるよ」

「……そうね」

　トリシアはアールヴの手を取った。

「人間は早く成せい長ちようするわ。それは、その命のはかなさ故ゆえの長ちよう所しよかも。でも、私たちも、あなたがアールヴも結けつ局きよくのところ、どこまで成長できるかなんて分からないんじゃない？どちらにしたって大切なことは同じ。その日その日を懸けん命めいに生きること。常つねに一歩一歩進み続けること。違ちがうかしら？」

「君も……随ずい分ぶんと成長したな」

　フェリノールは笑みを浮うかべた。

　その時。

　短い口くち笛ぶえの音がした。

　二人が振ふり返ると、こちらに戻もどってくるアンリの姿すがたが目に入った。

「廃はい液えきは？」

　トリシアは瓶びんを差し出した。

「先生の方は？」

「管かん理り人にんに体ていよく追い返されたよ。だが、多少は聞き出させたし、のぞくこともできたね。ここがアムリオンの商人組合の実力者、ポッター・マイルズの一番新しい染そめ物工場で、絹きぬ織おり物ものに色付けをしていることは分かったし、幼おさない子供たちを就しゆう労ろうさせて酷こく使ししているらしい様よう子すも見えた」

　アンリはクシャクシャになった紙切れをトリシアに渡した。

　広げてみると、そこには拙つたない字でこう書いてあった。




　たすけてください。

　おなかすいてます。

　いちばんとりからひくれまで、ずとはたらかされてます。

　ひとつきで、よにん、ともだちしにました。

　だれかたすけにきてください。




「追い出される寸すん前ぜんだった。閉まりかけた扉とびらの隙すき間まから、小石にくくり付けられたこの紙が飛んできてね」

　アンリは頭をさすった。

　どうやら、小石が当たってこぶになったらしい。

「だけど、フェリ、これで強きよう攻こう策さくはおじゃんだな」

「子供がいるのでは、無む闇やみに強きよう襲しゆうはできんか。……証しよう拠こを揃そろえてマイルズとやらを訴うつたえ、それで操そう業ぎよう停てい止しに追い込むしかないな。手ぬるい話だが」

「……非ひ道どい」

　トリシアは手紙を握にぎった手を震ふるわせた。

「きっと証拠をつかんでやるわ」




　分ぶん析せきの結果はやはりクロだった。

　採さい取しゆした水には、未み知ちの有ゆう害がいな重じゆう金きん属ぞくが含ふくまれていることが分かった。

　トリシアは早さつ速そく、アンリに報ほう告こくに行った。

「川の水で暮くらしてる人は、じわじわと首を絞しめられているみたいなものです。今はみんなになるべく井い戸どの水を使うように指し導どうしてますけど、そのうち井戸にも地下から毒どくが浸しん透とうしてくるかも知れません」

「猛もう毒どくなのかい？」

「例たとえば、この廃液を塗ぬった矢で仕し留とめた鹿しかの肉を食べた者は、十中八九発病します。そう、忘れていました。川で捕とれた魚を食べるのも止やめさせないと」

「即そつ刻こく、行動開始だ」

　アンリは立ち上がった。




　魔道士と少女は〝星ほし見みの塔とう〟を出ると、〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていに立ち寄よった。

　相そう談だんの結果、セルマとフェリノールは友人であるアムレディア王女の法ほう的てきな助じよ力りよくを求めに王城に出向くことになり、トリシアはアンリとともに街の西にある商しよう館かんを目め指ざした。

　商館は、王城を除のぞけば、アムリオンでもっとも大きな建たて物ものだ。

　行ぎよう商しよう人にん、小こ売うり商人、交こう易えき商人、参さん事じ会員、貴き族ぞく、山やま師しなどが引っきりなしに出入りする、街の経けい済ざい活かつ動どうの中ちゆう枢すうと言っていい。

　白い漆しつ喰くいでまわりを塗ぬり固め、窓まど枠わくや柱はしらに金きん箔ぱくで装そう飾しよくを施ほどこしたその本館は、まるで神しん殿でんのようだ。

　トリシアとアンリは商館の門の前で、門番にマイルズとの面めん会かいを求めた。

　散さん々ざん待たされた挙あげ句く、無ぶ愛あい想そうな門番は本館三階の二号室に行くようにと二人に告つげた。

　二人は暗い廊ろう下かを通り、階かい段だんを上った。

　途と中ちゆうすれ違う誰だれもが、忙いそがしげに走っている。

　歩いているのはトリシアたちだけだ。

　アンリは金の飾かざり文字で『二号室』と書かれている扉とびらを叩たたく。

「どうぞ」

　男の声。

　調子がやや甲かん高だかく、威い厳げんは感じられない。

　トリシアとアンリはうなずき合って扉を開けると、中に入った。

　大型の机つくえと椅い子すしかない殺さつ風ぷう景けいな部屋には、満まん面めんの笑みをたたえた血けつ色しよくのいい男が両手を広げて立っている。

　四十にはなっていないだろう。

　短く刈かり込んだ口くち髭ひげは、トリシアの目には清せい潔けつを通り越こして嫌いや味みに見えた。

　服の金きん糸しの刺し繡しゆうも同どう様ようだ。

「ようこそ。あなたが有ゆう名めいな魔ま道どう士しのアンリさんですな」

　男は歓かん迎げいの意いを示しめすように右手を差し出したが、トリシアはすぐにその目が笑っていないことに気がついた。

「私がポッター・マイルズです。そちらの愛らしいお嬢じようさんは？」

　マイルズはチラリとトリシアの方を見る。

「こちらはパトリシア。優ゆう秀しゆうな医い師しです」

　アンリが少女を紹しよう介かいする。

「これはこれは。はじめまして、先生」

　マイルズはトリシアの手を取り、慇いん懃ぎんに口づけした。

　ぬめっとした感かん触しよくに、トリシアは思わず身み震ぶるいする。

「で、今日は何の御ご用ようで？」

　マイルズは二人に椅い子すを勧すすめながら自分も腰こしを下ろした。

「イニス川の上流にあるあなたの工場の件です」

　トリシアが切り出した。

「操そう業ぎようを停てい止ししてください」

「ほう、また何な故ぜ？」

「あの工場から流れ出る廃はい液えきには猛もう毒どくが含ふくまれています。すでに汚お染せんされた水を飲んだために十一人の人が死に、森がひとつ滅ほろんでいるんです」

「……ここに詳くわしい報ほう告こく書しよがあります。目を通しますか？」

　アンリが書類の束たばを持ち出した。

「いえ、見ても分からんでしょう。……しかし、困こまりましたね。あの染そめ物工場ですか」

　マイルズは引き出しから数枚の布を取り出すと、机の上に広げた。

「これと、これと……、これ。いい色でしょう？　みな、あの工場の製せい品ひんなのですよ。貴き族ぞくの方々にも評ひよう判ばんが良く、生せい産さんが追いつかないくらいでしてね」

「とにかく、一いつ刻こくも早く操業を停止してください！　でないとイニスの全流りゆう域いきが滅んでしまうのよ！」

　トリシアは詰つめ寄よる。

「……これはね、高いんですよ」

　マイルズはうっとりと布をながめながら言った。

「あなたの稼かせぎの十年分を出しても、下着一枚作る分だって買えやしません。工場を止めたら、その損そん失しつを誰だれが保ほ障しようしてくれるんです？　あなたですか？　それとも、あなた？」

「お金のためにみんなの命を犠ぎ牲せいにする気？」

「貧びん乏ぼう人にんが何人死のうが、誰だれが気にします？　金貨の二、三枚も投げてやれば、残った家族は文もん句くを言いませんよ。そういう連れん中ちゆうです。……ところで、提てい案あんがあるのですが？」

　マルイルズはパチンと指を鳴ならした。

　隣となりの部屋に通じている扉とびらが開き、小さな皮かわ袋ぶくろを二つ抱かかえた若者が、床ゆかを軋きしませながら入ってきた。

　マイルズの使し用よう人にんだろう。

　若者はその重そうな袋を二人の前に置くと、一礼して出ていった。

「受け取って頂いただきたい」

　マイルズが言う。

「どういうことかな？」

　アンリは袋に手を触ふれようともしない。

「とぼけるおつもりかな？　ひと袋に金貨が百枚入っています。あと四百九十八、これと同じ袋を届とどけさせましょう。それで、口をつぐんでもらえませんか？」

「下げ衆す！」

　トリシアはマイルズに飛びかかろうとした。

　アンリが少女の襟えり首くびをつかんで抑おさえる。

「おやおや、これでは足たりませんか？　では、あと百、上うわ積づみしましょう」

「誰があんたの金貨なんか！」

　トリシアは手足をバタバタさせて、アンリの手を振ふり解ほどこうと暴あばれる。

「先生！　放はなしてよ！」

「あくまでも操そう業ぎようは続けるんだね？」

　アンリはトリシアを引き寄せたまま、静かに尋たずねる。

　商品は答えずに肩かたをすくめた。

「……ならば、こちらも別の手を打つよ」

「残ざん念ねんです。あなたのような有名人と事を構かまえるのは、店の評ひよう判ばんにも良くないんですが」

「あんたもあの水を飲むといいのよ！　あんたなんか絶ぜつ対たい……ふがふが！」

　アンリがトリシアの口をふさいだ。

「元気なお嬢じようさんだが、育ちがどうも……」

　マイルズは頭を振ふる。

「そろそろ次の客との面めん会かいがあるので……。私みたいな正しよう直じきな商人は、あくせくと一日中働いても、食ってゆくだけで精せいいっぱいでしてね」

　正直ですって!?

　トリシアは顔を真っ赤にして怒ど鳴なったが、アンリが口を押さえているので、ふぁうひひへうっへぇ、としか聞こえない。

「失しつ礼れいする」

　アンリはトリシアを引きずるようにして下がると、扉とびらを開けた。

「気が変わったらまたお越しを」

　マイルズは背を向け、二度と振り返ろうとはしなかった。




「何よ、何よ、何よ、何よ、何よ、何よ、何よ、何よ！　あの守しゆ銭せん奴どっ！」

〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていに戻もどったトリシアは、まだ商館での面会に憤ふん慨がいしていた。
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「手しゆ術じゆつ刀とうを肋ろつ骨こつの間にねじ込んで、グリグリ捻ねじってやりたい！」

　少女はグイッと杯さかずきをあおった。

　もっとも、中身はミルクだったが。

　アンリはトリシアと向かい合ってテーブルにつき、エールを飲んでいる。

　店には二人の他に誰もいない。

　女主人もまだ帰ってきていないのだ。

　エールもミルクも、アンリが勝かつ手てに注ついできたものだった。

「しかし、遅おそいな。セルマたちの方が早く戻ってると思ったんだが……」

　と、アンリが言った途と端たん、扉が開いてセルマとフェリノールが戻ってきた。

　この国の第二王女であるキャスリーンも一いつ緒しよだ。

「キャット？」

　親友の王女の顔を見て、トリシアは首を傾かしげた。

「あなた、確たしか国王陛へい下かに一か月の外出禁きん止しを食らっていたんじゃなかったっけ？」

「そ、そんなことを気にしている場合じゃないでしょ！」

　キャットはテーブルをバンッと叩たたいて声を張はり上げた。

「ことはこの国の存そん亡ぼうに関かかわる大問題よ！」

「キャット……？」

　トリシアはじっとキャットの瞳ひとみをのぞき込む。

　明らかに、監かん視しの侍じ女じよたちの目を盗ぬすんで脱だつ出しゆつしてきたのだ。

「……まあいいさ、後でアムに叱しかってもらおう」

　アンリが言った。

「いいっ!?」

　キャットはアンリにしがみつき、ウルウルした目で魔ま道どう士しを見上げた。

「アンリ先生～、それだけは！　それだけは～っ！　私も役に立ちたいと思ったから抜け出してきたのよ～っ！」

「退たい屈くつだったからだろう？」

「うっ！」

「……それにしても遅かったわね」

　トリシアは王女を放ほうっておくことにして、セルマを振り返る。

　セルマは椅い子すに腰こしを落として、ふうとため息をついた。

「正式な訴そ状じようってやつを出してきたんだよ。アムの言うことにゃ、いくら友人のためでも正式な法ほう廷ていを開かずに、操そう業ぎよう停止の命令は出せないんだとさ。細こま々ごまとしたことをさんざ書かされた挙あげ句く、訴そ訟しようが立て込んでるから十日後に出しゆつ廷ていするようにだって。あたしゃもう、しばらくは自分の名前だって書きたかないね」

「アムレディア王女も、貴き族ぞくと平民の間で、結けつ構こう辛つらい立場にあるようだな」

　フェリノールが杯さかずきに蜂はち蜜みつ酒しゆを注ついだ。

「マイルズのところにも、一両日中に召しよう喚かん状じようが届とどくはずだ」

「冗じよう談だんじゃないわ！　裁さい判ばんまでの十日間に、たくさんの動物や人が死んでゆくのよ！」

　トリシアが不ふ満まんの声を上げる。

「残ざん念ねんだけど、それは僕らが努力するしかない」

　アンリが決定を下した。

「僕とセルマは、街の人たちが川の水を使わないように注意して回る。フェリ、君はアールヴ族の仲間と一いつ緒しよに、動物たちをイニスの全流域から避ひ難なんさせてくれないか？」

「川は長い。この近辺にいる全アールヴを動員しても難むずかしいな。それに、アールヴの中には、森が若き民たみによって汚けがされたと知れば、報ほう復ふくに出ようとする者たちもいるだろう」

「それは避さけたいな。何とか説せつ得とくできないか？」

「難しいぞ」

「簡かん単たんなことなら君には頼たのまないよ」

「ふっ、分かった。努力してみよう」

「私も協力する」

　みんなの様よう子すからことの深しん刻こくさを悟さとったキャットも、真ま顔がおで言った。

「父様は私に甘あまいから、私が裁判に同席すればきっと有利に働くわ。それから、私からの私的な告こく知ちとして、街まち中じゆうに水の使用の注意を促うながす布ふ告こくを出すことにする。これなら、国法上の手続きは要いらないから」

「そうだね。裁判はともかく、布告の方は是ぜ非ひ、頼たのむよ。……トリシア」

　アンリは最後に少女を見た。

「君には患かん者じやの治ち療りように専せん念ねんしてもらいたい。大変だろうけど、レンや魔法学校の子たちにも手伝わせるから、何とか犠ぎ牲せい者しやを最小限に食い止めて欲ほしい」

　トリシアはうなずいた。




　それから十日間。

　二百人以上の患者をトリシアは診みた。

　汚お染せんされた魚の一部が市いち場ばに出たため、南街がい区く以外でも患者は発はつ生せいしていた。

　発病するのは主おもに、身体からだの弱い老人、子供、そして女性だ。

　レンや魔法学校の友人たちの手を借かりてトリシアは看かん護ごに当たったが、患者は増ふえる一方だった。

　そして、決けつ定てい的てきな治療法を見つけられないまま、裁判の日が来た。




　その朝早く、トリシア、セルマ、フェリノール、レン、そしてアンリの五人は王城に向かった。

　キャットとは、控ひかえの間まで合ごう流りゆう。

　それから、大広間に向かう。

　裁判の行なわれる大広間は、王おう宮きゆうの最上階に位い置ちしている。

　大きな行ぎよう事じの時などに使われる部屋なので、学校にいる間もトリシアにはほとんど縁えんがなかった場所だ。

　ここに来るのは卒業式以い来らいである。

　トリシアは、ちょっと緊きん張ちようしながらアンリについて大広間に入った。

（うちの診しん療りよう室しつの何倍あるんだろ？）

　久しぶりに見る大広間は、馬ば上じよう槍やり試じ合あいが出で来きるほどの広さがあり、ドーム状の天てん井じようにはフレスコ画が描えがかれていた。
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　周しゆう囲いに吊つり下げられているタピストリーの数も、十や二十ではない。

　そのほとんどが地じ味みではあるが、一級の職しよく人にんの作らしい気品に満ちている。

　中には、どう見ても失敗作としか思えない、稚ち拙せつな絵え柄がらのタピストリーも掛かけられているが……。

「……あれは私が作ったヤツよ、悪い？」

　トリシアの顔つきを見たキャットが、口を尖とがらせてささやいた。

　奥の左手には、トリシアたちが入って来たのとは別の扉とびらがあり、その前には長槍を持った衛えい兵へいが二人、しかめっ面つらで立っている。

　トリシアたちのところから王座に向かって緋ひ色いろのフェルト地の絨じゆう毯たんが真っすぐに伸び、床ゆかの大だい理り石せきの白と見み事ごとな色の対たい比ひをなしている。

　今日きようは特とく別べつ、裁判のために木製の長なが椅い子すが絨毯の両脇わきに据すえられていた。

　絨毯の向かって左側がトリシアたちの原げん告こく席せき、右側が被ひ告こく席せきだ。

　広間の一番奥、一段高いところに設もうけられた樫かしの王座は、細こまかな彫ちよう刻こくが施ほどこされ、金銀や真しん珠じゆ貝がいの象ぞう眼がんで飾かざられていた。

　その横には、王座よりも繊せん細さいな作りの優ゆう雅がな椅子が備そなえられている。

　トリシアたちは席に着ついた。

　マイルズの姿すがたは、すでに被告席にある。

　その後ろには使用人らしいのが数人。

　マイルズの隣となりには、身なりのいい、青白い顔をした瘦やせぎすの男が、足を組んで座すわっている。

「誰だれ、あれ？」

　トリシアはセルマにささやく。

「アーガンのロデリック」

　セルマはその名を口にするのも汚けがらわしいといった調ちよう子しで告つげた。

「マイルズとつるんでる貴族のひとりさ」

　マイルズと談だん笑しようしていたロデリックがふと、こちらを見る。

　トリシアと目が合った。

（あの男、どこかで……）

　一いつ瞬しゆん、考え込むトリシア。

　ロデリックはトリシアがにらむと、ウインクを返してきた。

「冷静に」

　アンリがそっと少女に言葉をかける。

「相手は法ほう律りつを手玉に取って生きてきた連中だからね。術じゆつ中ちゆうにはまっては駄だ目めだ」

「はい」

　トリシアはうなずくと、大きく深しん呼こ吸きゆうをした。

　これ以上犠ぎ牲せい者しやを出さないためにも、この裁さい判ばんに負ける訳わけにはいかないのだ。

　そして……。

　突とつ然ぜん、喇らつ叭ぱが広間に鳴なり響ひびいた。

　奇き妙みような帽ぼう子しと、紋もん章しようの入った厚あついキルト地の上着を身に着けた男が、つかつかと王座の脇わきに歩み出た。

「紋章官だよ」

　こっそりセルマが教えてくれる。

　紋章官はよく通とおる声で厳おごそかに宣せんした。

「アムリオン王家第一王女、国王ショーン二世陛へい下かの全ぜん権けん代だい理りにして国法の番人、学芸の保ほ護ご者しやにして王位第一継けい承しよう者しや、敬けい愛あいすべきアムレディア・ド・アムリオン殿でん下か！」

　衛えい兵へいが奥の扉とびらに手をかけた。

「げげっ！　うっそぉーっ！」

　キャットの顔が真っ青になった。

「父様じゃないの!?」

　トリシアは、セルマたちに合わせて立ち上がりながら、そちらの方に目を遣やる。

　扉がゆっくりと開き、王女が姿を現あらわした。

（……あれが？）

　トリシアは自分の目が信じられなかった。

（あれが……キャットのお姉ねえさん？）

　アンリの友人で魔法学校の出しゆつ資し者しやでもある王女だが、トリシアがその姿を目にするのは初めてのことだった。

　優ゆう雅がに王座の方に進む王女は、この世の者とも思えぬ美しさだった。

　同性の目から見ても眩まぶしいくらい、アムレディア王女は魅み力りよく的てきだった。

　トリシアは、キャットがいつも姉あねの真ま似ねをしようとして躍やつ起きになっている理り由ゆうがやっと分かった気がした。

　そして、アンリが彼女の名を口にする時に、とても優やさしい表情になる理由も……。

　トリシアはチラリとアンリの顔を見る。

　若い魔道士の瞳ひとみには、限かぎりなく深い憧しよう憬けいと、悲ひ痛つうな絶ぜつ望ぼうの入り混まじった複ふく雑ざつな色しき彩さいがあった。

（先生……王女のことが好きなんだ）

　トリシアは直ちよつ感かんした。

（とても、愛しているんだわ）

　胸むねが締しめつけられる思いがした。

　トリシアは再ふたたび王女に視し線せんを戻もどす。

　王女は優ゆう美びな動どう作さで、王座の隣となりに置かれた椅い子すに腰こしを下ろしたところだった。

　アムレディア姫ひめの髪かみは長く、黒こく曜よう石せきを思わせる漆しつ黒こくだった。

　ほんの少し赤みの差した、真しん珠じゆのような肌はだによく映はえる色だ。

　わずかに濡ぬれて艶つやのある唇くちびるは、一いつ直ちよく線せんに結ばれて意い志しの強さを示しめし、大きく、濁にごりのない緑みどりの瞳は、波ひとつない凪なぎの海のように静かである。

（わたしじゃ、足元にも及およばないよ……）

　トリシアは心の奥で寂さびしげにそうつぶやいた。

「本日はショーン陛へい下か多た忙ぼうのため、私が開かい廷ていします」

　王女は竪たて琴ごとの調しらべのような声でそう告つげると、一同を座すわらせた。

　一いつ瞬しゆん、その視し線せんが妹いもうとのキャットを捉とらえると、キャットは消えてしまいそうなほど身を縮ちぢませる。

　うつむいたまま、顔を上げようともしない。

　普ふ段だんのキャットからは考えられない態たい度どである。

（無む理りもないわね）

　と、思うトリシア。

　自分にもあんな姉がいたら、やっぱり劣れつ等とう感かんに押し潰つぶされそうになるだろう。

「殿でん下か」

　マイルズが口を開いた。

「……何か？」

　王女は商人の方を見る。

「恐おそれながら申し上げます。殿下はここにいる原げん告こくの何名かとは友人関係にありますし、殿下の妹御ごであられる王家の方も同席しておられます。これでは……」

「私の公正さを疑うたがうのか？　このアムレディアが情じよう実じつで法を曲げるとでも？」

「いえ、滅めつ相そうも」

　マイルズは大人おとなしく引き下がった。

「では、原告から訴そ状じようを読み上げなさい」

「は、はい」

　トリシアは立ち上がって、今、街まちに拡ひろがっている病気の被ひ害がいについて、その原因がマイルズの工場の廃はい液えきにあること、工場では子供たちが苛か酷こくな条じよう件けんで働かされていることなどを訴うつたえた。

　アムレディアはトリシアが座ると、マイルズの方を振り返った。

「その方ほう、この訴えを認みとめるか？」

「いいえ、殿下」

　商人は即そく座ざに返答した。

「川の汚お染せんの原因が私どもの工場にあるというのはまったくの偽いつわり、作り事でございます」

「無む実じつと申すのだな？」

「恐れながら殿下、私めの工場は人じん畜ちく無む害がいの染そめ物を生産しております。廃液で川を汚よごしているなどとんでもない話で、むしろ妙みような噂うわさで評ひよう判ばんを落とされ、迷めい惑わくしているのはこちらの方でございます」

「……よろしいですかな、殿下」

　今までマイルズの隣となりに黙だまって座っていた貴族が、手を上げて立った。

「どうぞ、ロデリック卿きよう」

　王女は最後の〝卿〟にわずかに皮ひ肉にくを込めた。

「実は我わが貴族会議もこの一件に興きよう味みを持ち、独どく自じの調ちよう査さを進めておりました」

　ロデリックは分ぶ厚あつい書類の束たばを持ち出した。

　衛えい兵へいのひとりが、それを受け取って王女に差し出す。

「…………」

　アムレディアは貴族会議と聞いて、眉まゆをひそめた。

　八年前、国王を幽ゆう閉へいし、権けん力りよくをほしいままにしたのが、その貴族会議だったからだ。

　当時の貴族会議の構こう成せい員いんのほとんどは亡ぼう命めいし、今の貴族会議とはまったく顔触ぶれが違うのだが、その名は王女の耳に心ここ地ちよくはなかった。

　アンリもまた、表情を曇くもらせていた。

　貴族会議は元がん来らい、王の独どく裁さいを防ふせぐための民主的な機き関かんだったが、今では専もつぱら、貴族や商人の利り益えき代表となり、保ほ守しゆ反はん動どう化かが進んでいる。

　アンリや王女の打ち出す改かい革かくにことごとく反対し、抵てい抗こうしてきたのが貴族会議なのだ。

「今、お渡しした資料をご覧らん頂いただければ分かると思いますが……」

　ロデリックは続けた。

「川の汚染の原因は、マイルズの工場よりもさらに上流で起おきた地じ震しんにあるのです」

「地震ですって！」

　トリシアは声を上げる。

「左さ様よう。地震により、太たい古この妖よう精せい族ぞくの鉱こう山ざんのひとつが陥かん没ぼつし、鉱こう物ぶつで汚染された地下水が流れ出たのです。それが不幸なことにイニスに流れ込み……」

「妖精族の鉱山が地震などで崩くずれるものか！」

　フェリノールが吐はき捨すてるように言った。

「……またさらに、子供たちを強きよう制せい労ろう働どうさせているという訴うつたえですが、これこそ、謂いわれのない中ちゆう傷しように他ならないのです。ここにひとり、証しよう人にんを連つれてきております」

　ロデリックはアムレディアの正しよう面めんの扉とびらを指さした。

　扉が開き、薄うす汚よごれた十二、三歳くらいの少年が入ってきて、おずおずと王女の前に進み出た。

「マイルズの工場で働く子供のひとりで、名をマルセルと申します。マルセル、殿でん下かにご挨あい拶さつを」

　ロデリックが命じると、少年はペコリと頭を下げる。

「殿下、宜よろしければここで証人にいくつか質しつ問もんしたいのですが？」

「……いいでしょう」

　ロデリックは前に進み出た。

「マルセル、君はこの尊そん敬けいすべき実じつ業ぎよう家か、マイルズ氏の工場で働いているね？」

「はい」

　少年は答える。

「それはどこにある？」

「イニス川を馬で半日ほど遡さかのぼったところです」

「君は無む理り矢や理り、そこで働かされているのかね？」

「とんでもない、好きで働いているんです。住み込みで給料もいいですから」

「一日の労働時間は？」

「朝食の後からお昼までです。午ご後ごは勉強の時間になっていますから」

「食事はちゃんと摂とっているかい？」

「朝はパンとミルクとスープ。昼はそれに魚の揚あげ物と野や菜さい。夜はシチューかミートパイがつきます」

「おいしそうな食事じゃないか。私がこのところ食べているものよりずっといい」

　笑えない冗じよう談だんだ。

　貴族が普ふ段だんどんな食事を摂とっているかは、子供でも知っている。

「……では、マルセル。最後の質問だ。よく考えて答えてくれ。君のいる工場で誰だれかが非ひ道どい目にあったり、毒どくで川を汚したりしたことが一度でもあったかね？」

「いいえ」

　マルセルは頭かぶりを振った。

「噓うそよ！」

　トリシアは立ち上がって叫さけんだ。

「原げん告こくは席に着くように。私はまだ発はつ言げんを許ゆるしていませんよ」

　アムレディアが言った。

「でも噓なのよ！　ここに手紙があります！　見てください！」

　トリシアは、アンリが工場で拾ひろった手紙を差し出した。

　アムレディアは手紙に目を通すと、貴族の方を振り返った。

「ロデリック卿きよう、この手紙をどう説明します？」

「手の込んだことですな。捏でつち上げにしても感かん心しんしますよ」

「捏ち上げなもんですか！　あんたの証人の方がよっぽど眉まゆ唾つばじゃない！」

「お黙だまりなさい！」

　いきり立つ少女に向かって、王女はピシャリと言った。

「だ、黙んないわ！　王女様だか何だか知らないけど、この瞬しゆん間かんだってまた新しい病人が出ているかも知れないのよ！　分かんないの!?　このくだらない裁さい判ばんを待ってる間に、何人も、何匹も、何頭も死んでるんだから！」

「……これ以上続ける気なら、法ほう廷てい侮ぶ辱じよく罪ざいで地ち下か牢ろうですよ」

「できるもんならやってみなさい！　あなただって、こっちの方が正しいことは分かっているくせに！」

「もう結けつ構こう！」

　アムレディアは立ち上がった。

「本日はこれにて休きゆう廷てい。次回の審しん理り日につ程ていは追って沙さ汰たする。アンリ、この無ぶ礼れい者ものを私の前から連れ出しなさい！」

「……はい、殿でん下か」

「ちょっと待ちなさいよ！　話は終わってないんだから！」

　椅い子すを蹴けり、王女のところに駆かけ寄よろうとするトリシア。

「パット、落ち着いて！」

「姉様に逆さからっちゃ駄だ目めだったら！」

　少女はレンとキャットに両手をつかまれる。

「絶ぜつっっっ対たい！　このままにはしとかないんだから！」

　退たい廷ていする王女の背中に、トリシアの罵ば声せいが虚むなしく浴あびせられる。

「覚おぼえてなさい、この馬ば鹿か王女っ！」










　カルテ４　独どく断だん、共きよう闘とう、大だい混こん戦せん！




　夜や半はん過すぎ……。

　黒装しよう束ぞくを身にまとったトリシアは、木こ立だちの陰かげから例の工場をうかがっていた。

　決けつ定てい的てきな証しよう拠こをつかみ、王女の鼻はな先さきに突きつけてやろうと、これから忍しのび込むつもりなのだ。

　いつもなら、おまけのレンがついてきそうなところだが、今夜はひとり。

　レンにも黙だまって出てきたのだ。

　トリシアは注意深く工場を観かん察さつする。

　窓ひとつないので、中の様よう子すはまったく分からない。

　ここから見る限り、内側に続いていそうなのは、正しよう面めんの入口、裏うらの排はい水すい口こう、そして鉄てつ格ごう子しのついた換かん気き用ようの小さな窓まどだけだ。

　換気用の窓はちょっと高い位い置ちにあるものの、格子を外はずせば通れそうだ。

（よし、あそこから！）

　と、トリシアが木こ陰かげから身を乗り出した瞬しゆん間かん、すぐ斜ななめ後ろの茂しげみで何かが動く音がした。

（見み張はり!?）

　トリシアは真横に跳とび、音が聞こえてきた方向に〝麻ま痺ひ〟の〝呪じゆ波は〟を飛ばす。

　傷つける気はないが、しばらく邪じや魔まして欲ほしくない。

　トリシアの指先からすみれ色の稲いな妻ずまが走る。

　だが……。

　トリシアが動くのと同時に茂みから飛び出した人ひと影かげは、片かた刃はの剣を鞘さや払ばらって何の苦もなく稲妻を弾はじき返した。

（抗こう魔ま法ほうの剣!?）

　少女は戦せん慄りつした。

　トリシアは戦たたかいの訓くん練れんなどしたこともないし、攻こう撃げき魔法もほとんど知らない。

　しかし、相手は今の剣さばきから分かるように手て練だれの剣士であり、その上、魔法を封ふうじる手しゆ段だんを持っているのだ。

　剣士がこちらに突とつ進しんしてくるのを見て、トリシアは腰こしの短剣に手をかけた。

　だが、向こうの動きは素す早ばやい。

　半分も短剣を抜かないうちに山やま猫ねこのようにトリシアに飛びかかり、地じ面めんに押し倒たおした。

　あっという間にトリシアは口をふさがれ、馬うま乗のりになられて身動きが取れなくなった。

　必ひつ死しにもがく少女の耳に、剣士はささやいた。

「静かにしなさい、跳はねっ返り」

（……えっ!?）

　トリシアは頭を捻ひねって相手の顔を見上げた。

　顔はすっぽりと覆ふく面めんに覆おおわれ、目しか見えない。

　だが、強い意い志しを秘ひめたこの目には見み覚おぼえがある。

　トリシアは暴あばれるのを止やめた。

「……よろしい」

　剣士は立ち上がった。

　鎖くさり帷子かたびらの上に、胴どう鎧よろいと手てつ甲こうを身に着つけている。

　特とく注ちゆう品ひんらしく、細い腰こしや豊ゆたかな胸むねの輪りん郭かくがはっきりと分かる。

「王女？」

　トリシアも起き上がる。

「何をして……いえ、なさってるんです？」

「馬ば鹿かなことを聞かないの」

　アムレディアは覆面を脱ぬいだ。

「工場の実じつ態たいを調べにきたのよ。……まったく、突とつ然ぜん〝呪じゆ波は〟を飛ばしてくるなんて！」

「こんなところに王家の人がいるなんて、思う訳わけないじゃないですか！」

　トリシアはパンパンと苛いら立だたしげに服の泥どろを払はらう。

「とにかく、子供は帰りなさい。……これを連つれて」

　アムレディアは剣の先で茂しげみを搔かき分けた。

「……もうっ！」

　トリシアは額ひたいに手をやった。

「どうも～」

　茂みから転ころがり出てきたのは、手足を縛しばり上げられたレンだった。

「そこで捕つかまえたの。あなたをつけていたみたいね」

「……変へん質しつ者しや」

　トリシアににらまれ、レンは肩かたをすくめる。

「裁さい判ばんの後、様よう子すがおかしかったんで、つい……」

「良かったじゃない、心配してくれるお友達がいて。さあ、帰りなさい」

「嫌いやです！　子供扱あつかいは止やめてください。これでもれっきとした医者なんですから」

「侵しん入にゆう捜そう査さは医者の仕事じゃないわ」

　アムレディアは冷たい目で少女を見る。

「王女の仕事でもね」

　トリシアも負けじと見返す。

　そして……。

「……いいわ。跳はねっ返り。ついていらっしゃい」

　王女は諦あきらめたように言った。

「……あのお、僕ぼくのこともお忘れなく」

　転がされたままのレンが、弱々しく自分の存そん在ざいを訴うつたえた。




　三人は這はうようにして進み、工場の壁かべに張はりついた。

　見上げてみると、換かん気き用ようの窓の位い置ちは案外低い。

　肩かた車ぐるまでもすれば手が達とどきそうだ。

「跳ねっ返り、私を持ち上げて」

「何でわたしが？　レンにやらせればいいじゃない？」

「えっ？」

　レンの頰ほほが弛ゆるむ。

　王女の太ももに頭を挟はさまれるなんて滅めつ多たにできる経けい験けんではない。

　ゴンッ！

　思わず出たトリシアのこぶしが、則そく頭とう部ぶに入った。

「……やっぱりやります」

　少女はしゃがんだ。




　王女は結けつ構こう軽かった。

　鎧よろいを着込んでいるというのに、すっと楽に上がる。

　トリシアよりも軽いかも知れない。

（……身長は王女の方が頭ひとつ高いのに）

　トリシアは本気で落ち込みかけていた。

　肩車された王女は、器き用ようにナイフで格こう子しを外はずしていく。

　自分の身体からだが通り抜けられる幅はばまで鉄格子を取り除のぞくと、王女は懸けん垂すいの要よう領りようで自分の身体を引き上げ、頭から通つう風ふう孔こうに入っていった。

　胸むねがつかえかけたものの、音ひとつ立てない。

　王女の足首が通風孔の中に消え、しばらくしてからスルスルと縄なわが下りてきた。

　準じゆん備びのいい王女だ。

　トリシア、続いてレンが縄をよじ登る。

　通風孔の中は狭せまく、真っ暗だった。

「あんまり近づくと、蹴けるからね」

　トリシアはしんがりのレンに警けい告こくしてから、短い魔ま旋せん律りつを唱となえて指を弾はじいた。

　ポッと明かりが指先に灯ともる。

　その明かりを頼たよりに、王女は進む。

　通風孔はどこかの部屋に通じる穴も、曲がり角もないまま、やや下向きに真っすぐ伸のびていた。

　這はい続けて膝ひざが擦こすれ、いい加か減げんうんざりしてきた頃ころ、王女が振ふり返った。

「すぐ先に縦たて穴あながあるわ。……深くて底は見えないけれど」

「下りますか？」

　と、レン。

　アムレディアはうなずいて、トリシアの肩を叩たたいた。

「あなたが最初よ」

　理り由ゆうは分かっている。

　こういうことにはトリシアが一番不ふ慣なれで、落ちる可か能のう性せいが高い。

　トリシアが先に下りれば、もし落ちても死ぬのはひとりで済む。

「……行きます」

　トリシアは穴を下りようとした。

　だが、その少女の身体をレンが押し退のける。

「僕が先だ」

「馬ば鹿か言わないの！」

　レンは真ま面じ目めな顔でトリシアを見た。

「平気だ。君が落ちてきても受け止めてみせるさ、絶対に」

「駄だ目め！　死んじゃうわよ！」

「あのなあ、君が危険な目に遇あうくらいなら！」

　と、揉もみ合う二人。

「……行かせなさい、トリシア」

　アムレディアが言った。

「王女！　私が最初だって言ったのはあなたでしょ！」

「それはそうだけど……」

　アムレディアは肩をすくめた。

「そいつが名な乗のり出なかったら、クッション代がわりに突つき落としていたところ」

「へっ？」

　レンは啞あ然ぜんとする。

「要ようするに、試ためしたの」

　王女は舌したを出す。

　レンとトリシアは脱だつ力りよくした。

「……先生もいつも試されてるのかな？」

　レンは改あらためてアンリを尊そん敬けいした。




　結けつ局きよく、最初に下りたのはアムレディアだった。

　幸さいわい、落ちても死ぬような高さではなかった。

　底についてみると、道は左右に伸のびている。

「どっちがいい？」

　王女がトリシアに尋たずねる。

「ええと、右」

「じゃあ、左ね」

　王女は這い進み始めた。

　トリシアは声に出さずに、ありったけの悪あく態たいをアムレディアの背中、いや、お尻しりにぶつけた。

　少し行くと、前方にかすかな光が見えた気がした。

　三人は這う速度を速める。

　光の見えたところまでくると、確たしかに鉄てつ格ごう子しのついた穴あなが横にあり、チラチラと光こう線せんが洩もれ込んできている。

　トリシアはそっと穴をのぞき込んだ。

　穴の向こうは狭せまい回かい廊ろう。

　松明たいまつが壁かべに沿そって灯ともされ、じめじめとした不ふ衛えい生せいそうな床ゆかを照てらしている。

「降りられそうね」

　王女はナイフでまた器き用ように格子を外はずしにかかる。

　だが、三本ほど外し終わった時、ギイーッと扉とびらの開く音がした。

　王女は頭を引っ込め、息を殺す。

　ピチャピチャという足音が近づいてくる。

　トリシアはそっと回廊をうかがった。

（あっ、あいつ！）

　もう少しで声が出そうになった。

　トリシアは、アムレディアとレンに目め配くばせする。

「……まあ」

　回廊の人物を見て、アムレディアはつぶやいた。

　これから染そめに入る白い絹けん布ぷを山ほど担かついで歩いてきたのは、昼間、法ほう廷ていで証しよう言げんしたマルセルという少年だった。

　午後は勉強、と言った本人が今、ここで働いている。

　他に人ひと影かげはない。

　トリシアは王女の目を見た。

　王女もうなずく。

「……ほら、活かつ躍やくしなさい！」

　トリシアは、どんっとレンを格子の間から突き落とした。

「うおっと、と！」

　レンはベチャッと尻しり餅もちをついたがすぐに立ち上がり、呆あつ気けに取られたマルセルの背せに回って腕うでを捩ねじ上げた。

「ご苦く労ろう様さま」

　トリシアとアムレディアも続いて通つう風ふう孔こうから下りてくる。

「静かに。さもないと……分かるわね？」

　王女はレンが手を放はなすのを待って、マルセルをいささか乱らん暴ぼうに壁かべに押しつけた。

　首くび筋すじにナイフが当てられる。

　マルセルは震ふるえてうなずいた。

「法ほう廷ていで噓うそ、ついたわね？」

　トリシアが尋たずねる。

　マルセルはまたもうなずく。

「ね？」

　トリシアはアムレディアを見た。

「これで工場を止められるんでしょ？」

「この坊ぼうやを、法廷で証しよう言げんさせればね。偽ぎ証しよう教きよう唆さ、法ほう廷てい侮ぶ辱じよく、おまけに私に対する不ふ敬けい罪ざいをつけてもいいわ」

「じゃあ、連つれ出そう」

　レンが言った。

「駄だ目めです！」

　マルセルが声を上げた。

　王女のナイフの先せん端たんが、チクリと少年の喉のどに食い込む。

「静かに、と言ったはずよ。私は怒おこっているの」

「……駄目なんです」

　マルセルは擦かすれる声で告つげた。

「僕がいなくなれば、みんなが殺されちゃう」

「……みんな？」

　アムレディアはナイフに込めた力をわずかに弛ゆるめた。

「い、一いつ緒しよに働かされてる子たち、僕と同じ孤こ児じたちです……。裁さい判ばんの時にああ言ったのも、僕がそう答えないとみんなを殺すってマイルズさんが……」

「何てこと……。あなたの仲間は全部で何人いるの？」

　そう尋たずねるトリシアの声は、激はげしい怒いかりで震えていた。

「十三人……僕を入れて。もとは四十人いたのに……」

「みんな死んだのかい？」

　レンの表情も険けわしい。

「殺されました！」

　マルセルは顔をクシャクシャにして叫さけんだ。

「毒どくの蒸じよう気きが立ちこめる中で、一日中作さ業ぎようさせられるんですよ！　少しでも手を休めれば、見み張はりの土鬼オルクスの鞭むちが飛んでくるんです！」

　少年は薄うす汚よごれた上着を脱ぬいで背中を見せた。

　治なおる間まもなく上から重ねられる鞭の傷は、腫はれ上がり、膿うんで、一部壊え死しして黒くなっていた。

「……手紙を書いたアトルみたいに、見せしめに殴なぐり殺された子もいます。生き残ってる僕らだって、明日はどうなるか……」

「どこにいるの、残りの子供たちは？」

「たぶん鉱こう脈みやくか精せい製せい室しつで働かされています」

「鉱脈？」

　レンが顔をしかめる。

「何で染そめ物工場で？」

「王女！　救たすけ出すべきです！」

　トリシアはアムレディアの腕うでに手をかけた。

「本ほん気き？　たった三人で？」

　アムレディアは、信じられないといった顔でトリシアを見る。

「お願いです！　明日じゃ間に合わない子もいるんです！」

　トリシアは、セルマに拾ひろわれる前の惨みじめな境きよう遇ぐうを思い出していた。

（ここの子供たちは、昔むかしのわたしやレン……）

「僕らだって、アンリ先生やセルマさんが助けてくれなかったら……、野の良ら猫ねこみたいな暮くらしから抜け出る機き会かいをくれなかったら、ここにいたかも知れないんです！」

　トリシアの心を読んだかのように、レンも言った。

「今度は、僕らが救ける方に回りたいんだ！」

　王女は二人の真しん剣けんな眼まな差ざしに口元を弛ゆるませる。

「……面おも白しろいわ、やりましょ。アンリがいたら、絶ぜつ対たいこんな無む茶ちやはやらせてくれないもの」

　まるで、こうなることを予よ想そうしていたかのような笑みだった。




　三人は、マルセルの案あん内ないで回かい廊ろうを進んだ。

　マルセルの話だと、ここは地下一階。

　工場はさらにずっと下らしい。

「何で染め物工場が地下に？」

　首を傾かしげるレン。

「染め物は見せ掛かけです」

　マルセルは頭を振ふった。

「実際には、〝レク〟を作っているんです」

「レクですって！」

　アムレディアは詰つめ寄よった。

「何、それ？」

　と、レン。

「もう！」

　トリシアが説せつ明めいする。

「ラクヌンガは知ってるわよね？」

「うん」

　素す直なおにうなずくレン。

　今はもう製せい法ほうが忘れられた、禁きん断だんの麻ま薬やく。

　吸きゆう引いん者しやの身体からだを思うがままに変へん身しんさせる古代の秘ひ薬やくだ。

「使ったことはないけど……」

「当たり前です！」

　アムレディアのこぶしが頭に落ちた。

「……レクはそれと同じくらい危き険けんな薬くすりなの」

　先に手を出されてちょっと残ざん念ねんなトリシア。

「この薬を吸すった者は、その効こう果かが切れるまで一週間以上も不ふ眠みん不ふ休きゆうで戦たたかい続けることがでるきし、筋きん力りよくや反はん射しや神しん経けいが、訓くん練れんでは到とう達たつできない水すい準じゆんまで強化されるの。もっと恐ろしいのはこの薬を使うと戦いに快かい感かんを覚おぼえるようになること。一度この快感を体験すれば、また薬を吸うためならどんな命令にも従したがうようになるわ」

「そのレクの、ほぼ純じゆん粋すいな鉱脈をマイルズさんは発見したんです。もともとここは、妖よう精せい族ぞくの地下集しゆう落らくの坑こう道どうだったところで、マイルズさんはそれを密みつ輸ゆ品ひんの隠かくし場所にしようと調べていたんです」

「それで、偶ぐう然ぜん見つけたと？」

　と、王女。

「ええ。坑道の奥で、何千という妖精の白はつ骨こつと一いつ緒しよに。マイルズさんは、始めは近くの沼ぬまの小鬼ボーグルたちにレクを試ためし、成功するとロデリック卿きように大だい規き模ぼな開発をもちかけました」

　沼の小鬼と聞いて、トリシアとレンは顔を見合わせた。

「染め物工場を隠れ蓑みのにした本ほん格かく的てきな採さい掘くつが始まったのは、半年ほど前のことです」

　これは鷲頭獅子グリフインが暴あばれた時期とほぼ一いつ致ちする。

「じゃあ、毒の廃はい液えきは？」

　レンが尋たずねた。

「レクの精せい製せいの時に使う触しよく媒ばいです」

「……アンリ先生にこの話をすれば、きっと解げ毒どく剤ざいが作れるな」

「どこに売り捌さばいているのか分かる？」

　アムレディアはさらに質しつ問もんする。

「立ち聞きしたところだと、ロデリック卿を通じて北ほつ方ぽう帝国に……」

「これであの二人、三回は死し刑けいにできるわ」

　王女の声は静かだったが、言うことは凄すごい。

「お金のために……どうしてそこまで」

　トリシアは唇くちびるを嚙かんだ。

　ともかく、一いつ刻こくも早くこんな場所から子供たちを救すくい出さなくてはならない。

　やがて、トリシアたちは下へと続く螺ら旋せん階かい段だんにたどり着ついた。

「すぐ下に見張りが」

　マルセルが告つげた。

　アムレディアが先頭に立つ。

　しんがりはちょっと頼たよりないがレンだ。

「螺旋階段では奇き襲しゆうは難むずかしいけど……」

　王女は剣の柄つかに手をかけ、半なかばしゃがみ込むような格かつ好こうで降りていった。

「足音がする。……二人、いえ、二匹ひきね」

「王女、なるべくなら……」

「分かっているわ。あなたが流りゆう血けつを嫌きらうことはアンリやキャットから聞いているから」

　アムレディアは、鞘さやに入ったままの状じよう態たいで剣を手にした。

「……飛び込むわ。魔ま旋せん律りつで援えん護ご、お願い」

　王女は階下に身を躍おどらせた。

　それに続くトリシア。

　階段の下で待ち構かまえていたのは、蜥蝪とかげと猪いのししを掛かけ合わせたような顔をした人型の生き物だった。

　がっしりとした体格で、長身のアムレディアよりさらに頭二つ背が高い。

　二匹の醜みにくい生き物は、刺とげがついた大おお斧おのを肩かたに担かつぐようにして構かまえた。

「土鬼！」

　アムレディアは、その一匹の肩口に剣を振り下ろしながら叫さけぶ。

「手て強ごわいわよ！」

　トリシアはもう一匹に向けて短い魔旋律を詠えい唱しようした。

　土鬼の持つ斧は、魔旋律の〝呪じゆ波は〟に共きよう鳴めいし、白はく熱ねつ化かする。

　土鬼は黄色い牙きばを剝むき出しにして悲ひ鳴めいを上げると、斧を放ほうり出した。

　少女はたたみかけるように次の魔旋律を唱となえる。

　青い閃せん光こうに包つつまれた土鬼は、白目を剝いて仰あお向むけに倒たおれた。

「ちょっと寝ててね」

　トリシアはつぶやくと、王女の方を見た。

　王女はすでに相手を床ゆかに打ち倒していた。

「気き絶ぜつさせるだけっていうのは、結けつ構こう難むずかしいわね」

　アムレディアは額ひたいの汗あせを拭ぬぐうと、マルセルを振り返る。

「あと見み張はりはどのくらいいるの？」

「ええと、普ふ通つうは採さい掘くつ現げん場ばにあと五人くらいです」

「何だ、結構少ないな」

　今の戦たたかいで楽をしたレンがうそぶく。

「ええ、マイルズさんは……その……」

　マルセルは口くち籠ごもる。

「ケチだから？」

　と、トリシア。

「……そうです」

「まあ、考えてみたら、どれだけいようと関係ないわね。最終的にはみんなやっつけるんだから」

　アムレディアは不ふ敵てきな笑みを浮かべた。

「わくわくしてきたわ。早く行きましょ！」

　どうやらこの王女、根っからこの手のことが好きらしい。

　トリシアもレンも、アムレディアの意外な一面に呆あつ気けに取られていた。




〝レク〟は文字通り、レク──深しん淵えん──で掘ほられていた。

（誰だれも染そめ物工場の下に、こんな大だい規き模ぼな施し設せつがあるとは思わなかったでしょうね）

　トリシアは、廃はい土どを詰つめた土ど囊のうの山の陰かげからあたりを見回して思った。

　王城の大広間ほどもあるその空くう間かん全体が、ひとつの採掘坑こうになっている。

　ぽっかりと黒い口を開けた、底の見えない縦たて坑あなのまわりにはぐるりと狭せまい回かい廊ろうがあり、縦坑を挟はさんだ反対側にはトリシアたちが通ったものとは別の扉とびらがある。

「あっちは精せい製せい室しつです」

　マルセルが説せつ明めいした。

　おそらくあそこでレクは純じゆん度どを高められ、その過か程ていで出た重じゆう金きん属ぞくを多た量りように含ふくむ廃液が川に垂たれ流されているのだ。

　暗く深い縦たて坑あなに目を移うつすと、坑の内側に沿そって木製の足場が何なん層そうにも組まれており、上下の足場は梯はし子ごで行き来するようになっているのが分かる。

　四輪台だい車しや用の軌き条じようが敷しかれた桟さん橋ばしのような足場が、開口部の中心まで迫せり出すように伸び、その先せん端たん部ぶには昇しよう降こう機きがある。

　掘ほり出したレクを上げるためのものだろう。

　トリシアが観かん察さつしているうちに、昇降機が上がってきた。

　昇降機に乗っていた四輪台車が軌条の上を、精製室に向かって運ばれてゆく。

　押しているのは二人の幼おさない少女。

　それを、鞭むちを手にした土鬼オルクスが見み張はっている。

「アラインとティルダです。残りのみんなは坑の底か、精製室でしょう」

　マルセルが言った。

「……まず、坑の底ですね」

　トリシアは一いつ瞬しゆん考えてから王女に提てい案あんした。

「そうね。時間が経けい過かして増ぞう援えんが来た時に、逃げ道のない場所に追い詰つめられるのは避さけたいもの」

　アムレディアも賛さん成せいである。

「……いいけど、僕の意見も聞いて欲ほしいな」

　後ろを見み張はっていたレンがぼやいた。

　少しして、台車とともに、土鬼と少女たちが精製室に消えた。

「今よ！」

「はいっ！」

「それっ！」

　マルセルを土ど囊のうの陰かげに残し、三人は昇降機に飛び乗った。

「……どうやって動かすのかしら？」

　アムレディアがあたりを見回す。

「これは？」

　トリシアは足元にあった斜ななめに突き出た板を踏ふんでみる。

　ガクンッ！

　昇降機が大きく揺ゆれて、降り始めた。

「大だい正せい解かい！」

　レンがトリシアを見てニッと笑った。

　トリシアはペロリと舌したを出す。

　三人を乗せた昇降機は底に向かって凄すさまじい速そく度どで降こう下かしてゆく。

　身体中の血が頭に集まる感じだ。

「降りるというより、落ちるって感じね」

「トリシア！　止めて！」

　アムレディアが悲ひ鳴めいに近い声を上げる。

「どうやって？」

　トリシアはまわりを見て肩をすくめる。

「足元！　さっきのやつ！」

「これこれ」

　レンがもう一度、今度は軽く板を踏む。

　キーッという音がして、落下速度が急きゆう激げきに落ちる。

　昇降機は今や、羽う毛もうのようにゆっくりと下か降こうしている。

「これでいいですか？」

　レンは王女を見た。

　アムレディアは口を押さえてしゃがみ込んでいた。

「……吐はきそ」

「意外と繊せん細さいなんですね」

　トリシアは笑いを堪こらえるのに必ひつ死しだった。

　体質だろうか、自分は何ともない。

（……にしても、もうだいぶ降りたはずだけど）

　トリシアは昇降機から身を乗り出して下をのぞいた。

　いくつか松明たいまつが動いているのが見える。

　あれが最さい深しん部ぶだろう。

「そろそろ終点ですよ」

　トリシアが伝えると、王女は多少ふらつきながらも立ち上がって鞘さやつきの剣を構かまえる。

　レンとトリシアは、どの方向にも〝呪じゆ波は〟を発せられるように、背中合わせに立つ。

　やがて、奈な落らくの底の様よう子すがはっきりと見えてくる。

　一、二、三……、七人の子供が小鬼ボーグルに混まじって横穴を掘ほらされている。

　みな、マルセルと同じくらいか、もっと幼おさない。

　土鬼オルクスは鞭むちを持って子供たちを見張り、時々、意味もなく子供たちの背を打ち据すえては下げ品ひんに笑っていた。

（……許ゆるせない！）

　ほとんど反はん射しや的てきに、トリシアは魔ま旋せん律りつを詠えい唱しようしていた。

　指先から炎ほのおの舌したが伸び、土鬼が振ふり上げた鞭を一いつ瞬しゆんのうちに灰にした。

　土鬼、小鬼、子供たちが一いつ斉せいに昇降機を見上げた。

「馬ば鹿か！　まだ早いわ！」
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　アムレディアが慌あわてて昇降機から身を躍おどらせた。

　まだ底までは三階くらいの高さがある。

　王女は土鬼の肩の上に飛び下りると、その頭に思いっきり剣を振り下ろした。

　土鬼がグラリと身体からだを揺ゆらがせると同時に、その肩から跳ちよう躍やく。

　今度はそのまま着ちやく地ちして、眼前の敵てきの鳩尾みぞおちに剣の柄つかを叩たたき込む。

　トリシアも見み惚とれてしまうほどの華か麗れいな動きだ。

　一瞬後、二匹の土鬼はドウッと音を立てて倒れた。

　残りの土鬼が、ようやく王女に襲おそいかかろうとする。

「閃せん光こうが矢となって……打ち倒す！」

　レンが魔旋律を詠唱し、昇降機の上から稲いな妻ずまの雨を降ふらせた。

　アムレディアの背中を狙ねらった土鬼に、そのうちの一発が命中。

　土鬼は頭から煙けむりを上げて失しつ神しんした。

　残りは二匹だ。

「こっちは任まかせて！　あなたたちは子供を！」

　アムレディアは、二匹の土鬼を巧たくみにあしらいながら叫さけんだ。

　トリシアはあたりを見回す。

　右う往おう左さ往おうする小鬼ボーグルの陰かげで、子供たちはひとかたまりになって震ふるえていた。

　ガクンと揺れて昇降機が下に着つくと、トリシアは子供たちの方に向かって走る。

　その前に立ちふさがる、小鬼の一団。

　シャルヴレーヌで見た連中と同じ種しゆ類るいで、手には棍こん棒ぼうを握にぎっている。

「見えない腕うでが眼前の敵を……」

　トリシアの隣となりに立ったレンが、小鬼の群むれを一気に片かた付づけようと新たな攻こう撃げき魔法の〝呪じゆ波はを練ねり始める。

　だが……。

「待って！」

　トリシアはレンを制した。

　小鬼たちの目に、怯おびえの色を見たのだ。

（止やめなさい！　あなたたちも無む理り矢や理り連つれてこられて働かされてるんでしょ？　もう働かなくていいの、お逃にげなさい！）

　トリシアは小鬼に語りかけた。

　小鬼たちは困こん惑わくした表情で顔を見合わせる。

（私は子供たちを救たすけたいだけ。あなたたちを傷つけはしない）

　トリシアは敵てき意いのないことを示しめすため、両腕を広げてみせた。

（さあ、好きなところへ行きなさい！）

　小鬼たちは武器を捨すて、一いつ斉せいに梯はし子ごに向かって走りだした。

　トリシアとレンはそんな小鬼たちの脇わきを擦すり抜け、薄うす汚よごれた青白い子供たちのところに駆かけ寄って手を差し出した。

「わたしはトリシア。あなたたちを救けにきたの。上でマルセルも待ってるわ」

　マルセルの名前を耳にすると、子供たちは緊きん張ちようを解とく。

「お外に行けるの？」

　一番小さい六歳くらいの女の子が、円つぶらな瞳ひとみをトリシアに向ける。

「ええ……。自由になるのよ」

　トリシアは少女を抱だき締しめた。

　瘦やせて、冷えきったその身体からだを。

「さあ！」

　レンが促うながし、子供たちを昇降機のところまで進ませる。

「あれに乗って！」

　トリシアが最初に昇降機の上に立ち、続いて子供たち、レン、最後に、土鬼オルクスを倒したアムレディアが飛び乗った。

　トリシアは足元の板の操そう作さし、昇降機は上昇し始める。

　途と中ちゆう、必ひつ死しで梯はし子ごをよじ登る小鬼たちを追い越こし、昇降機は上がってゆく。

「……まだ精せい製せい室しつの子供たちがいるのよね。気を抜かないようにしないと」

　アムレディアは手のひらの汗あせを拭ぬぐい、自分に言い聞かせる。

　トリシアは、昇降機の速そく度どを調ちよう節せつしながら、あとどれくらい魔ま旋せん律りつを使う精神力が残っているか考える。

　攻撃魔法は、治ち療りように使う魔旋律と比くらべるとはるかに消しよう耗もうが激はげしい。

　せいぜいあと五、六回だろう……。

　レンの方に目を遣やると、こちらも肩かたで大きく息をしている。

「……やっぱり、先生みたいにはいかないな」

　レンはトリシアの視し線せんに気がつき、ちょっと強こわばった笑顔を見せた。

　その上、状じよう況きようはさらに悪くなった。

「……まずいわ」

　縦たて坑あなの開口部を見上げていた王女がつぶやいた。

　トリシアとレンも、そちらに顔を向ける。

　縦坑の縁ふちをぐるりと囲かこむように、いくつもの影かげがうごめいているのが見えた。

　トリシアは昇降機を止めようと、足元の板を踏ふみ込もうとする。

「無む駄だよ」

　上を見たままアムレディアは言った。

「もう向こうの射しや程てい内ない。殺す気ならとっくに矢の雨を降ふらせてるわ。このまま行きましょう」

　トリシアはうなずいた。

　自分を見上げる子供たちの、すがるような視線が辛つらい。

　昇降機が終点に近づくにつれ、坑のまわりを囲む土鬼オルクスたち、そして、傭よう兵へいらしき男たちの姿すがたが、徐じよ々じよにはっきりと見えてきた。

　幾いく張はりもの弓が、トリシアたちに向けてピタリと構かまえられている。

　レンが子供たちとトリシアを庇かばうように前に出た。

　やがて、ゆっくりと昇降機が止まった。

　待ち構えていた土鬼と傭兵の数は四十人以上。

　中には、厚い鱗うろこと長い牙きばを持った犬、竜犬を連れている者もいる。

「……無む謀ぼうなことをしますね」

　土鬼の間から男がひとり、進み出た。

「若い命を可惜あたら無む駄だにすることもないでしょうに？」

「マイルズ、あなたのような蛆うじ虫むしに命を語る資し格かくがあって？」

　アムレディアは、商人の姿を見て鼻はなで笑った。

「殿でん下か、残念ですよ。あなたのような美しい方をこの世から消さねばならぬとは」

「陳ちん腐ぷな台詞せりふ。でも安心なさい、死ぬ時はあなたも一いつ緒しよよ」

　王女は手てつ甲こうの内側に仕し込こんであった短剣を抜いた。

「まわりにいるあなたの薄うす汚ぎたない子分どもを、一歩でも動かしてごらんなさい。あなたの喉のど笛ぶえをこの短剣が貫つらぬくわよ」

「できますかな、そんなことが？」

　マイルズは余よ裕ゆうの表情で右手を上げ、合あい図ずした。

「ちょっと後ろを見てくれませんか？」

　マイルズの言葉に、トリシアとレンが振ふり返る。

　真後ろの土鬼と傭兵が囲みを解とく。

　そこに引き立てられてきたのは、縛しばられた子供が六人。

　その中には、マルセルの姿もあった。

　そして、子供たちに剣を突きつけているのは、青白い顔をした大おお柄がらな貴族だった。

「ロデリック卿きよう……」

　レンが唸うなる。

　距きよ離りはあったが、トリシアには貴族の表情がはっきりと見て取れた。

　今のロデリックには、昼間会った時の慇いん懃ぎんな印いん象しようはない。

　トリシアにウインクを返した茶ちや目めっ気けも、微み塵じんも感じられない。

　感情の感じられない白い顔……。

（……白い……無表情な……！）

　トリシアは突とつ如じよ、記憶の底深くに封ふう印いんされていたその相そう貌ぼうを思い出した。

（あいつ！　あいつ！　あいつ、あいつっ！　わたしの家族を……父さんと母さんと妹いもうとを殺した……あの貴族だったんだ！）

「ロデリック！」

　アムレディアが止める間もなく、トリシアは貴族に向かって走りだしていた。

　憤ふん怒ぬと激はげしい復ふく讐しゆう心しんが、正せい常じような判はん断だん力りよくを奪うばっていた。

「……子供たちの命は要いらないようだな」

　ロデリックはマルセルの喉のどに冷たい刃はを当てた。

「私の言葉は脅おどしではない」

　剣がまさに少年の喉を裂さこうしたその時……。

「風はいましめと、土は枷かせとなり……四し肢しの自由を奪うばう」

　ロデリックに飛びかかろうとしたトリシアの動きが止まった。

　身体がまるで鉛なまりになったかのように動かない。

「剣を下ろしてくれ、ロデリック」

　振り返ることができないトリシアの後方で、レンの声がした。

「もう、抵抗はしない。パットにもさせない。だから、マルセルを殺すな」

　魔ま旋せん律りつを飛ばしてトリシアの動きを止めたのは、レンだった。

（……レン！）

　トリシアは叫さけぶこともできなかった。

（どうして!?　あいつは家族の仇かたきなのよ！　どうして邪じや魔まするの！）

「……よかろう」

　少し考えたロデリックは、つまらなそうに剣を下ろした。

「こいつは殺さない。だが、その娘を許ゆるすこともできんな」

「……代かわりに僕を」

「ほう、死ぬか？」

　貴族は目を細める。

「来い」

「分かった」

　レンはロデリックの方に向かって歩きだした。

　途と中ちゆう、トリシアとすれ違いながら、魔旋律を解とく。

「レン、どうして!?　あいつは私の家族を！」

　自由を取り戻もどしたトリシアは、キッとレンをにらんだ。

「……君の表情でそれはすぐに分かったよ」

　レンは小さくうなずく。

「けど、あのままだとマルセルは殺されてた」

「…………！」

　ようやくトリシアは気がついた。

　自分がまったく周りが見えなくなっていたことに。

　自分のために、少年がひとり殺されるところだったのだ。

「レン、わたし……」

「命を守るのは医者の使し命めいなんだろ」

　レンはぎこちなく笑った。

「その手で命を奪うばっちゃいけないよ。王女さまのところまで下がって」

「でも！」

「一度でいいから、僕の言うことを聞いて」

「……うん」

　トリシアが言われた通りに下がるのを確かく認にんしてから、レンはロデリックの前に立った。

「さあ、殺やれよ」

　レンは氷のような貴族の瞳ひとみを、臆おくすることなく見上げる。

　ロデリックは剣先をレンの喉のど元もとに突きつけたが、ややあって剣を下ろした。

「……気にくわんな、その目。小こ僧ぞうの分ぶん際ざいで、ずいぶんと覚かく悟ごの据すわった目だ」

　ガッ！

　貴族は、レンの鳩尾みぞおちにこぶしを打ち込んで這はいつくばらせると、肩かたを踏ふみつけ、右の腕うでに剣を突き立てて捻ひねった。

「……気が変わった、すぐには殺さぬ。貴き様さまが泣き、喚わめき、命乞ごいをするまでな！」

「くっ！」

　それでもレンは悲ひ鳴めいを上げない。

　血や怪け我がを見るのに慣なれているはずのトリシアが、堪たまらず顔を覆おおう。

「……ふん」

　ロデリックはつまらなそうにレンの脇わき腹ばらを蹴けると、仲間の商人に声をかけた。

「そっちを先に片かた付づけろ」

「そういたしますか」

　マイルズが咳せき払ばらいをする。

「では、貴き重ちような労ろう働どう力りよくを返してもらいましょうかね。アムレディア殿でん下か、その子供たちをこちらへ渡し……、おや？」

　ちょうどその時である。

　トリシアがさっき逃がした小鬼ボーグルたちが、梯はし子ごを登ってくる姿すがたが見えてきた。

　商人は肩をすくめる。

「なるほど……、戦たたかいもせず、おめおめと逃げ出してきた訳わけですね。あわよくば脱だつ走そうしようという心こころ積づもりで……。土鬼オルクスども！」

　マイルズの命令で、土鬼たちが一いつ斉せいに弓を向ける。

「……射うて」

　放はなたれた矢が驟しゆう雨うのように小鬼たちの上に降ふり注そそいだ。

　ようやく登ってきた小鬼たちは、何が起きたのかも分からぬまま、射い抜ぬかれ、ネズミのような悲鳴を上げて奈な落らくの底に墜つい落らくしていった。

「所しよ詮せんは獣けもの。仕事もろくにできない上に臆おく病びようとくる。次からは人間の子供の数を増ふやましょう」

　マイルズはやれやれというように頭を振ふった。

「……あなた、命を何だと思っているの？」

　トリシアは、怒いかりに声が震ふるえるのを抑おさえることができない。

「お嬢じようさん、小鬼の心配をしている場合ではないでしょう？」

　マイルズは白い歯を見せる。

「ともかく、子供たちをこっちによこしなさい」

　トリシアと王女は、マイルズに背Ε向けて子供たちを立たせた。

「……お姉ちゃん」

　先ほどの少女が、心配そうにトリシアの顔を見る。

「大だい丈じよう夫ぶよ」

　トリシアは目を伏ふせた。

「……さあ、マルセルたちのところに行って」

　王女が子供たちの背をそっと押して促うながす。

「それで、お次は何？」

　アムレディアはロデリックに厳きびしい視し線せんを向けた。

「高こう貴きな家いえ柄がらの者が、子供を人ひと質じちにとはね」

「金のためさ。元はといえば、あなたのせいですがね、殿下」

　皮ひ肉にくな笑み。

　初めて感情らしきものが、ロデリックの顔に浮うかぶ。

「あなたは貧ひん民みんどもの人にん気き取りに夢中になり、我われ々われの権けん益えきを奪うばい続けた。高貴な血ち筋すじが数十世代にわたって築きずき上げ、守ってきた財ざい産さんを、あなたが平気な顔をして取り上げ、愚ぐ民みんどもに投げ与あたえるのを、我々はじっと堪たえてきたのだ。今夜あなたを殺せるのは、貴族としては至し上じようの喜よろこびなのだよ、アムレディア」

「貴き重ちような労働力も戻もどりました。あとはあなたがたに死んでもらうだけですが……」

　マイルズは経けい理りの数字を読み上げるような調ちよう子しで言った。

「ロデリック卿きようはともかく、私は血を見るのを好みません。そこから自じ主しゆ的てきに飛び降りてもらえませんか？」

「子供たちは……救たすけてくれるんでしょうね？」

　王女は言った。

「ええ、もちろん」

　マイルズは喉のどの奥で笑う。

「誓ちかいましょうか？」

「この子は？」

　アムレディアは視線でトリシアを示しめした。

　トリシアはびっくりした表情で王女を見る。

「……それとレンも」

　アムレディアは付け加えた。

「つけあがらない方がいいですな」

　陰いん険けんな愉ゆ悦えつの表情を浮かべる商人。

「時間稼かせぎはよすことだ、殿下」

　ロデリックが、血ち溜だまりの中に倒れているレンをもう一度蹴ける。

「分かったわ」

　トリシアとアムレディアは昇しよう降こう機きの縁ふちに立った。

　改あらためて下をのぞくと、気が遠くなるほど深く、暗い。

　落ちていった小鬼ボーグルたちのことを考えると、トリシアの胸むねが痛む。

　だが、その後を追うのは自分たちなのだ。

　かすかに吹ふき上げてくる風。

　トリシアは最後にもう一度、レンを見た。

　すると。

　ロデリックの足元に転ころがっていたレンは、気を失うしなってはいなかった。

　トリシアの方を見て、何か伝えようとしていたのだ。

「……えっ」

　言葉は達とどかない。

（そうだわ。動物と話せるんだから……）

　トリシアは思し念ねんでそっとレンに呼びかけてみる。

（レン、聞こえる？）

（やっと、気がついたのか、遅おそい！）

　レンの答えが返ってくる。

（何よ、その態たい度ど！）

　トリシアはいつもの調ちよう子しで言い返してしまう。

（いいかい、喧けん嘩かは後だ。聞いてくれ、これが最後の機会チヤンスだ！）

（どうするのよ？）

（君たちが縦たて坑あなに飛び下りたら、僕も飛び込む）

（それが名めい案あん？）

（そして、奈な落らくの底に叩たたきつけられるギリギリまで魔ま旋せん律りつを練ねり上げて、増ぞう幅ふくされた〝呪じゆ波は〟を直ちよく接せつ、ナマのまま、真下に叩きつけるんだ）

（確たしかに破は壊かい力りよくはあるけど、わたしたちの腕じゃ、たかが知れてるわ！）

（力を合わせるんだ！　僕たちは、あの子供たちとアンリ先生の大切な人を守らなくちゃいけない！）

（……そうね。命を守るのがわたしの仕事。ありがと、レン。これからもわたしがそのことを忘れそうになったら、時々思い出させて）

（えっ？）

　トリシアはレンと思し考こうを交かわすのを止やめ、アムレディアの顔を見た。

「行きますよ」

「……ええ」

　黒い髪かみをなびかせたアムレディアはうなずく。

「さあ」

　マイルズが促うながした。

　トリシアと王女は暗あん黒こくの淵ふちめがけて身を躍おどらせた。

　ほぼ同時に、レンも縦坑に飛び込む。

「何！」

　と、ロデリックとマイルズ。

「王女、つかまって！」

　トリシアは真っすぐに落らつ下かしながら王女を腰こしにしがみつかせると、魔旋律を唱となえて〝呪波〟を増ぞう幅ふくした。

　飛び降りてきたレンが、手足を揃そろえて落下速度を上げ、トリシアたちに追いつこうとする。

「レン！」

「パット！」

　二人は手を伸のばした。

　指先が触ふれ、そしてしっかりと手が握にぎり合わされる。
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「いくわよ！」

「ああっ！」

　二人は、限げん界かいまで練ねり上げた〝呪波〟を、真下に向けて解かい放ほうした。

　放ほう出しゆつされた〝呪波〟は、坑の底で空気を大きくうねらせた。

　ギュンという空間が歪ゆがむ音。

　落ち続ける三人の先で、白く輝かがやく渦うずが生まれる。

「……あれは」

　つぶやくアムレディア。

　そして、奈な落らくの底が眼がん前ぜんに迫せまったその時。

　光の渦は一点に収しゆう縮しゆくし、それから一気に爆ばく発はつした。

　凄すさまじい上じよう昇しよう気き流りゆうが巻き起こり、三人の身体からだを押し上げる。

　爆ばく風ふうとともに、縦坑の開口部よりもさらに高くまで吹ふき上げられた三人。

　マイルズとロデリックは呆あつ気けに取られる。

「ロデリック！」

　虚きよをついたアムレディアはトリシアたちから離はなれ、坑の壁かべを蹴けって一直線に貴族の懐ふところに飛び込んだ。

　トリシアとレンは崩くずれ落ちかける昇しよう降こう機きに取りつき、マイルズの姿すがたを捜さがす。

　マイルズは土鬼オルクスに命令し、トリシアたちを射い殺ころさせようとするが、混こん乱らんした怪かい物ぶつたちは命令に従したがわない。

　だが、傭よう兵へいたちが剣を抜き、子供たちの方に走った。

「駄だ目め！」

　昇降機の上に立ったトリシアの魔ま旋せん律りつが、傭兵たちの剣を白はく熱ねつ化かさせる。

「任まかせろ！」

　左手で剣を抜いたレンが走り、傭兵と子供たちの間に飛び込む。

　と、その時。

　二匹の竜犬がトリシアに襲おそいかかった。

　上体を屈かがめ、すれすれのところでこれをかわすトリシア。

　身をかわされた竜犬の一匹は、真まっ逆さかさまに縦坑に落ちていった。

　もう一匹は、辛かろうじて昇降機の端はしに爪つめをかけ、ぶら下がっている。

（大人おとなしくして！　今、救たすけてあげる！）

　トリシアは思わず手を差し伸のべる。

　竜犬は、その手に炎ほのおの息を吹きつけた。

　灼しやく熱ねつがトリシアの手をなめて肉を焦こがす。

（大だい丈じよう夫ぶ、救けてあげるのよ！）

　トリシアは想そう像ぞうを絶ぜつする痛みに顔を歪ゆがめながら、竜犬の前足をつかむ。

　だが、竜犬はその腕に牙きばを突き立て、食い千ち切ぎろうとする。

「…………！」

　焦げて、一部骨の露ろ出しゆつしたトリシアの手から、するりと前足が抜けた。

　悲しい、遠吠ぼえのような鳴き声とともに、みるみる竜犬の姿は小さくなってゆき、闇やみに消えた。

　利きかなくなった腕をだらりと下げたまま、トリシアは立ち尽つくす。

「パット！」

　レンの声。

　子供たちを背中に庇かばって、傭兵や土鬼たちと戦たたかうレン。

　アムレディアも、ロデリックと切り結むすんでいる。

　救けに行きたいが、もう魔旋律を唱となえる力は残っていない。

　一歩も動けない。

　出血と痛みで朦もう朧ろうとする意い識しきの中、幾いくつかの顔が浮かんでは消えてゆく。

　アンリ先生、セルマさん、キャット、フェリノール、今までに診みた患かん者じやや患かん畜ちくたち、それに……一角獣ユニコーン。

（一角獣、今こそあなたの助けが要いるのに……もう遅おそいわね）

「〝大地の息い吹ぶきよ」

　トリシアは真しんの名を口にした。




　この時、トリシアの呼んだ名前は、ロデリックやマイルズの耳にも、土鬼や傭兵の耳にも聞こえなかった。アムレディアやレンの耳にさえ……。

　だが、遥はるか彼方かなたの森、柔やわらかな草の上に休む一角獣は、身をピクリと震ふるわせた。




　突とつ然ぜん、トリシアの目の前に、眩まぶしく輝かがやく白い光球が現われた。

　その強い光に、土鬼や傭兵たちが目を覆おおう。

　光球はトリシアの傍かたわらで次し第だいに、一本の角つのを持った馬の形を取っていった。

（久しぶりだな）

　一角獣は言った。

（まさか……！）

　トリシアは幻まぼろしを見ているのかと、目を擦こすった。

（すぐに来る、と言った。角が治なおって祝しゆく福ふくの力が完かん全ぜんに戻もどれば、これくらい何でもない）

　一角獣は得とく意いげに鼻を鳴ならす。

　だが、再会を喜よろこんでいる場合ではない。

（お願い、みんなを！）

　トリシアは、子供たちを守って戦うレンの方を指さした。

（承しよう知ち！）

　一角獣は蹄ひづめを振り上げ、土鬼や傭兵たちの間に躍おどり込んでいった。

　この聖せい獣じゆうに触ふれることは、死を意味する。

「せ、聖獣だ！」

　傭兵のひとりが悲ひ鳴めいに近い声を上げた。

　土鬼も傭兵も、竜犬までもがその祝福の力を恐れ、武器を捨すてて我われ先さきにと出口に殺さつ到とうした。

「ちっ！」

　アムレディアと斬きり合っていたロデリックが、その様よう子すをチラリと見て舌した打うちする。

　王女はその隙すきをついて攻こう勢せいに出る。

　貴族は次し第だいに縦たて坑あなの縁ふちへと追い詰つめられてゆく。

　もはやマイルズ一派は総そう崩くずれである。

　だが、マルセルら子供たちは本ほん能のう的てきに祝福の力を感じ取ったのか、一角獣の回りに集まってくる。

（〝大地の息い吹ぶき〟！　子供たちを先せん導どうして外に！）

（よし！）

　一角獣は出口に向かう。

　子供たちは、レンやトリシアに言われるまでもなくついていった。

　剣を収おさめたレンが、心配そうな顔でこちらに向かって走ってくる。

　アムレディアはまだロデリックとの勝しよう負ぶが着ついていない。

　さっきはあれほど殺してやりたいと思ったロデリックだが、今は怒いかりは消えている。

（……レンが思い出させてくれたから。命を奪うばうのではなく、守るのが使命だって）

　竜犬にやられた腕からの出血がひどかった。

　だんだん意識がはっきりしなくなってくる。

（レン、早く来て……）

　トリシアはぼんやりと考えた。

　だが……。

「……大だい損そん害がいですよ」

　気がつくと、目の前にマイルズが立っていた。

「また土鬼オルクスや傭よう兵へいを雇やとって子供を集めるのに、幾いくらかかるか知っていますか？」

　温おん厚こうそうな薄笑いの仮か面めんが剝はがれたマイルズの顔は、怒りに歪ゆがんでいる。

「……もう無む理りよ。逃げた子供が全部話すわ。あなたは監かん獄ごく行き」

　トリシアはゼイゼイと苦しい息の下で言った。

「そうかも知れませんね。……だが！」

　マイルズはトリシアの鼻はなを蹴けった。

「あなたがそれを見ることはありません」

　さらに、トリシアの腕の傷を踵かかとで踏ふみつけ、グイッと捻ひねる。

「…………！」

　少女は声さえ出せない。

「死になさい」

　マイルズはトリシアを蹴落とそうと足を振ふり上げた。

　その時。

　坑あな全体が、地鳴りを伴ともなって大きく揺ゆれ始めた。

　坑の側そく面めんに作られた足場がガラガラと崩くずれ落ちてゆく。

「うわっ！」

　片足立ちだった商人の身体からだがグラリと傾かたむく。

　そこに……。

「させるか！」

　と、ようやく間に合ったレンが、全体重を肩かたにのせて体当たりをかけた。

「こ、こんな子供たちにだとっ！」

　昇しよう降こう機きの手て摺すりを越こえて、マイルズは空中に飛び出していた。

　それが最後。

　トリシアはマイルズの悲鳴も聞かなかったし、深しん淵えんに吞のみ込まれてゆくその姿すがたも見なかった。

　ただ、漠ばく然ぜんとこの坑が崩ほう壊かいし始めていることを感じ取っていた。

（わたしとレンで……結けつ構こうやれるんだ）

「トリシア！」

　目を閉じた少女の身体を、レンが抱だき上げた。




　一方。

　アムレディアは膝ひざをついた血ち塗まみれのロデリックの首に剣を突きつけていた。

「さあ、大人おとなしく剣を捨すてて裁さい判ばんに臨のぞみなさい。あなたはもう終わり。トリシアのご両親の一件についても、取り調べがあるでしょうね」

　貴族は王女を見上げて笑みを浮かべた。

「殿でん下か、あなたは私の財産を奪うばい、名めい誉よを奪った。……だが、私の誇ほこりまでを奪うことはできぬ！」

　ロデリックは剣を逆さか手てに持ちかえると、自分の腹にぐっと突き立てた。

「誇りをも奪いたければ……、地じ獄ごくまで……来……い」

　ロデリック卿きようは絶ぜつ命めいした。

「見み事ごと」

　アムレディアは剣を収おさめた。

「……その言葉、よく覚おぼえておこう」

　崩れ落ちる土つち壁かべが、パラパラと王女の肩に当たった。

　揺れは真っすぐ立っているのが難むずかしいくらいに大きくなり、床ゆかには亀き裂れつが走っている。

　そろそろ逃げなければ危険なことは、アムレディアにも分かった。

「……トリシア、レン！」

　王女は昇しよう降こう機きの方に目を向けると、幼おさななじみの少女を抱かかえるレンのもとに駆かけ寄った。

　涙なみだに濡ぬれるレンの顔。

「まさか！」

　アムレディアはグッタリとしたトリシアの頰ほほを張はった。

「起きなさい！　跳はねっ返り！　こらっ、起きて！　死ぬなんて許ゆるさないから！　もう死んだら極きよつ刑けいだからね！」

「…………」

　少女の目がうっすらと開いた。

　レンと王女がほっと安あん堵どのため息をつく。

「……嫌いやだなあ、二人ともまだいたの？　早く逃げないと危あぶないよ……」

「分かってるわよ、馬ば鹿かっ！」

　王女は震ふるえる声で怒ど鳴なり、レンと二人で少女を抱え、全速力で地上に向かった。

　弛ゆるんだ石段を二段抜きで駆かけ登り、落ちてくる瓦が礫れきを避よけながら、三人は何とか外に飛び出した。

　ほとんど同時に、工場全体が崩ほう壊かいし始める。

　外がい壁へきに大きな亀列が入り、見る見る広がってゆく。

　地面が陥かん没ぼつし、建たて物もの全体が内側に向かって崩くずれ込んでいった。

　轟ごう音おんと振しん動どう。

　噴ふき上がる黒い土つち煙けむり。

　すべてが吞のみ込まれ、静せい寂じやくが戻もどった後には、巨大な盆ぼん地ちが出しゆつ現げんしていた。

　アムレディアとレンはようやく安あん全ぜん圏けんまで逃のがれると、脱だつ力りよく感かんから冷たい草の上にへたり込んだ。




「……これでもう二度とレクは掘ほれないわ。川が前のようにきれいになるには、何十年もかかるでしょうけれど」

　王女はトリシアの腕うでに、服の袖そでを裂さいて作った包ほう帯たいを巻いていた。

「これ、魔法で治なおせればいいんだけど？」

「今日きよう一日は我が慢まんします」

　トリシアは痛みを堪こらえて微笑ほほえんだ。

　応おう急きゆう手て当あてが終わると、二人はそのまま膝ひざを抱かかえて座すわり、空を見上げた。

　トリシアに代かわって子供たちの手当てに忙いそがしいレンは、新しん鮮せんな水を求めて上流に行っている。

「王女？」

　星を見つめながらトリシアは尋たずねた。

「王女はアンリ先生のこと、好きですか？」

　アンリが王女を愛しているのは分かっている。

　王女の方はどう思っているのか。

　トリシアは聞いてみたくなったのだ。

　アムレディアは一いつ瞬しゆん、びっくりしたように目を大きくしたが、ためらうことなく答えた。

「ええ。愛してるわ」

　トリシアは胸むねが締しめつけられる思いがした。

　自分の入り込む余よ地ちがどこにもないことを知ってしまったのだ。

　王女が嫌いやな女ならまだ良かった。

　だが、目の前の女性は、愛と優やさしさに満ちた素す晴ばらしい人だった。

「……どうにもならないんだけどね」

　アムレディアは遠くを見つめながらぽつりと付け足す。

「どうにもならない、って？」

　どうにもならないのは自分の方。

　そう思っていたトリシアは聞き返す。

「身分が違ちがい過すぎるのよ」

　王女の瞳ひとみは辛つらそうだった。

「私はゆくゆくは王家を継ついで、正式にアムリオンの女王となる。そう、子供の頃ころから決められていたの。でも、アンリは優すぐれた魔ま道どう士しといっても、親は農のう夫ふなの。決してまわりは許ゆるしてはくれない。もし、我がを通そうとすれば、また内乱の時代に逆ぎやく戻もどりね」

「そんな……」

　愛があれば何でも乗り切れる。

　トリシアにもそうは言えなかった。

　アムリオンは階級差の少ない国だが、結けつ婚こんとなると因いん習しゆうが支し配はい的てきである。ましてや、王女の結婚ともなれば、国家の存そん亡ぼうをも左右すると言ってよい。

　農夫の子とお姫ひめさまの結婚。

　そんな話は所しよ詮せん、お伽とぎ話ばなしか夢物語に過すぎないのだ。

「……でも、好きなの。私は本当にアンリが好き」

　アムレディアは顔を伏ふせた。

「王女」

　トリシアはそっとその肩に手を触ふれる。

　アムレディアはちょっと頭を横に向けると、赤くなった目を擦こすって照てれたように言った。

「アムでいいわ。親しい友人はみんなそう呼ぶから。……ねえ、今言ったこと、絶対にアンリには秘ひ密みつだからね」

「もちろん！」

　秘密を共きよう有ゆうした二人は、くすくすと笑いだした。

　すると……。

「アムレディア！　トリシア！」

　遠くから二人を呼ぶ声が風に乗って流れてきた。

　セルマやフェリノール、キャット、それに一角獣ユニコーンとレン、子供たちがこちらに駆かけ寄ってくる姿が見えた。

「まずっ！　アンリもいるわ！」

　王女が舌したを出した。

　真まっ先さきに二人のところに着ついたのは一角獣だった。

（無ぶ事じか？）

（何とかね）

（そう簡かん単たんにくたばる訳わけもないか）

（相あい変かわらず口が悪いね）

「パット！」

　レンがおたおたした様よう子すを見せる。

「怪け我がは痛まないかい!?　医者を呼ぼうか、って君が医者だ！」

「やってくれたよ、あたしらを差し置いてさ」

　セルマが腰こしに手を当てて、王女とトリシアを見み比くらべる。

「もう、姉様もひどいじゃないですか！」

　キャットは口を尖とがらせながらも、親友と姉を気き遣づかう。

「本当に……心配したんだから！」

　王位継けい承しよう権けん第二位の少女は、大切な二人の女性を両腕で抱だき締しめた。

「森の守しゆ護ご者しやがここまで案内してくれた」

　すべてが終わったのを見て、少し残念そうに言ったのはフェリノールだ。

　そして……。

「王女、トリシア」

　静かな声。

（うっ、先生だ！）

　トリシアは身を縮ちぢませた。

「驚おどろいたな、君までがこんな無む茶ちやをするとは」

　アンリはいつになく厳きびしい目で少女を見る。

「王女、あなたもです」

　アンリの怒いかりはアムレディアにも向けられる。

「自分の立場を考えれば、どうしてこんな馬ば鹿かな真ま似ねができるのか……」

　若い魔ま道どう士しは偏へん頭ず痛つうでも起こしたかのように頭を抱かかえる。

「……ともかく、説せつ教きようは王おう都とに帰ってからだ」

　アンリが手を差し伸のべると、アムレディアは悩なやましい声で言った。

「足を挫くじいてしまったみたいなの。おぶってくださらない、私の魔道士さん？」

　アンリはやれやれというようにしゃがんで背を王女に向けた。

「パットは僕ぼくがおぶっていきます」

　と、レン。

「ば、馬鹿！　あなただって腕うでを怪け我がしてるのに！」

「いいから」

　レンは半なかば強ごう引いんに少女を背せ負おう。

「それにパットって呼ばないで！」

　レンがちょっと重そうに立ち上がると、トリシアはアンリの背にしがみついた王女にささやく。

「噓うそつき」

　アムレディアは気持ち良さそうにアンリの背にもたれかかり、ウインクを返した。

「さあ、急ぎましょ！　もうすぐ夜明け、待じ女じよが起こしにくるまでに寝しん室しつに戻もどらないと、大おお騒さわぎになるわよ！」










　カルテ５　友達、恋人、そしてキス！




「マルテさん、今日きようはもういいわ、おしまいにしましょ」

　トリシアは昼間の部の最後の患かん者じやを見送ると、部屋の奥で手しゆ術じゆつ用よう具ぐの煮しや沸ふつ消しよう毒どくをしている女性に声をかけた。

「はい。じゃあ、お茶を入れますね」

　マルテはにっこりと振ふり返る。

　この女性、以前赤ん坊ぼうを抱だいてこの診療所に駆かけ込んできた、その若い母親である。

　今ではトリシアのところで助じよ手しゆとして働いている。

　トリシアの診療所もやっと軌き道どうに乗ってきて、安い賃ちん金ぎんながらも人を雇やとえるようになったのだ。

「今日は私が入れる」

　トリシアは白衣を脱ぬいで椅い子すの背もたれに引っ掛かけ、袖そでをまくった。

「キャットの作ってくれたフェンネル・ケーキ、まだあったかしら？」

「ホーニッヒ・クーヘンもありますよ。灰はい色いろ熊ぐまの仔こが、治ち療りよう費ひ代がわりに持ってきた蜂はち蜜みつで作った……」

「いいわね、それ」

　少女の顔がぱっと明るくなる。

　今日のお茶は、ウスベニアオイのハーブ茶。

　濃こい緑みどりのこのお茶は、レモンを入れると途と端たんに鮮あざやかなピンクに色を変える。

　トリシアのお気にいりの楽しいお茶だ。

　トリシアがそのお茶の準じゆん備びを終え、いい香かおりが部屋に立ちこめたところで、ノックの音が四回聞こえた。

「……レンだわ。ったく、鼻はながいいわね」

「あら、ノックだけで分かるんですか？」

　と、マルテが冷やかす。

「勘かんよ、ただの勘」

　トリシアはカップを置いて立ち上がると、扉とびらを開いた。

　レンはいつになくきちんとした格かつ好こうで、両手を後ろに回して立っていた。

　白い絹きぬの上着と刺し繡しゆうの入った灰色のベストは、たぶん借かり物だ。

「あの、これ……」

　レンは背中に隠かくし持っていた花はな束たばを差し出した。

「何よ？」

　トリシアはきょとんとした顔で花束を受け取る。

「今日は君の誕たん生じよう日びだろう？」

「あっ、そうだっけ？」

　忙いそがしくてころっと忘れていた。

　確たしかに今日は十四日。

「ありがと、レン」

　トリシアは花束を胸むねに抱だき締しめた。

「……私、ちょっと帰って赤ちゃんの様よう子すを見てきますね」

　笑顔のマルテは、ささやくように告つげた。

「あ、待って！」

「ごゆっくり」

　トリシアは引き止めようとしたが、マルテは笑みを浮かべて裏口から出ていってしまった。

　気を利きかせたつもりのようだが、残された二人は何となく話のきっかけがつかめない。

「……ええと」

　レンが頭を搔かいた。

「座すわらない？」

「うん」

　トリシアは新しいカップを用意し、お茶を注つぐ。

「花、もらうのって初めて」

「贈おくるのだって……」

「うれしい……」

「君、花が好きだってキャットが言っていたから……」

「そうじゃないの。わたしの誕生日を覚おぼえている人がいたってことがうれしくて。私、独ひとりぼっちだと思っていたけど、違ちがったんだなあって……」

　少女はレンの前にカップを置く。

「……ねえ、わたしがどうしてパットって呼ばれるのが嫌いやだったか、分かる？」

「分からないよ」

　レンはカップを手に取ったが、口に運ぼうとはしなかった。

「パットって、両親の呼び方だったんだ」

　トリシアはレンと並ならぶように座った。

「他た人にんになんか、そう呼ばれたくない。そう呼んでいいのは、死んだ家族だけ。そう思っていたの。でもね、レン。あなたは他人じゃない」

（他人じゃないなら……何なのかな？）

　レンはそう心の中でつぶやき、小さくため息をついた。

「……ねえ、君はアンリ先生が好きなんだろ？」

　不ふ意いに彼は尋たずねる。

「好きって……、ええ、もちろん」

　そう答えてから、少女は付け足す。

「でも、勘かん違ちがいしないでね。あなたが思っているのとは違う意い味みなんだから。……たぶん」

　トリシアはアンリとアムレディア、どちらも大好きだった。

　二人には本当に幸せになって欲ほしいと思う。

「じゃあ、パット」

　レンは緊きん張ちようした顔で、トリシアの方を向き直った。

「……じゃあ、僕のことは……どう？」

「あ、あたなはどうなのよ、わたしのこと？」

　頰ほほが火ほ照てるのを感じたトリシアは、逆ぎやくに聞き返した。

「ぼ、僕は……」

　レンは口くち籠ごもる。

　ずっと言いたいと思っていたことなのに、いざとなると声が出ないのだ。

「僕は……パ、パ、パットのことが……す、す……」

　声が裏うら返がえる。

「す、好……す……」

「……はっきりしなさいよ！」

　トリシアは焦じれて、椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「ど、怒ど鳴なんなよ！」

　レンも立ち上がる。

　二人はそのまま睨にらみ合った。

　が、やがて……。

「……どうして、こうなっちゃうんだろう？」

　トリシアは頭かぶりを振ふった。

「……さあね」

　と、レン。

「ねえ、このままじゃ、わたしたちがたとえ……」

「万が一でも……」

「そう、何かの間ま違ちがいで恋人同どう士しになったとしても……」

「うまくいかない……だろうなあ……」

　二人はため息をつく。

「やっぱり、焦あせらずに……友達でいようか？」

　少しして、レンは言った。

「そうね。一番大切な友達で」

　トリシアはうなずいた。

「そう、一番大好きな友達で」

　レンもうなずく。

「一番……何でも話せる」

「一番……一いつ緒しよにいるとうきうきする」

「一番……かけがえのない」

「一番……離はなれたくない……」

　二人の顔が自然と少しずつ近づいていった。

「一番……私のことを分かってくれる」

「一番……僕を元気づけてくれる」

「一番……胸むねがドキドキする……」

「一番……キスしたい……友達」

　唇くちびるが重かさなった。

　レンの手がトリシアの背中に回り、やがて力強く抱だき締しめる。

　と、その時。

「トリシア！　急きゆう患かんだよ！」

　扉とびらがバタンと開いて、セルマが飛び込んできた。

「うちの二階に寝ねかせてあるからすぐに来……って、あら？」

　セルマはまずいところに入ってきたことに気がついた。

　トリシアとレンはまだ抱き合ったままだ。

「ま、まあ、急いでおくれ！」

　セルマは慌あわてて二人に背を向け、出ていった。

　意外と純じゆん情じようである。

　トリシアはくすくす笑いながらレンから離はなれ、髪かみをリボンでまとめて白衣をまとった。

「そっちの往おう診しんカバン、取ってくれない？」

「パット、手伝うよ」

　レンはカバンを取ってくる。

「助かるわ。お願い」

　二人は夕暮れの赤い光の中を、〝三本足の洗い熊ぐま〟亭ていめざして駆かけ出した。










　あとがき




　え～、みなさん覚えていらっしゃるでしようか？

「月げつ蝕しよく紀き列れつ伝でん」の南なん房ぼうです。

　また戻もどってきましたよ～、性しよう懲こりもなく。




　と、いう訳わけなんですが……。

　この本、実は「月蝕紀列伝」の最終巻で言っていた新シリーズじゃありません。

　あれはこの後、秋からです。

　たぶん、秋です。

　秋頃ごろ……です。

　いや……、秋あたりだといいなあ。

　秋……かも。（と、遠い目になる……）




　で、今回はさまざまな幻げん獣じゆうたちと意い思しを交わせる女医さん（ドリトル先生の女性版ばん？）トリシアのお話。

　いやあ、ほのぼのとした話だなあ……。

（全ぜん然ぜん、ほのぼのとしてないって。例によって血ち塗まみれだし……）

　時は「月蝕記」の時代より下って、『黄金の鹿しかの闘とう騎き士し』と同じ頃。

　とろこは、エレネイを離はなれ、『黄金の鹿の闘騎士』のヴィントール王国よりやや北に位置する小王国アムリオン。

　ここを舞ぶ台たいに、少女トリシアとその仲間たちの物語が展てん開かいする訳なんですが……。




　この国は、実じつは作者にとって原げん点てんとも言える国。

　初めて書いたファンダジー小説の舞台がこのアムリオンでした。

（無む論ろん、本の形にはなっていませんよ。だって、原げん稿こう用紙に直すと九百枚もあるんだもの）

　その時の主人公が、この本にも登場するアンリとアムレディア。

　だからこの二人、書いていて、懐なつかしくて、とっても楽しかったんですよ。

　イラストも、二人ともセルマがお気に入りです。

　読者の皆みなさんからのリクエストでもあれば、トリシアやアンリ、アムレディアたちの話、また書いてみたいですね。




　付記１

　発売日の大おお騒さわぎが一ひと段だん落らくした頃、ＰＳ２、買いました。

　けっこうすんなりと。

　でも、ＰＳ２のソフトって、格かく闘とう系けい以外はどれも一、二回やっただけで、あとは全然やってなかったりして。

　だって、面おも白しろいのがないんだもの。

　今出ているＲＰＧもひたすら地じ味みで、苦く行ぎようって感じさえするし。

　結けつ局きよく、ＤＶＤ機き能のう以外あまり使ってないなあ……。




　付記２

　ＰＳ２を買う前からＤＶＤプレイヤーは持ってました。次回作の準じゆん備びのために、大体一日一本ずつ古いハリウッド映画を中心に見てます。

　で、ここで現げん在ざいＤＶＤで見られる映画の、敢あえて特とく撮さつ物ものやファンタジー、ＳＦ、それに古こ典てんを外した（独どく断だんと偏へん見けんに満ちた）ベストテンを。




　まずは……。




　十位「フォー・ルームス」

　これはクエンティン・タランティーノ監かん督とく作品の入門編。タランティーノ初心者には「レザボア・ドッグス」はキツイかも知れないと思って。癖くせのある俳はい優ゆう陣じんを古典的なグランドホテル形けい式しきの物語に押おし込んだ怪かい作さくで、タランティーノが監督出演しているのはオムニバス四本のうち一本。




　九位「ファーゴ」

　コーエン兄弟の犯はん罪ざい映画の名作。スティーブ・ブシェーミもいいけど、フランシス・マクドーマンドがリアリティのある女署しよ長ちようを好こう演えんしている。「レザボア・ドッグス」同どう様よう、結けつ構こう好き嫌きらいが分かれるタイプの映画かも。




　八位「フィッシャー・キング」

　担たん当とうのＳさんの好きなロビン・ウイリアムズ作品から一本ということで……。ちょっと癒いやし系なところもあるけど、監督があの（モンティ・パイソンの）テリー・ギリアムだからそう単たん純じゆんにはいかない？




　七位「Ｌ．Ａ．コンフィデンシャル」

　半世紀ほど前のロサンゼルスが舞台の犯罪物。Ｊ・エルロイの原作も凄すごいんだけど、映画はまた別の凄さがある。主人公の三人の刑事のうちのケビン・スペイシー以外の二人、決してナイナイの岡おか村むらと演えん歌かの山やま本もと譲じよう二じではないので間ま違ちがえないように。




　六位「ユージュアル・サスペクツ」

　いかん、またケビン・スペイシーが入ってしまった……。でも、謎なぞの犯罪者カイザー・ショゼをめぐることの傑けつ作さくは外せないよね。

（見た人なら分かるけど）これは内容を解かい説せつできない、ごめん。




　五位「ウェイクアップ！　ネッド」

　イギリス映画。田舎いなか町に舞まい込んだ一等当とう選せんの宝くじを巡めぐるコメディだけど、アメリカ映画にはない毒どくがある。それでもほのぼの。




　と、いうところで今回はおしまい。

　この続きは次の本で、ということで。（……え、もういいって？　そんなあ、もう少し付き合ってよ）

　それじゃまた！

　今度こそ、新シリーズで！

　……いや、本当に。










トリシア先せん生せい、急きゆう患かんです！








南なん房ぼう秀ひで久ひさ
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